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研究要旨：海外では多くの国・地域で受動喫煙防止法・条例が成立しており、そのような国・地域で

はその直後から急性冠症候群が減少することが論文として報告され始めた。本研究では、まず、受動

喫煙防止法・条例が急性冠症候群を減少させることについての系統的な文献レビューをおこない、そ

の現象について科学的な確証を得た。つぎに、大気中の汚染物質で長期間の曝露が心筋梗塞や肺がん

による死亡率を高めることが知られている微細粒子（PM2.5）の濃度を、特に対策が遅れているサービ

ス産業において４業種22カ所で測定をおこなった。閉鎖空間で喫煙が行われている場合のPM2.5の濃度

は、WHOが人体に影響のないレベルとして示している評価基準の数十倍に達する高い値であった。 

 本研究の第１の目的は、これらの科学的根拠と調査結果を医・歯学会やマスメディアに提供し、政

策決定者や国民を啓発することで、わが国においても受動喫煙防止法の成立を図ることである。なお、

先行研究を引き継ぎ、公共交通機関の禁煙化状況の変化、医・歯学部の敷地内禁煙の導入状況の変化、

地方自治体と国際会議場の建物内禁煙の状況についても調査をおこなった。その結果、それぞれの分

野で受動喫煙対策は進みつつあるが、全く対策が進んでいない施設も多いこと、逆に、建物内や敷地

内に喫煙場所を残して喫煙を容認する施設が増え始めていることが認められた。本研究報告書をそれ

らの施設に郵送することで情報をフィードバックすることに加え、その監督官庁にも提供することで

受動喫煙対策を強化する指導・勧告を要請すること、および、12の医・歯学会で構成される禁煙推進

学術ネットワークを通じて要望書を提出する予定である。 

 今後も、わが国の受動喫煙対策の方向性に関する検討とその科学的根拠に関する研究を継続する。 

 研究成果の一覧URL：http://www.tobacco-control.jp/ 
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Ａ．研究目的 

 2003 年5月のWHO総会にて「たばこの規制に

関する世界保健機関枠組み条約」が採択され、

わが国も2004 年6月に条約を批准し、2005年2

月に条約は発効した。その第８条では「たばこ

の煙にさらされることからの保護」について「

締約国は、屋内の職場、公共の輸送機関、屋内

の公共の場所及び適当な場合には他の公共の場

所におけるたばこの煙にさらされることからの

保護を定める効果的な立法上、執行上、行政上

又は他の措置を国内法によって決定された既存

の国の権限の範囲内で採択し及び実施し、並び

に権限のある他の当局による当該措置の採択及

び実施を積極的に促進する」（外務省訳）こと

が定められている。その結果、多くの国・地域

において、一般の職場や公共交通機関はもちろ

ん、これまで受動喫煙対策が行われてこなかっ

た飲食店や居酒屋を含むサービス産業も全面禁

煙とする法律・条例が成立し始めている。 

 一方、わが国でも健康日本21（2000 年）、健

康増進法（2003 年）および「職場における喫煙

対策のためのガイドライン」（2003 年）により

、学校、病院、地方自治体、公共施設、職域を

中心に受動喫煙対策は大幅な進捗がみられ始め

、監督官庁による統一的な調査もおこなわれて

いる。しかし、監督官庁による調査は毎年おこ

なわれているわけではなく、また、民営の公共

交通機関、医・歯学部と附属病院、国際会議場

、飲食店などのサービス産業における受動喫煙

対策の実態調査はおこなわれていない。 
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 本研究の目的は、まず、わが国における受動喫

煙対策の実態を世界で広く測定に用いられており、

肺がんや心筋梗塞などの疾患との関連がすでに証

明されており、WHOから空気環境に関するガイドラ

インも公表されている微細粒子（PM2.5）により評

価することである。今年度は、わが国の中でも特

に対策が遅れていることが指摘されているサービ

ス産業における実態を調査した。 

 次に、海外ですでに受動喫煙防止法・条例が施

行された国・地域からは、急性冠症候群（不安定

狭心症、急性心筋梗塞、心臓突然死）がその直後

から減少したことが報告されている。それらの論

文について系統的な文献調査をおこない、受動喫

煙防止法・条例をさらに推進するための根拠をま

とめること、その結果を喫煙・受動喫煙対策を推

進するべき医・歯学関係者に呈示すること、最終

的には政策決定者に示すことでわが国においても

受動喫煙防止法の成立を図ることである。 

 さらに、先行研究を引き継ぎ、公共交通機関、

医・歯学部と附属病院、地方自治体、国際会議場

における受動喫煙対策の進行状況を調査し、その

結果を業種別・業種内比較、地域間の一覧表とし

て調査対象施設にフィードバックすることにより、

対策が遅れている施設の自主改善を促し続けるこ

とである。 

 

Ｂ．研究方法 

１．サービス産業における受動喫煙曝露濃度の評価 

 受動喫煙曝露の指標として、世界各国で広く用

いられている微細粒子（PM2.5）の測定が可能なデ

ジタル粉じん計（SIDEPAK社製、AM-510）を用いて

連続測定をおこなった。測定対象は代表的なサー

ビス産業として４つの業種からそれぞれ５~７店

舗とし、混み合った時間帯に40分以上の測定をお

こなった。 

 

２．海外における受動喫煙防止法・条例による急

性冠症候群の予防、減少に関する論文分析 

 医学系の論文検索で広く用いられているPubMed

により、受動喫煙防止法・条例を施行した国・地

域における急性冠症候群（不安定狭心症、急性心

筋梗塞、心臓突然死）の減少に関する系統的な文

献レビューをおこなった。 

 

３．建物内禁煙が喫煙率、喫煙者の禁煙企図に及

ぼす影響に関する研究 

 わが国の代表的な製造業である自動車製造工場

で建物内禁煙がおこなわれた。建物内禁煙が喫煙

率、喫煙者の禁煙企図に及ぼす影響を自記式の調

査票により評価した。 

 

４．わが国における受動喫煙対策の実態とその変

化に関する研究 

 先行研究を引き継ぎ、以下の調査を継続した。 

 １）公共交通機関における受動喫煙対策 

  1.新幹線の路線ごとの禁煙化率の比較 

  2.在来線特急のJR６社間の禁煙化率の比較 

  3.私鉄有料特急の受動喫煙対策の比較 

 ２）医・歯学部および附属病院の敷地内禁煙の  

   導入状況 

 ３）地方自治体の建物内禁煙の導入状況 

  1.都道府県庁 

  2.県庁所在市・政令指定都市市役所 

  3.東京23特別区区役所 

 ４）国際会議場の建物内禁煙の導入状況 

 

（倫理面での配慮） 

 本研究における受動喫煙の汚染度の指標として

の微細粒子（PM2.5）の測定は、立ち入りが制限さ

れていない公共空間でおこなわれている。事業場

における調査は、個人名を用いず研究班独自のID

番号を用いて集計することで安全衛生委員会の承

認を得ておこなわれた。郵送法による調査では、

依頼状に結果は公表することを明記した上でおこ

なった。写真撮影は全て立ち入りが制限されてい

ない部分についておこなわれた。発行された論文

のシステマティックレビューでは、倫理に関わる

問題は発生しない。 

 

Ｃ．研究結果 

１．サービス産業における受動喫煙曝露濃度の評価 

 サービス産業の４つの業種で測定された微細粒

子（PM2.5）の濃度は、いずれも人体にとって有害

であると判断される高い濃度であった（資料１）。 

 

２．海外における受動喫煙防止法・条例による急

性冠症候群の予防、減少に関する論文分析 

 受動喫煙防止法・条例がすでに施行されている

国・地域の急性冠症候群について検討している論

文は11論文が検索された。その全ての論文が法・

条例の施行直後から急性冠症候群が減少していた

ことを示していた。さらに、上記の11論文のうち7
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論文と1学会発表についてのメタアナリシスをお

こなった論文により、法・条例の施行により急性

冠疾患が19％減少することを示していた。 

 

３．建物内禁煙となった事業場の喫煙率と禁煙企

図に関する研究 

 某自動車製造工場で建物内禁煙と産業医による

禁煙治療が同時に行われた結果、65.6％あった喫

煙率が１年後には61.4％に減少していた。１年後

にも毎日喫煙をしている者の中で「これまでに１

日以上、禁煙しようと思ってタバコを吸わなかっ

た経験がある」と回答した割合は49.6％であった。

そのうち「禁煙しようと思ったのは、工場の建物

内が禁煙となったことが大きな理由である」と回

答したのは7.7％であり、職場の建物内を禁煙とす

ることは喫煙者に禁煙を企図させる観点から有効

であることが認められた。 

 

４．わが国における受動喫煙対策の実態とその 

 変化に関する研究 

 １）公共交通機関における受動喫煙対策 

  1.新幹線の路線ごとの禁煙化率の比較 

2006年の調査開始時より九州新幹線、長野

新幹線の禁煙化率（分担研究参照：1日に運

行される車両数に対する受動喫煙のない車

両の割合）は100％であり、2007年3月のダ

イヤ改正で上越新幹線、東北・秋田・山形

新幹線の禁煙化率が100％となった。東海

道・山陽新幹線は新型のぞみの稼働により

わずかに禁煙化率が上昇したが50％であっ

た（資料２）。 

 

  2.在来線特急のJR６社間の禁煙化率の比較 

2009年3月のダイヤ改正で全ての車両を禁

煙化したJR九州の禁煙化率は100％となっ

た。JR東日本とJR北海道では寝台特急以外

は全車両禁煙であり、禁煙化率はそれぞれ

98.8％と98.7％であった。JR四国では一旦

禁煙化された特急の一部に喫煙室を設けた

ことにより、2008年3月のダイヤ改正時点で

92.0％まで上昇した禁煙化率は2009年3月

の改正で83.9％に低下した。JR東海とJR西

日本では大きな変化はなく、それぞれ

63.1％と53.0％であった（資料３）。 

 

  3.私鉄有料特急の受動喫煙対策の比較 

 有料の特急を運行している大手私鉄で

2009年3月時点で喫煙車両を運行している

のは南海電気鉄道（禁煙化率63.8％）、京

成電鉄（同50.0％）、近畿日本鉄道（同

36.7％）の３社のみであった（資料４）。 

 

 ２）医・歯学部および附属病院の敷地内禁煙の

導入状況 

 全国の医学部80校のうち34校がすでに敷地内禁

煙を導入しており、5校が2009～2010年度に敷地内

禁煙を導入することが決定していた。 

 医学部附属病院80施設のうち60施設がすでに敷

地内禁煙を導入しており、1施設が2009年度内に敷

地内禁煙を導入することを決定していた。 

 歯学部29校のうち9校がすでに敷地内禁煙を導

入しており、1校が2009年度内に敷地内禁煙を導入

する期日を決定していた。 

 歯学部附属病院29施設のうち17施設がすでに敷

地内禁煙を導入しており、1施設が2009年度内に敷

地内禁煙を導入する期日を決定していた。 

 しかし、その一方で「検討の上、敷地内の喫煙

場所での喫煙を容認する」という施設が2008年以

降の１年間で増えており、医学部では17校、10附

属病院、歯学部では6校、4附属病院で喫煙場所を

存続させる決定がおこなわれていた（資料５）。 

 

 ３）地方自治体の建物内禁煙の導入状況 

  1.都道府県庁 

  2.県庁所在市、政令指定都市市役所 

  3.東京23特別区区役所 

 47都道府県庁のうち建物内禁煙を既に導入して

いるのは16施設、そのうち議会棟・議会フロアが

会派控え室も含めて禁煙であるのは4施設であっ

た。46道府県庁所在市と4政令指定都市のうち建物

内禁煙であるのは8施設、そのうち議会棟・議会フ

ロアが会派控え室も含めて禁煙であるのは4施設、

東京23特別区役所のうち建物内禁煙であるのは1

施設、議会棟・フロアが全て禁煙の施設はなかっ

た。 

 滋賀県庁は2009年4月1日から建物内禁煙を導入

することが決まっていることがわかった。その一

方で、建物内禁煙であった佐賀市役所が2008年に

喫煙室を設置し、墨田区でも2009年に喫煙室を設

置するなど、対策が後退した自治体があることも

判明した（資料６）。 
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 ４）国際会議場の建物内禁煙の導入状況 

 2008年以降の１年間でこの調査がきっかけで建

物内禁煙が導入された別府ビーコンプラザ、およ

び、喫茶店以外の建物内禁煙が導入された大阪国

際会議場と米子コンベンションセンターで受動喫

煙対策の改善が認められた。その一方で、喫煙コ

ーナーを喫煙室として建物内に喫煙場所を残すこ

ととなった幕張メッセをはじめ、７施設ではいま

だに不十分な対策である喫煙コーナーが利用され

ていた。 

 

Ｄ．考察  

 これまで、わが国でも大気中の微細粒子PM2.5の

測定がおこなわれたことはあったが、今回、建物

内における受動喫煙曝露の指標として初めてPM2.5

の測定がおこなわれた。閉鎖空間で喫煙が行われ

ているサービス産業におけるPM2.5の濃度は、WHOが

示す空気環境のガイドラインに比較して、著しく

高い値であった。 

 一方、海外では受動喫煙防止法・条例が多くの

国や地域で施行されており、それらの地域では急

性冠症候群が明らかに減少していた。これは、受

動喫煙防止法・条例により屋内の空気環境、特に、

これまで対策が遅れていたサービス産業における

受動喫煙が防止されたことによる効果であると思

われた。 

 以上の調査結果から、わが国においても早急に

受動喫煙防止法の成立のための準備が必要であり、

そのための科学的根拠を医師、歯科医師をはじめ、

政策決定者に提供していくことが重要な課題であ

ると思われた。 

 なお、先行研究から引き継がれた公共交通機関、

医・歯学部と附属病院、地方自治体、国際会議場

では、全面禁煙や建物内禁煙を導入する施設が増

えてはいるが、全く対策が進んでいない施設や、

逆に、喫煙室を残すことでこれからも建物内・施

設内での喫煙を容認する施設も増えている。今回

の調査結果をもとに、各種施設の監督官庁への申

し入れや12の医・歯学会で構成される禁煙推進学

術ネットワークを通じての要望書を提出し、さら

なる喫煙対策の進行を求めていかねばならないこ

とが考えられた。そのためには、その他資料に添

付しているように、マスメディアにもこれらの資

料を提供し、世論を建物内禁煙・敷地内禁煙の導

入に向けてリードすることも有用な手段であり、

プレスリリースなどの活動を継続していく予定で

ある。 

 

Ｅ．結論   

 わが国のサービス産業における受動喫煙の曝露

濃度を、死亡率の上昇と関連が認められている微

細粒子（PM2.5）の濃度を指標として測定したとこ

ろ、WHOが示しているガイドラインよりも数十倍高

く、危険なレベルに達している場合もあることか

ら、早急に対策をとる必要があると思われた。 

 特定の業種・業界における受動喫煙対策の調査

を行い、その結果を公開することは、施設の管理

者に受動喫煙対策の自主改善を促す効果があるこ

とが示唆された。 

 本研究の目的は受動喫煙対策に関する今後のわ

が国の方向性を示すことである。今後も、世界標

準として用いられている受動喫煙曝露の指標であ

る微細粒子（PM2.5）による評価を行いながら、世

界標準である受動喫煙対策、すなわち、建物内禁

煙をあらゆる施設に普及させていくことについて

検討をおこなっていく予定である。 

 多くの施設が建物内禁煙となれば、その結果と

して受動喫煙を受ける非喫煙者が減少し、同時に、

吸いにくい環境となることで禁煙を決意する喫煙

者が増えることが期待される。最終的には、わが

国における喫煙関連疾患が減少することが期待で

きるであろう。 

 本研究の成果は下記のURLに公開されている。

（http://www.tobacco-control.jp/） 

 

Ｆ．健康危険情報 

 喫煙が行われている建物内では、人体に有害で

ある微細粒子（PM2.5）の濃度が、WHO が示したガ

イドラインよりも最大数十倍高く、危険なレベル

に達している場合があることが認められた。また、

受動喫煙防止法・条例が施行された国・地域では、

急性冠症候群が明らかに減少していた。現在のわ

が国のように受動喫煙防止の対策が不十分な状

態では、多くの人口が急性冠症候群の危険に曝さ

れていることが示唆された。 

 

Ｇ．研究発表 （分担研究欄に掲載） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 この研究において、知的財産権に該当するもの

はなかった。 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業） 
平成20年（2008年）度研究 分担報告書 

 
わが国の受動喫煙対策の実態とその推移に関する研究 

 
分担研究者 産業医科大学 産業生態科学研究所 教授    大和 浩 

 岐阜大学大学院医学系研究科再生医科学循環病態学  

                  非常勤講師  飯田真美  

 産業医科大学 産業生態科学研究所 准教授    寶珠山 務 

 産業医科大学 産業生態科学研究所 助教    江口 泰正 

研究協力者 産業医科大学 産業生態科学研究所 訪問研究員  中田 ゆり 

 産業医科大学 医学部    安藤 肇 

 鉄道の調査に関する情報提供    交通権学会  半沢 一宣 
 

研究要旨：健康への悪影響が明らかとなっている微細粒子（PM2.5）を指標として、わが国で特に受動

喫煙対策が遅れているサービス産業の受動喫煙の曝露実態の調査をおこなったところ、世界保健機関

（WHO）が定める空気環境のガイドラインよりも大幅に高い値であった。また、先行研究で開始した公

共交通機関（JR６社の在来線特急、新幹線、私鉄有料特急）、および、医・歯学部とその附属病院、国

際会議場、地方自治体における受動喫煙対策は徐々に改善されつつあるが、一部の施設ではいまだに

受動喫煙対策が進んでいないことが明らかとなった。本研究の調査結果を各施設の管理者にフィード

バックすると共に、本研究班が運営しているホームページにも公開すること、および、12の医・歯学

会で構成される学術団体からの要望書を作成することとなった。 

 研究成果の一覧URL：http://www.tobacco-control.jp/ 

 

Ａ．研究目的 

 イギリスやフランスなど欧米先進国のみなら

ず、ウルグアイやパナマなどの中南米諸国でも

、一般の職場や公共交通機関だけでなく、飲食

店などサービス産業を含むすべての建物内を禁

煙とする立法措置が導入されている。一方で、

わが国では健康日本21（2000 年）、健康増進法

（2003 年）、および、「職場における喫煙対策

のためのガイドライン」（2003 年）により学校

、病院、官公庁、公共施設、職場を中心に受動

喫煙対策の改善は進みつつあるが、罰則規定の

ない努力義務であるため海外のように例外のな

い建物内禁煙の普及には至っていない。 

 本研究の目的は、まず、わが国で対策が遅れて

いるサービス産業における受動喫煙曝露濃度の

評価を世界各国で広く用いられている微細粒子

（PM2.5）により評価すること、および、先行研究

で開始された公共交通機関、医・歯学部と附属病

院、国際会議場、地方自治体の庁舎の受動喫煙対

策に関する調査を継続し、その結果を業種別・業

種内比較、地域間の一覧表として対象施設にフィ

ードバックすることにより、対策が遅れている施

設の自主改善を促すことである。 

 

 

Ｂ.研究方法 

１．サービス産業における受動喫煙曝露濃度の評

価 

 受動喫煙曝露の指標として、世界各国で広く用

いられている微細粒子（PM2.5）の測定が可能な粉

じん計（SIDEPAK社製、AM-510）を用いて連続測

定をおこなった。測定対象は代表的なサービス産

業として４業種、1) 昼食時の飲食店、2) 喫茶店、

3) 居酒屋、4) 娯楽施設からそれぞれ５~７店舗

とし、混み合った時間帯に40分以上の測定をおこ

なった。なお、受動喫煙による汚染を正確に評価

できるように、調理場と客席が分離されており、

調理の煙が混在しない飲食店を選定した。 

 

２．受動喫煙対策にかかわる社会環境整備に関す

る調査 

 １）公共交通機関の受動喫煙対策 

 JR新幹線、JR６社の在来線特急および私鉄の 

 受動喫煙対策 

  先行研究でおこなった列車内における粉じ
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ん濃度の調査結果から、 

・喫煙車両の両隣の禁煙車両、 

・デッキに喫煙室がある禁煙車両、 

では、客席は禁煙であるにもかかわらず受動喫

煙が発生していることが認められた。そこで、

１日に運行される総車両数に対して受動喫煙

を全く受けない車両、つまり、喫煙車両から２

両以上離れた車両、デッキに喫煙室のない禁煙

車両の比率を「禁煙化率」と定義し、運行会社

間および路線間の比較に用いた。ただし、喫煙

車両と隣接している場合でも、寝台車のように

４枚の自動ドアで隔てられている場合には受

動喫煙はないものと判断した。 

 JR新幹線については各路線間で、JR在来線

特急については６つの運行会社間で、私鉄に

ついては会社間で禁煙化率の比較をおこなっ

た。 

 先行研究で集計を始めた2006年3月18日、

2007年3月18日、2008年3月15日、および、2009

年3月14日と４回のダイヤ改正前後の禁煙化

率を検討した。 

  

２）医・歯学部と附属病院の敷地内禁煙 

 地域医療の拠点であり、また、医師・歯科

医師・看護師を養成する教育機関である医・

歯学部における受動喫煙対策は、治療と教育

という観点から敷地内禁煙であることが望

まれる。医学部の敷地内禁煙は2003年に秋田

大学で始まり、ニコチン依存症管理料が保険

適用となった2006年6月以降、急速に全国に

広まりつつあるが、その一方で、いまだに屋

内や屋外での喫煙を容認している医・歯学部、

附属病院も存在している。 

 全国の医・歯学部および附属病院における

敷地内禁煙導入状況を把握するために、医・

歯学部の責任者（総合大学では学部長、単科

大学では学長）および附属病院の病院長あて

に郵送法によるアンケート調査をおこなっ

た。期限内に返答が無い場合には再度アンケ

ートを郵送し、さらに、電話・ファクシミリ

による督促を行い、全ての施設から回答を得

た（以下、同様の方法で調査をおこなった）。 

 なお、この調査は日本呼吸器学会に設置さ

れた「喫煙問題に関する検討委員会」（委員

長：永井厚志、東京女子医科大学附属病院長）、

および、12の医・歯学会が組織する「禁煙推

進学術ネットワーク」（委員長：藤原久義、

日本循環器学会）との共同調査として行われ

た。 

 

３）地方自治体の庁舎・議会の建物内禁煙 

 地方自治体については、都道府県庁、県庁

所在市、政令指定都市、東京23特別区の首長

あてに一般庁舎、および、議会棟・フロアの

建物内禁煙の導入状況についての調査票を

郵送し、回答を求めた。 

 

４）国際会議場の建物内禁煙 

 多数の者が使用する施設における受動喫

煙対策を調査するために、インターネットで

「国際会議場」で検索される19施設に建物内

禁煙の状況、および、施設内飲食店の受動喫

煙対策に関する調査票を郵送し、回答を求め

た。 

 

（倫理面での配慮） 

 本研究における環境タバコ煙（粉じん濃度）の

濃度測定および受動喫煙対策の実態調査は一般

の利用者が立ち入ることのできる公共空間でお

こなわれている。また、各種施設の受動喫煙対策

に関する情報についても、ホームページやパンフ

レットに記載されている情報の収集、および、調

査時の依頼状に公表することが前提であること

を記載していることから倫理に関わる問題は発

生しない。 

 

Ｃ．研究結果 

１. サービス産業における受動喫煙曝露濃度の

評価 

 サービス産業における受動喫煙による室内汚

染をPM2.5の測定により評価した。資料１に喫茶店

とパチンコ店における測定結果を示す。４業種で

合計22測定（１回の測定は40分間以上）を行った

結果を表１に示す。いずれも高い値を示した。 

 

 表１．サービス産業におけるPM2.5の濃度   

        測定回数 PM2.5濃度(μg/m3)  

飲食店（昼食時） 5 70 ~ 620 

喫茶店 7 280 ~ 1230 

居酒屋 5 380 ~ 790 

娯楽施設 5 270 ~  1220     
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２．受動喫煙対策にかかわる社会環境整備に関す

る調査 

１）公共交通機関の受動喫煙対策 

1.新幹線の禁煙化率 

 表２に新幹線の禁煙化率を路線別に示す。

2005年の開業当初より全車両禁煙である九州

新幹線と2005年12月より全車両が禁煙化され

た長野新幹線の禁煙化率は100％であった。

2007年3月のダイヤ改正で全車両が禁煙化され

た上越新幹線（44→44→100→100→100％）、

および、東北・秋田・山形新幹線（42→42→100

→100→100％）でも禁煙化率は100％となった。

2006年3月に16両編成の新幹線の４号車が禁煙

化され、2007年7月に運行が開始された全席禁

煙で喫煙室を４カ所に設置した新型新幹線（の

ぞみN700系）、2008年11月の０系新幹線の営業

運転の終了後に運行が開始されたこだま500系

８両編成の導入で東海道・山陽新幹線の禁煙化

率は37→42→42→46→50％と改善したが、受動

喫煙のない清浄な空気の車両は半数にとどま

った（資料２-１、資料２-２）。 

 

   表２．新幹線の路線別の禁煙化率 

           2006年  2007年 2008年 2009年 

(総車両数/日) 3月以前  3月   3月  3月  3月 

九州新幹線： 100% 100% 100% 100% 100% 

 （420両／日） 

長野新幹線： 100% 100% 100% 100% 100% 

 （456両／日） 

上越新幹線：  44% 44% 100% 100% 100% 

（1024両／日） 

東北/秋田/山形: 42% 42% 100% 100% 100% 

（2171両／日） 

東海道・山陽：  37% 42% 42% 46% 50% 

（6106両／日）     

（1日の運行車両数は2009年3月14日以降の数値） 

 

2.JR６社の在来線特急の禁煙化率 

 JRが発行する時刻表の列車編成表をもとに、喫

煙室の位置、喫煙車両と禁煙車両の間のドアの枚

数を確認し、禁煙車両における受動喫煙の有無を

特定できる一覧表を作成した。 

 本研究開始後のJR６社の禁煙化率の変化を資

料３-１に示す。2006年3月18日のダイヤ改正でJR

北海道は道内を発着する在来線特急の全車両を

禁煙化し、2007年3月18日のダイヤ改正ではJR東

日本が全ての新幹線と在来線特急（ただし、寝台

特急は除く）の全車両禁煙化を実施したことで、

JR北海道の禁煙化率は56.9→94.4→97.6→98.7

→98.7％、JR東日本51.0→50.4→98.2→98.4→

98.8％となった。同じく2008年3月のダイヤ改正

により、JR九州では運行時間が長い「にちりん」

「きりしま」「ひゅうが」および「ゆふ」「ゆふ

DX」「ゆふいんの森号」「九州横断特急」「くま

がわ」以外の特急を全車両禁煙化したこと、2009

年3月14日のダイヤ改正では全ての特急を禁煙化

したこと、寝台特急「はやぶさ」「富士」が廃止

となったことで、46.0→46.0→90.4→89.8→

100％と禁煙化率は100％に到達した。JR四国でも

2008年3月15日のダイヤ改正によりデッキの灰皿

が撤去されて喫煙室以外は禁煙とされたこと、一

部の特急は全車両が禁煙化されたことにより禁

煙化率は20.0→20.0→21.5→92.0％と大幅に改

善したが、2009年3月までに一部の特急に喫煙室

が設置されたことで禁煙化率は83.9％に低下し

た。JR東海では2009年3月の改正では禁煙車両の

拡大はなく、列車編成が変化したのみで禁煙化率

は21.5→32.5→63.0→62.7→63.1％と大きな変

化はなかった。JR西日本では、2007年3月に「は

るか」「きのさき」など多くの特急が全車両禁煙

化されたが、その後は大きな変化はなく、喫煙室

を備えた「ゆったりやくも」が増発されたにとど

まり、禁煙化率は11.1→11.0→47.6→50.4→

53.0％と他社に比べてわずかな上昇にとどまっ

た。 

 

  表３．JR在来線特急の会社別の禁煙化率 

       2006 年   2007 年 2008 年 2009年 

    3月以前   3月以降    3月   3月   3月 

JR九州：  46.0% 46.0% 90.4% 89.8% 100.0% 

 （2036両／日） 

JR東日本：51.0% 50.4% 98.2% 98.4% 98.8% 

 （3287両／日） 

JR北海道：56.9% 94.4% 97.6% 98.7% 98.7% 

  （773両／日） 

JR四国： 20.0% 20.0% 21.5% 92.0% 83.9% 

  （614両／日） 

JR東海： 21.5% 32.5% 63.0% 62.7% 63.1% 

  （388両／日） 

JR西日本：11.1% 11.0% 47.6% 50.4% 53.0% 

 （2017両／日）    

（1日の運行車両数は2009年3月14日以降の数値） 

 

3.私鉄有料特急の受動喫煙対策 

 有料の特急を運行している大手私鉄の受動喫

煙対策について2008年度も研究協力者の半沢一
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宣氏の協力を得ながら、列車内の受動喫煙の発生

状況の一覧表の作成と禁煙化率の算出をおこな

った（資料４）。JR東日本の全車両が禁煙化され

た2007年3月18日のダイヤ改正と同時に、関東の

私鉄では京成電鉄以外の全ての喫煙車両が廃止

された。喫煙車両を運行するのは南海電気鉄道

（禁煙化率63.8％）、京成電鉄（同50.0％）、近

畿日本鉄道（同40.6％）の３社のみであった。 

 

２）医・歯学部と附属病院の敷地内禁煙導入 

 2009年3月時点における医学部と附属病院の敷

地内禁煙の導入状況を表４に、歯学部と附属病院

の導入状況を表５に、個別の学部と附属病院の状

況を資料５に示す。医学部80校のうち34校、附属

病院の60施設が敷地内禁煙となり、歯学部29校の

うち9校、附属病院は17施設が敷地内禁煙である

ことが分かった。なお、この内容は第17回（2008

年2月）、第18回（2009年2月）の日本禁煙推進医

師歯科医師連盟総会において継続して発表され

た。 

 

  表４．医学部・附属病院における敷地内禁煙 

               医学部 附属病院 

 敷地内禁煙を導入済み  34校 60施設 

 2009年度以降の導入が決定  5校 1施設 

 検討中だが日時未定  15校 7施設 

 禁煙化について未検討 9校 2施設 

 検討の上、喫煙場所での喫煙を容認 17校 10施設 

 

  表５．歯学部・附属病院における敷地内禁煙 

                歯学部 附属病院 

 敷地内禁煙を導入済み 9校 17施設 

 2009年度以降の導入が決定 1校 1施設 

 検討中だが日時未定  12校 5施設 

 禁煙化について未検討 1校 2施設 

 検討の上、喫煙場所での喫煙を容認 6校 4施設 

 

３）地方自治体の庁舎・議会の建物内禁煙 

 2008年4月以降、北海道庁、福井県庁、富山県

庁、京都府庁、沖縄県庁、川崎市が建物内禁煙を、

大阪府庁は2008年5月31日から敷地内禁煙を導入

したことにより、47都道府県庁のうち建物内禁煙

は16施設、そのうち議会棟・議会フロアで会派控

え室も含め全面禁煙であるのは4施設であった。

46県庁所在市と4政令指定都市のうち、建物内禁

煙であるのは8施設、そのうち議会棟・議会フロ

アが会派控え室も含め禁煙であるのは4施設であ

った。東京23特別区区役所で建物内禁煙であるの

は1施設しかなく、議会棟・フロアが全面禁煙の

施設はなかった。 

 さらに、2009年4月から滋賀県庁でも建物内禁

煙が導入される予定であることがわかった。その

一方で、建物内禁煙であった佐賀市役所が2008

年に喫煙室を設置し、墨田区でも2009年に喫煙室

を設置するなど、対策が後退した自治体があるこ

とも判明した（資料６）。 

 

４）国際会議場の建物内禁煙導入状況 

 インターネットで「国際会議場」として検索さ

れる19施設における対策を以下に示す。 

・建物内禁煙：5施設 

 広島国際会議場（屋外も禁煙、2006年） 

 つくば国際会議場（2004年） 

 名古屋国際会議場（2006年） 

 仙台国際センター（2006年） 

 別府ビーコンプラザ（2008年） 

 

 その他、比較的良好な施設として、飲食店以外

の共用空間が全面禁煙となっているのは北九州

国際会議場（2004年）、米子コンベンションセン

ター（2008年）、大阪国際会議場（2008年）であ

った。東京国際フォーラムは原則建物内禁煙であ

るが、主催者の要望により喫煙コーナーを設ける

場合があった。その他、福岡国際会議場、札幌コ

ンベンションセンター、幕張メッセには喫煙室が

あり、それ以外は禁煙であった。しかし、7施設

（東京ビッグサイト、パシフィコ横浜、富山国際

会議場、長良川国際会議場、国立京都国際会館、

神戸国際会議場、サンホテルフェニックス国際会

議場）は、屋内の開放空間に喫煙コーナーを常設

しており、全く不十分な対策であった（資料７）。  

 

Ｄ．考察  

 心疾患や死亡率の増加に影響を与えることが

知られている微細粒子（PM2.5）の測定によるサー

ビス業における受動喫煙曝露の実態について初

めて調査が行われた。世界保健機関が示している

空気環境に関する基準（WHO air quality 

guidelines, global update 2005）では、人体に

対する影響がみられないと推測されるPM2.5の年

間の平均濃度は10μg/m3とし、それを超える場合

には、心筋梗塞などによる死亡率が上昇すること

を示している。また、24時間の短時間曝露につい

て影響のないレベルを25μg/m3以下としており、
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37.5μg/m3で死亡率が1.2％、50μg/m3で2.5％、

75μg/m3を超えると5％上昇することを示してい

る。24時間よりも短い曝露に関する基準濃度は示

されていないが、今回の調査結果で喫煙が行われ

ている屋内ではPM2.5濃度が1000μg/m
3を超える

場合もあることが判明しており、わが国において

も早急に建物内禁煙を導入することが必要であ

ると考えられた。 

 2009年3月時点で、神奈川県議会で受動喫煙防

止条例が施行されることとなっている。いくつか

の除外規定や猶予期間の設定はあるものの、建物

内禁煙に関するわが国初の条例である。今後、サ

ービス産業のみならず、一般の職場も含めて建物

内を全面禁煙とする法律・条例の成立に寄与する

基礎資料を提供する観点から、さらにPM2.5による

調査対象を増やすこと、サービス産業に従事する

労働者の個人曝露評価についても調査を実施す

ることが必要であると考えられた。さらに、わが

国で広く使用されているデジタル粉じん計（吸入

性粒子：7.07μm以下の粒子を測定）との比較も

必要であると考えられた。 

 先行研究に引き続き行われた各種施設におけ

る受動喫煙対策の推移に関する継続調査では、研

究が開始された2005年以降、急速に改善されつつ

あることが明らかとなった。 

 特に、12の医・歯学会で組織される禁煙推進学

術ネットワークから、JR６社に対して全車両の禁

煙化とホームも含めた駅構内の全面禁煙化を求

める３回目と４回目の要望書は本研究データを

添えて提出されている。いずれの会社の禁煙化率

も先行研究の調査開始時点から大幅に改善して

おり、特に、JR九州は2009年3月のダイヤ改正で

全車両の禁煙化を実施したことにより禁煙化率

100％を達成した。また、2008年10月1日にJR西日

本で大阪環状線の駅ホームが禁煙化されたこと

に続き、2009年3月14日のダイヤ改正に伴いJR東

海の全ての駅ホームの灰皿が撤去されて全面禁

煙となった。さらに、2009年4月1日からはJR東日

本が管轄する首都圏の駅ホームも禁煙となるこ

とが決まっている。JR東日本のホームページには

「喫煙所がホーム端にあっても、列車をお待ちに

なるお客様の列にタバコの煙が流れていったり、

列車が停車した際に、喫煙所のタバコの煙が車内

に流れていたりすることもあり、駅での受動喫煙

防止の徹底を望まれるお客様の声が数多く寄せ

られておりました。またあわせまして昨今の社会

的な禁煙指向の高まりという状況等も踏まえ、弊

社として、受動喫煙のさらなる防止を進めていく

ために・・・・ホームの喫煙所を撤去し『全面禁

煙』を実施することにいたしました」と掲載され

ていた。禁煙推進学術ネットワークからの要望書

と市民の声が有効に作用したものと考えられた。 

 全国の医・歯学部に関する調査結果は、各施設

の学長、学部長、病院長に報告書を郵送すること

でフィードバックが行われている。研究報告書の

郵送による情報提供に対して「大いに参考になっ

た」「参考になった」という回答も多く見られて

いた。この反応は、これまで敷地内禁煙の導入を

「検討中」「未検討」であった産業医科大学や長

崎大学医歯両学部で2008年4~6月に大学病院ま

で含めた敷地内禁煙が実施されるなどの効果と

して現れていると思われる。2008年度末までに３

分の１以上の医学部、４分の３の医学部附属病院

が敷地内禁煙となっていた。その一方で、過去の

調査で「敷地内禁煙について検討中」「未検討」

であった施設が、「検討の上、喫煙室・喫煙コー

ナーを存続する」という決定を下す場合も見受け

られるようになったことから、今後、禁煙推進学

術ネットワークを通じての要望書、および、文部

科学省や厚生労働省などの監督官庁に働きかけ

ることが必要であると思われた。また、歯学部は

医学部よりも敷地内禁煙の導入状況が低調であ

るため、歯学部とその附属病院については、本報

告書のフィードバックの際に特段の注意喚起が

必要であることも考えられた。 

 地方自治体については、2008年5月31日に敷地

内禁煙となった大阪府庁をはじめ、2008年4月に

建物内禁煙となった北海道庁など、これまでに17

道府県庁で建物内禁煙が導入されている。しかし、

県庁所在市、政令指定都市、東京23特別区では建

物内禁煙の導入は進んでおらず、多くの施設では、

「いわゆる分煙」の状態でとどまっていた。逆に、

佐賀市や墨田区のように建物内禁煙であった庁

舎に2008年~2009年にかけて喫煙室を設置し、受

動喫煙対策が後退した自治体もみられた。今後、

各施設へのフィードバックの際には、「たばこの

規制に関する世界保健機関枠組み条約」は、喫煙

室や空気清浄機を用いた対策では受動喫煙を防

止することはできないことから建物内を100％禁

煙とすることを推奨していることを強調した内

容にすることが必要であると考えられた。さらに、

地方自治体を所管する総務省に対して、禁煙推進
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学術ネットワークから建物内禁煙の導入を促進

する働きかけをおこなうことに関する要望書を

提出することを検討すべきであると考えられた。 

 本研究の手法である特定の業種・業界の受動喫

煙対策について全数調査を行ない、その結果を各

施設にフィードバックすること、および、結果を

学会やマスコミに公開すること、繰り返し調査を

おこなうことを予告することは、対策の不十分な

施設に対して自主改善を促す効果があることが

示唆された。 

 

Ｅ．結論 

 わが国のサービス産業における受動喫煙の曝

露濃度を、死亡率の上昇と関連が認められている

微細粒子（PM2.5）の濃度を指標として測定したと

ころ、WHOが示しているガイドラインよりも数十

倍高く、危険なレベルに達している場合もあるこ

とから、早急に対策をとる必要があると思われた。 

 特定の業種・業界における受動喫煙対策の調査

を行い、その結果を公開することは、施設の管理

者に受動喫煙対策の自主改善を促す効果がある

ことが示唆された。 

 本研究の目的は受動喫煙対策に関する今後の

わが国の方向性を示すことである。今後も、世界

標準として用いられている受動喫煙曝露の指標

である微細粒子（PM2.5）による評価を行いながら、

世界標準である受動喫煙対策、すなわち、建物内

禁煙をあらゆる施設に普及させていくことにつ

いて検討をおこなっていく予定である。 

 多くの施設が建物内禁煙となれば、その結果と

して受動喫煙を受ける非喫煙者が減少し、同時に、

吸いにくい環境となることで禁煙を決意する喫

煙者が増えることが期待される。最終的には、わ

が国における喫煙関連疾患が減少することが期

待できるであろう。 

 本研究の成果は下記のURLに公開されている。

（http://www.tobacco-control.jp/） 

 

Ｆ．健康危険情報 

 喫煙が行われている建物内では、人体に有害で

ある微細粒子（PM2.5）の濃度が、WHOが示したガ

イドラインよりも最大数十倍高く、危険なレベル

に達している場合があることが認められた。 
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2) 大和 浩，安藤 肇，江口泰正，飯田真美，他．

医・歯学部および附属病院（精神科病棟も含む）に

おける敷地内禁煙の実施状況: 2006 年から2008 年

の変化．第18 回日本禁煙推進医師歯科医師連盟学

術総会．和歌山市，2009年2月． 

3) 大和 浩．受動喫煙のない社会にするには.第73

回日本循環器学会総会，第８回禁煙推進セミナー.

大阪市，2009年3月． 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 この研究において、知的財産権に該当するもの

はなかった。 
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　　2009年３月19日修正 最新情報に更新作業中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料２－１

新幹線禁煙化率（=受動喫煙のない車両／全車両）

路線別清浄度 ←１位：九州、２位：長野、３位：上越、４位：東
北、５位：東海道・山陽

編成別清浄車両一覧 ←安全な車両と受動喫煙車両の一覧

列車内の受動喫煙報告書
(0607train-passive-smk.pdf) 568KB

←厚生労働省に提出した車内の粉じん濃度測
定の結果がダウンロードできます。

東海道・山陽新幹線の禁煙化率が50.1％と低迷している以外は100％禁煙化！

新幹線各路線別の禁煙化率（受動喫煙のない清浄な空気の車両の割合）を示します。
2004年 ３月：九州新幹線「つばめ」は開業から全車両禁煙
2005年12月：長野新幹線「あさま」が全車両禁煙化
2006年  3月：東海道・山陽新幹線で16両編成の４号車が全車両禁煙化
2007年  3月：上越、東北・秋田・山形新幹線が全車両禁煙化
  　　　　　　喫煙車両が走るのは東海道・山陽新幹線のみとなった
2007年 7月：のぞみN700型が運行開始。全席禁煙とし、4カ所に6個の喫煙室を設置。
  New! 　  「煙が漏れない」という触れ込みであったが、煙の漏れを確認。
　　　　　　姑息な手段をとらず、潔く全面禁煙とすることが望まれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

１）のぞみN700型、喫煙室からのタバコ煙の漏れ  New!
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　　　　　　　（＝受動喫煙のない車両÷全車両）

作成：大和浩、本多融、安藤肇（産業医科大学健康開発科学研究室）

禁煙化率
(%) 運行本数

編成車両
総数

受動喫煙
ゼロ車両

運行車両
総数

受動喫煙
ゼロ車両数 禁煙化率

九州新幹線 JR九 つばめ 100% 70 6 6 420 420 100%

長野新幹線 JR東 あさま（8両） 100% 57 8 8 456 456 100%

JR東 MAXとき（16両） 100% 4 16 16 64 64
JR東 MAXとき（12両） 100% 18 12 12 216 216
JR東 MAXとき（8両） 100% 18 8 8 144 144
JR東 とき（10両） 100% 16 10 10 160 160
JR東 MAXたにがわ（16両） 100% 11 16 16 176 176
JR東 MAXたにがわ（12両） 100% 4 12 12 48 48
JR東 MAXたにがわ（8両） 100% 12 8 8 96 96
JR東 たにがわ（10両） 100% 12 10 10 120 120

95 路線合計 1024 1024 100%

JR東 はやて 100% 37 10 10 370 370
JR東 はやて５号 100% 1 16 16 16 16
JR東 MAXやまびこ（16両） 100% 3 16 16 48 48
JR東 MAXやまびこ（8両） 100% 32 8 8 256 256
JR東 やまびこ（16両） 100% 15 16 16 240 240
JR東 やまびこ（10両）* 100% 32 10 10 320 320
JR東 やまびこ（10両）* 100% 6 10 10 60 60
JR東 MAXなすの（16両） 100% 1 16 16 16 16
JR東 なすの（16両） 100% 16 16 16 256 256
JR東 なすの（15両） 100% 4 15 15 60 60
JR東 MAXなすの（8両） 100% 2 8 8 16 16
JR東 なすの（10両） 100% 9 10 10 90 90

秋田新幹線 JR東 こまち（6両） 100% 32 6 6 192 192
山形新幹線 JR東 つばさ（7両） 100% 33 7 7 231 231

223 路線合計 2171 2171 100%
*やまびこ（10両）は上がE2系のもの下が200系のもの

JR海・西 のぞみ等（N700系） 75% 88 16 12 1408 1056
JR海・西 その他16両編成＊ 44% 238 16 7 3808 1666

JR西
ひかりレールスター
700系こだま8両 25% 56 8 2 448 112

JR西 500系こだま 75% 14 8 6 112 84
JR西 こだま（6両） 33% 23 6 2 138 46
JR西 こだま（4両） 50% 48 4 2 192 96

467 路線合計 6106 3060 50.1%

＊その他16両編成とは700系のぞみ・ひかり・こだま、500系のぞみ、300系ひかり・こだまを指します

～新幹線禁煙化の流れ～
開業時より九州新幹線つばめは全車両禁煙
長野新幹線あさまは全車両禁煙化
東海道・山陽新幹線のぞみ、ひかり、こだま16両編成の4号車が禁煙化された
東北新幹線と上越新幹線が全車両禁煙化された
東海道・山陽新幹線でN700系のぞみ運行開始（全席禁煙・喫煙室あり）
山陽新幹線での0系運転終了(11/30限り）、500系8両編成運転開始（全席禁煙・喫煙室あり）

2006年3月18日
2007年3月18日
2007年7月1日

2008年12月1日

2004年3月13日
2005年12月10日

2008年３月15日のダイヤ改正における変更点
2009年３月14日のダイヤ改正における変更点

資料２－２

2005年12月10日のダイヤ改正における変更点
2006年３月18日のダイヤ改正における変更点
2007年３月18日のダイヤ改正における変更点

上越新幹線

東北新幹線

新幹線の禁煙化率　　路線別比較表

東海道・山
陽新幹線
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資料３－１

JR6社 在来線特急 禁煙化率
0710日本公衆衛生学会発表スライドダウンロード

当初
の

ランキ
ング

会社名 受動喫煙ゼロ割合 会社名 現在の
ランキン
グ

06年3月
以前

06年3
月以降

07年3月
以降

08年3月
以降

09年3月
以降

１位 JR北海道 56.9％ 94.4％ 98.2% 98.7% １００％ JR九州 １位

２位 JR東日本 51.0％ 50.4％ 97.6% 98.4% 98.8% JR東日本 ２位

３位 JR九州 46.0％ 46.0％ 90.4% 92.0% 98.7% JR北海道 ３位

４位 JR東海 21.5％ 32.5％ 63.0% 89.8% 83.9% JR四国 ４位

５位 JR四国 20.0％ 20.0％ 47.6% 62.7% 63.1% JR東海 ５位

６位 JR西日本 11.1％ 11.0％ 21.5% 50.4% 53.0% JR西日本 ６位

最新PDFデータ PDF PDF PDF PDF 集計中   

特急報告書06年度(0608express-selection.pdf) 848KB
注意：在来線特急に寝台特急を含めて修正（2007年4月12日更新）

過去に遡り誤りが判明した部分を修正（各詳細ページは未修正・08年7月25日）
最新の詳細をご覧になりたい方は上記PDFをご覧下さい。

（JR四国はアンパンマン列車が禁煙化されるという情報を得て禁煙化率28％としていましたが、3月18日
に立ち入り調査したところ、喫煙室以外の座席が禁煙化されるのは「南風」のアンパンマン列車のみという
ことが判明し19.8％に修正）

「受動喫煙がある車両」と判断した基準は以下の３つ：
１）喫煙車両に隣接する禁煙車両（JR東海、西日本、四国および九州のにちりんなど）
２）デッキに灰皿がある場合は、その両側の禁煙車両（例：スーパーまつかぜ、宇和海）
３）喫煙室がある禁煙車両は当該車両（例：しおかぜ、ゆふいんの森）

逆に、喫煙車両の隣であっても、寝台車はデッキ接合部分にもドアがあり、客席同士が４枚の自動ドアで
隔てられているため受動喫煙は発生しないと判断。
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作
成

：
大

和
浩

、
本

多
融

、
安

藤
肇

（
産

業
医

科
大

学
健

康
開

発
科

学
研

究
室

）
2
0
0
9
年

３
月

更
新

：
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

本
一
覧
表
の
ル
ー
ル

１
）

『
Ｊ

Ｒ
時

刻
表

』
ピ

ン
ク

ペ
ー
ジ
の
「
編
成
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
新
幹
線
、
特
急
列
車
、
寝
台
列
車
、
夜
行
列
車
を
対

象
と

す
る

２
）

季
節

列
車

（
『

Ｊ
Ｒ

時
刻

表
』
で
斜
体
文
字
）
は
対
象
と
し
な
い
。
た
だ
し
「
カ
シ
オ
ペ
ア
」
と
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ

ス
」

は
算

入
３

）
列

車
の

配
列

も
、

原
則

と
し
て
『
Ｊ
Ｒ
時
刻
表
』
に
準
ず
る
。
た
だ
し
表
の
見
や
す
さ
を
考
慮
し
、
運
転
系
統
や
使
用
車
両

が
同

じ
グ

ル
ー

プ
を

ま
と

め
た

た
め
、

順
番

が
前

後
し

て
い

る
部

分
が

あ
る

４
）

複
数

の
会

社
に

ま
た

が
っ

て
運
行
す
る
列
車
は
、
そ
の
列
車
に
使
用
す
る
車
両
を
受
け
持
つ
会
社
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

指
＝

指
定

席
、

自
＝

自
由

席
、

Ｇ
＝
グ
リ
ー
ン
車
、
Ｇ
個
＝
グ
リ
ー
ン
個
室

Ａ
＝

Ａ
寝

台
、

Ａ
１

＝
１

人
用

Ａ
個
室
、
Ａ
２
＝
２
人
用
Ａ
個
室
、
Ｓ
Ａ
＝
特
Ａ
個
室
、
Ｂ
＝
Ｂ
寝
台
、
Ｂ
１
＝
１
人
用
Ｂ
個

室
寝

台
、

Ｂ
２

＝
２

人
用

Ｂ
個

室
寝

台
、

食
＝

食
堂

車
○

･
○

＝
合

造
車

（
１

両
の

中
に
複
数
の
設
備
が
あ
る
）
、
○
/
○
＝
２
階
建
て
車
（
２
階
/
１
階
）

青
字
＝

実
際

に
確

認
し

た
受

動
喫
煙
の
な
い
清
浄
な
空
気
の
車
両
、

赤
字

＝
喫
煙
車
両
、

煙
＝
灰
皿
が
あ
る
デ
ッ
キ
ま
た
は
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
、
室

＝
喫

煙
室

（
壁

で
独

立
し

た
区

画
）

、
黄

字
＝

受
動

喫
煙

車
両

D
C
＝

気
動

車
（

デ
ィ

ー
ゼ

ル
カ
ー
）
、
E
C
＝
電
車
、
P
C
＝
客
車
、
改
＝
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
車
両
（
特
に
区
別

が
必

要
な

も
の

の
み

記
載

）

2
0
0
5
年
1
2
月
1
0
日
の
ダ
イ

ヤ
改

正
に

お
け

る
変

更
点

2
0
0
8
年
３
月
1
5
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

の
車

両
は

増
結

車
（

連
結

し
な

い
列

車
あ
り

）
2
0
0
6
年
３
月
1
8
日
の
ダ
イ

ヤ
改

正
に

お
け

る
変

更
点

2
0
0
9
年
３
月
1
4
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
7
年
３
月
1
8
日
の
ダ
イ

ヤ
改

正
に

お
け

る
変

更
点

Ｊ
Ｒ
北
海
道
特
急
の
編
成
表
（
２
０

０
９

年
３

月
１

４
日

現
在

）
①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

ス
ー
パ
ー
カ

ム
イ

旭
川

～
札

幌
･
新

千
歳

空
港

7
8
5
/
7
8
9
E
C

1
0
0
.
0
%

5
5

5
5

2
7
5

2
7
5

自
自

自
指

自
ス
ー
パ
ー
宗

谷
2
6
1
系
D
C

1
0
0
.
0
%

4
4

4
1
6

1
6

G
･
指

指
指

自
サ
ロ
ベ

ツ
N
1
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

2
3

3
6

6
指

指
自

ス
ー
パ
ー
お

お
ぞ

ら
釧

路
～

札
幌

2
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

1
4

7
7

9
8

9
8

指
指

G
指

指
自

自
ス
ー
パ
ー
と
か
ち

5
,
8
号

2
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

2
7

7
1
4

1
4

指
指

G
指

指
自

自
ス
ー
パ
ー
と
か
ち

1
,
4
,
7
,
1
0
号

2
6
1
系
D
C

1
0
0
.
0
%

4
5

5
2
0

2
0

G
指

指
自

自
と
か
ち
2
,
3
,
6
,
9
号

N
1
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

4
5

5
2
0

2
0

指
指

G
自

自
す
ず
ら

ん
室

蘭
～

札
幌

7
8
5
系
E
C

1
0
0
.
0
%

1
0

5
5

5
0

5
0

自
自

自
指

自
ス
ー
パ
ー
北
斗
1
,
3
,
9
,
1
3
,
1
7
号

ス
ー
パ
ー
北
斗
6
,
1
0
,
1
2
,
1
8
,
2
2
号

2
8
1
系
D
C

1
0
0
.
0
%

1
0

7
7

7
0

7
0

指
指

G
指

指
自

自

ス
ー
パ
ー
北
斗
2
,
7
,
1
6
,
2
1
号

2
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

4
7

7
2
8

2
8

指
指

G
指

指
自

自
北
斗

N
N
1
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

8
5

5
4
0

4
0

指
指

G
自

自
オ
ホ
ー
ツ
ク

網
走

～
札

幌
1
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

8
4

4
3
2

3
2

自
指

･
自

G
･
指

指
ス
ー
パ
ー
白

鳥
八

戸
～

函
館

1
0
0
.
0
%

1
2

6
6

7
2

7
2

G
･
指

自
自

指
指

指
つ
が
る
6
号
(
東
日
本

を
走

行
)

八
戸

～
青

森
1
0
0
.
0
%

1
6

6
6

6
G
･
指

自
自

指
指

指
は
ま
な
す
（
夜
行

急
行

）
青

森
～

札
幌

1
4
系
P
C

1
0
0
.
0
%

2
7

7
1
4

1
4

Ｂ
Ｂ

自
指

指
指

自
北
斗
星
（
寝

台
）

上
野

～
札

幌
2
4
系
P
C

1
6
.
7
%

2
6

1
1
2

2
Ｂ

B
2

B
2

B
2

B
1

B
1
･
ロ
ビ
ー

食
A
2

S
A
1
･
B
1
S
A
1
･
B
2

Ｂ

総
数

1
4
2

7
7
3

7
6
3

禁
煙

化
率

9
8
.
7
%

禁
煙
化
の
動
き

2
0
0
6
年
３
月
1
8
日
：
北
海

道
内

の
相

互
発

着
の

特
急

は
全

車
禁

煙
化

、
夜
行
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
」
「
利
尻
」
を
季
節
列
車
化
（
2
0
0
8
年
３
月
限
り
で
廃
止
）

2
0
0
7
年
３
月
1
8
日
：
本
州

と
の

間
を

運
行

す
る

「
ス

ー
パ

ー
白

鳥
」

「
白
鳥
」
お
よ
び
「
つ
が
る
6
号
」
が
全
車
禁
煙
化

2
0
0
7
年
1
0
月
１
日
：
「
ラ

イ
ラ

ッ
ク

」
と

「
ス

ー
パ

ー
ホ

ワ
イ

ト
ア

ロ
ー
」
を
「
ス
ー
パ
ー
カ
ム
イ
」
に
統
合
。
7
8
9
系
E
C
は
「
ス
ー
パ
ー
カ
ム
イ
」
で

の
み
運
行
（
下
記

「
す

ず
ら

ん
」

で
は

運
行

し
な

い
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

す
ず

ら
ん

」
を

7
8
5
系

E
C
化

、
５

両
編

成
に

増
結

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
8
3
系

D
C
使

用
の

「
ス

ー
パ

ー
お

お
ぞ

ら
」

「
ス

ー
パ
ー
と
か
ち
」
を
７
両
に
増
結
。
「
と
か
ち
」
の
一
部
を
2
6
1
系
D
C
化
、
「
ス
ー
パ
ー
と
か
ち
」

に
変

更
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

ま
り

も
」

を
季

節
列

車
化

（
2
0
0
8
年

８
月

限
り
で
廃
止
）

2
0
0
8
年
３
月
1
5
日
：
「
北

斗
星

」
１

往
復

に
削

減
、

①
～

⑥
号

車
が

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
受
け
持
ち
と
な
る
。
こ
の
関
係
で
、
本
表
で
は
当
該
６
両
分
の
み
禁
煙
化

率
の
計
算

に
算

入
2
0
0
9
年
３
月
1
4
日
改
正
で

は
変

更
箇

所
な

し

資
料

３
－

２

記
号
の
説
明

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
割
合

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両
総
数

運
行
本
数

編
成
車
両

総
数

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両

列
車
名
（
車
両
愛

称
）

主
な

運
転

区
間

（
左

側
が

①
号

車
方

）
車
両
形
式

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

運
行
車
両

総
数

7
8
9
系
E
C

帯
広

～
札

幌

稚
内

～
札

幌

函
館

～
札

幌
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2
0
0
5
年
1
2
月
1
0
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
7
年
３
月
1
8
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
9
年
３
月
1
4
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正
に

お
け

る
変

更
点

2
0
0
6
年
３
月
1
8
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
8
年
３
月
1
5
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

作
成

：
大

和
浩

、
本

多
融

、
安

藤
肇

（
産

業
医

科
大

学
健

康
開

発
科

学
研

究
室

）
2
0
0
9
年

３
月

更
新

：
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

⑮
白
鳥

八
戸
･
青
森
～
函
館

1
0
0
.
0
%

8
6

6
4
8

4
8

指
自

自
指

指
指

･
G

つ
が
る
2
7
,
3
1
号

八
戸
～
青
森

1
0
0
.
0
%

2
6

6
1
2

1
2

指
自

自
指

指
指

･
G

つ
が
る
7
,
1
3
,
1
7
,
2
3
,
2
9
,
3
3
,
4
3
号

つ
が
る
 
2
,
8
,
1
2
,
1
6
,
2
2
,
2
8
,
9
8
号

八
戸
～
青
森
･
弘
前

E
7
5
1
系
E
C

1
0
0
.
0
%

1
4

6
6

8
4

8
4

指
自

自
指

指
指

･
G

い
な
ほ

青
森
･
秋
田
･
酒
田
～
新
潟

1
0
0
.
0
%

1
4

6
6

8
4

8
4

G
･
指

指
指

自
自

自
北
越

金
沢
～
新
潟

1
0
0
.
0
%

1
0

6
6

6
0

6
0

G
･
指

指
指

自
自

自
か
も
し
か

秋
田
～
青
森

4
8
5
系
E
C

1
0
0
.
0
%

6
3

3
1
8

1
8

G
･
自

自
指

日
光
、
き
ぬ
が
わ

東
武
日
光
･
鬼
怒
川
温
泉
～

新
宿

4
8
5
系
E
C
改

1
0
0
.
0
%

4
6

6
2
4

2
4

指
指

指
指

指
指

ス
ペ
ー
シ
ア
き
ぬ
が
わ

鬼
怒
川
温
泉
～
新
宿

東
武
1
0
0
系

注
0

0
0

0
0

指
指

指
指

指
個

上
野
～
い
わ
き
･
仙
台
ほ

か
1
0
0
.
0
%

2
5

1
1

1
1

2
7
5

2
7
5

指
指

指
G

指
自

自
自

自
指

指
上
野
～
い
わ
き

1
0
0
.
0
%

5
7

7
3
5

3
5

指
指

指
G

指
自

自
い
わ
き
～
仙
台

1
0
0
.
0
%

1
4

4
4

4
自

自
指

指
1
0
0
.
0
%

9
1
1

1
1

9
9

9
9

指
指

指
G

自
自

自
自

自
指

指
1
0
0
.
0
%

7
1
4

1
4

9
8

9
8

指
指

指
指

自
自

自
自

自
自

自
指

指
指

1
0
0
.
0
%

1
7

1
1

1
1

1
8
7

1
8
7

指
指

指
指

自
自

自
自

自
指

指
1
0
0
.
0
%

8
7

7
5
6

5
6

指
指

指
指

自
自

自
水
上
＋
草
津

1
0
0
.
0
%

6
1
4

1
4

8
4

8
4

自
自

自
指

指
G

指
自

自
自

指
指

G
指

草
津

1
0
0
.
0
%

2
7

7
1
4

1
4

自
自

指
指

指
G

指
あ
か
ぎ

1
0
0
.
0
%

6
1
4

1
4

8
4

8
4

自
自

自
自

自
G

自
自

自
自

自
自

G
自

（
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
）
あ
か
ぎ

1
0
0
.
0
%

5
7

7
3
5

3
5

自
自

自
自

自
G

自
（
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
）
あ
か
ぎ

前
橋
･
高
崎
～
新
宿

1
0
0
.
0
%

4
7

7
2
8

2
8

自
自

自
G

自
自

自
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
ち
ぎ
･
お
は
よ
う
と
ち
ぎ

黒
磯
～
新
宿

1
0
0
.
0
%

2
7

7
1
4

1
4

自
自

自
G

自
自

自
ス
ー
パ
ー
あ
ず
さ

新
宿
～
松
本
･
信
濃
大
町

E
3
5
1
系
E
C

1
0
0
.
0
%

1
6

1
2

1
2

1
9
2

1
9
2

指
指

自
自

自
自

指
指

G
指

指
指

1
0
0
.
0
%

1
0

1
1

1
1

1
1
0

1
1
0

指
指

自
自

自
指

指
指

･
G

指
指

指
1
0
0
.
0
%

1
0

9
9

9
0

9
0

自
自

自
指

指
指

･
G

指
指

指
1
0
0
.
0
%

2
2

9
9

1
9
8

1
9
8

自
自

自
自

指
指

･
G

指
指

指
1
0
0
.
0
%

2
1
1

1
1

2
2

2
2

指
指

自
自

自
自

指
指

･
G

指
指

指
1
0
0
.
0
%

1
8

1
2

1
2

2
1
6

2
1
6

指
指

指
指

指
G
･
G
個

指
指

指
指

指
G
･
G
個

1
0
0
.
0
%

8
1
2

1
2

9
6

9
6

指
指

指
指

指
G
･
G
個

指
指

指
･
G
個

指
指

指
･
G
個

1
0
0
.
0
%

2
6

9
9

2
3
4

2
3
4

指
指

指
指

指
G
･
G
個

指
指

指
･
G
個

1
0
0
.
0
%

5
9

9
4
5

4
5

自
自

指
G

指
自

自
自

自
1
0
0
.
0
%

4
9

9
3
6

3
6

自
自

自
G

自
自

自
自

自
わ
か
し
お
3
,
5
,
2
2
,
2
4
,
2
6
,
2
8
,
3
0
号

さ
ざ
な
み
5
,
2
0
号

1
0
0
.
0
%

9
1
0

1
0

9
0

9
0

自
自

自
自

自
指

指
自

自
自

わ
か
し
お
6
号

1
0
0
.
0
%

1
1
0

1
0

1
0

1
0

自
自

自
自

自
自

指
自

自
自

わ
か
し
お
2
1
,
2
3
,
2
5
,
2
7
,
2
9
,
4
号

さ
ざ
な
み
1
9
,
2
1
,
4
,
6
号

1
0
0
.
0
%

1
0

1
0

1
0

1
0
0

1
0
0

自
自

自
自

自
自

自
自

自
自

わ
か
し
お
7
,
9
,
1
1
,
1
3
,
1
5
,
1
7
号

わ
か

し
お
1
2
,
1
4
,
1
6
,
1
8
,
2
0
号

さ
ざ
な
み
1
,
1
0
号

1
0
0
.
0
%

1
3

5
5

6
5

6
5

指
指

自
自

自

わ
か
し
お
1
9
,
8
号
、
さ
ざ
な
み
1
5
,
8
号

1
0
0
.
0
%

4
5

5
2
0

2
0

自
指

自
自

自
し
お
さ
い
1
,
7
,
1
1
,
1
5
,
2
,
6
,
8
,
1
4
号

東
京
～
成
東
･
銚
子

2
5
5
系
E
C

1
0
0
.
0
%

8
9

9
7
2

7
2

自
自

自
G

指
自

自
自

自
し
お
さ
い
4
,
1
3
号

し
お

さ
い
1
7
号
＋
あ
や
め
3
号

1
0
0
.
0
%

3
1
0

1
0

3
0

3
0

自
自

自
自

自
自

自
自

自
自

し
お
さ
い
3
,
5
,
9
,
1
0
,
1
2
,
1
6
号

1
0
0
.
0
%

6
5

5
3
0

3
0

自
指

自
自

自
あ
や
め
号
1
,
5
,
2
,
4
号

1
0
0
.
0
%

4
5

5
2
0

2
0

自
自

自
自

自
ス
ー
パ
ー
ビ
ュ
ー
踊
り
子

伊
豆
急
下
田
～
東
京
･
池
袋
･
新
宿

2
5
1
系
E
C

1
0
0
.
0
%

8
1
0

1
0

8
0

8
0

G
/
ｻ
ﾛ
ﾝ

G
/
G
個

指
指

指
指

指
指

指
指
/
こ
ど
も

踊
り
子
1
0
4
号

1
0
0
.
0
%

1
1
2

1
2

1
2

1
2

指
指

指
G

自
自

自
自

自
指

指
指

踊
り
子

1
0
0
.
0
%

6
1
5

1
5

9
0

9
0

指
指

指
G

G
指

指
自

自
自

自
自

指
指

指
北
斗
星
（
寝
台
）

上
野
～
札
幌

2
4
系
P
C

0
.
0
%

2
5

0
1
0

0
Ｂ

B
2

B
2

B
2

B
1

B
1
･
ロ
ビ
ー

食
A
2

S
A
1
･
B
1
S
A
1
･
B
2

Ｂ
カ
シ
オ
ペ
ア
（
寝
台
）

上
野
～
札
幌

E
2
6
系
P
C

5
8
.
3
%

1
1
2

7
1
2

7
S
A
2

S
A
2

食
A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

A
2
/
A
2

ラ
ウ

ン
ジ

あ
け
ぼ
の
（
寝
台
）

上
野
～
青
森

2
4
系
P
C

7
5
.
0
%

2
1
2

9
2
4

1
8

ゴ
ロ

ン
と

Ｂ
Ｂ

Ｂ
 
B
1

B
1

A
1

ゴ
ロ

ン
と

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

北
陸
（
寝
台
）

上
野
～
金
沢

1
4
系
P
C

3
7
.
5
%

2
8

3
1
6

6
Ｂ

B
1

A
1

B
1

Ｂ
B
1

Ｂ
Ｂ

日
本
海
（
寝
台
）

大
阪
～
青
森

2
4
系
P
C

6
6
.
7
%

2
1
2

8
2
4

1
6

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ａ

･
室

総
数

3
5
8

3
2
8
7

3
2
4
8

禁
煙
化
率

9
8
.
8
%

禁
煙
化
の
動
き

訂
正

 
 
「

ム
ー

ン
ラ

イ
ト

え
ち

ご
」

の
掲

載
が

漏
れ

て
い

た
の

を
追

加
2
0
0
5
年
1
2
月
1
0
日
：
「
わ
か
し
お
」
「
さ
ざ
な
み
」
「
し
お
さ
い
」
「
あ
や
め
」
「
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
全
車
禁
煙
化
。
「
さ
ざ
な
み
」
は
日
中
の
全

列
車
が
週
末
中
心
の
臨
時
列
車
と
な
る

 
 
 
 
 
 
「

草
津

白
根

」
は

臨
時

列
車

に
つ

き
一

覧
表

か
ら

削
除

2
0
0
6
年
３
月
1
8
日
：
「
日
光
」
「
き
ぬ
が
わ
」
運
転
開
始
、
「
出
雲
」
を
廃
止

 
 
 
 
 
 
「

カ
シ

オ
ペ

ア
」

は
１

編
成

で
週

に
３

往
復

（
７

日
で

６
本

）
運

行
し

て
い

る
が

、
便

宜
的

に
2
0
0
7
年
３
月
1
8
日
：
寝
台
を
の
ぞ
く
全
車
禁
煙
化

 
 
 
 
 
 
 
１

日
あ

た
り

の
運

行
本

数
を

１
本

（
0
.
5
往

復
）

と
し

て
計

算
2
0
0
8
年
３
月
1
5
日
：
「
北
斗
星
」
１
往
復
に
削
減
、
⑦
～
⑪
号
車
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
受
け
持
ち
と
な
る
。
こ
の
関
係
で
、
本
表
で
は
当
該
５
両
分
の
み
禁
煙
化

率
の
計
算
に
算
入

 
 
 
 
 
 
2
0
0
8
0
9
1
8
「

つ
が

る
」

の
車

種
（

E
7
5
1
系

ま
た

は
4
8
5
系

）
ご

と
の

号
数

と
運

行
本

数
を

訂
正

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
日
本
海
」
１
往
復
に
削
減
、
存
続
分
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
車
両
を
使
用

 
 
 
 
 
 
2
0
0
9
0
3
1
4
「

あ
け

ぼ
の

」
「

北
陸

」
「

日
本

海
」

の
受

動
喫

煙
ゼ

ロ
割

合
の

誤
り

を
修

正
2
0
0
9
年
３
月
1
4
日
：
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
え
ち
ご
」
季
節
列
車
化
の
た
め
本
表
か
ら
削
除

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
京
～
成
田
の
「
あ
や
め
」
下
り
１
本
の
運
転
区
間
を
東
京
～
佐
倉
に
短
縮
し
「
し
お
さ
い
1
3
号
」
へ
と
変
更

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
あ
け
ぼ
の
」
の
⑧
号
車
（
ゴ
ロ
ン
と
シ
ー
ト
、
枕
・
毛
布
な
ど
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
省
略
し
指
定
席
特
急
料
金
で
寝
台
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
車
両
）
を
禁
煙
化
。

「
ス

ペ
ー

シ
ア

き
ぬ

が
わ

」
は

東
武

鉄
道

の
車

両
で

運
行

す
る

た
め

、
禁

煙
化

率
の

計
算

に
は

含
め

ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①
号
車
は
女
性
専
用
車
両
の
た
め
、
本
改
正
か
ら
男
性
も
受
動
喫
煙
な
し
に
「
ゴ
ロ
ン
と
シ
ー
ト
」
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た

（
参

考
と

し
て

編
成

の
み

記
載

）

フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち

上
野
～
勝
田
･
高
萩
ほ

か

主
な
運
転
区
間

（
左
側
が
①
号
車
方

）

2
5
5
系
E
C

ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち

成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス

東
京
～
安
房
鴨
川
ほ
か
(
わ

か
し
お
)

東
京
～
館
山
ほ
か
(
さ
ざ

な
み
)

あ
ず
さ

E
6
5
3
系
E
C

上
野
～
水
上
(
水
上

)
上
野
～
万
座
鹿
沢
口
(
草
津
)

上
野
～
高
崎
･
新
前
橋
･
前
橋

(
あ
か
ぎ
)

千
葉
･
東
京
･
新
宿
～
松
本
･
南
小
谷

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

編
成
車
両

総
数

運
行
車
両

総
数

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両

2
5
3
系
E
C

1
8
5
系
E
C

(
高
崎
車
)

4
8
5
系
E
C
改

車
両
形
式

E
2
5
7
系
E
C

(
松
本
車
)

伊
豆
急
下
田
･
修
善
寺
ほ
か

～
東
京

新
宿
･
横
浜
ほ
か
～
成
田

空
港

東
京
･
新
宿
～
甲
府
･
竜

王

1
8
5
系
E
C

(
田
町
車
)

東
京
～
安
房
鴨
川
ほ
か
(
わ
か
し
お
)

東
京
～
館
山
ほ
か
(
さ
ざ
な
み
)

東
京
～
佐
倉
･
成
東
･
銚
子
(
し

お
さ
い
)

東
京
～
成
田
･
鹿
島
神
宮
･
銚
子

(
あ
や
め
)

E
2
5
7
系
E
C

(
幕
張
車
)

E
2
5
7
系
E
C

(
幕
張
車
)

Ｊ
Ｒ

東
日
本
特
急
の
編
成
表
（
２
０
０
９
年
３
月
１
４
日
現
在
）

わ
か
し
お
1
,
2
,
1
0
号

さ
ざ

な
み
3
,
1
7
,
2
3
,
2
,
1
8
,
2
4
号

4
8
5
系
E
C

1
8
5
系
E
C

(
田
町
車
)

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
割
合

6
5
1
系
E
C

か
い
じ

運
行
本
数

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両
総
数

列
車
名
（
車
両
愛
称
）
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2
0
0
5
年

1
2
月

1
0
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
9
年

３
月

1
4
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点

作
成

：
大

和
浩

、
本

多
融

、
安

藤
肇

（
産

業
医

科
大

学
健

康
開

発
科

学
研

究
室

）
2
0
0
9
年

３
月

更
新

：
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

あ
さ

ぎ
り

3
,
7
,
2
,
6
号

沼
津

～
新

宿
（

小
田

急
）

3
7
1
系

E
C

1
0
0
.
0
%

4
7

7
2
8

2
8

指
指

G
/
指

G
/
指

指
指

指
ふ

じ
か

わ
甲

府
～

静
岡

1
0
0
.
0
%

1
4

3
3

4
2

4
2

指
自

自
伊

那
路

飯
田

～
豊

橋
1
0
0
.
0
%

4
3

3
1
2

1
2

指
自

自
し

な
の

長
野

～
名

古
屋

･
大

阪
3
8
3
系

E
C

5
0
.
0
%

2
6

6
3

1
5
6

7
8

G
指

指
指

自
自

ひ
だ

3
号

名
古

屋
～

富
山

7
1
.
4
%

1
7

5
7

5
指

指
自

指
＊

＊
＊

指
自

G
ひ

だ
1
0
号

名
古

屋
～

高
山

5
0
.
0
%

1
4

2
4

2
指

指
自

指
ひ

だ
1
3
,
2
0
号

名
古

屋
～

富
山

7
1
.
4
%

2
7

5
1
4

1
0

指
指

･
G

自
指

＊
＊

＊
指

自
G

ひ
だ

5
+
2
5
号

,
1
6
+
3
6
号

大
阪

･
名

古
屋

～
高

山
･
飛

騨
古
川

2
8
.
6
%

2
7

2
1
4

4
指

自
指

(
注

)
＊

指
指

･
G

自
指

ひ
だ

1
2
号

名
古

屋
～

飛
騨

古
川

5
0
.
0
%

1
4

2
4

2
指

指
･
G

自
指

ひ
だ

7
,
1
1
,
6
,
1
4
,
1
8
号

名
古

屋
～

富
山

6
6
.
7
%

5
6

4
3
0

2
0

指
自

指
＊

＊
＊

＊
指

自
G

ひ
だ

1
9
号

名
古

屋
～

高
山

3
3
.
3
%

1
3

1
3

1
指

自
指

ひ
だ

1
,
9
,
1
5
,
1
7
,
2
,
4
,
8
号

名
古

屋
～

高
山

5
0
.
0
%

7
4

2
2
8

1
4

指
指

･
G

自
指

南
紀

紀
伊

勝
浦

･
新

宮
～

名
古

屋
5
0
.
0
%

8
4

2
3
2

1
6

指
指

･
G

指
自

サ
ン

ラ
イ

ズ
出

雲
/
瀬

戸
(
寝

台
)
(
注

)
出

雲
市

/
高

松
～

東
京

2
8
5
系

E
C

7
8
.
6
%

2
7

5
.
5

1
4

1
1

B
1
/
B
1

B
1
/
B
1

B
1
･
ｻ
ﾛ
ﾝ

A
1
A
1
/
B
2
B
2
指

･
B
1

煙
･
B
1
/
B
1

B
1
/
B
1

総
数

7
8

3
8
8

2
4
5

禁
煙

化
率

6
3
.
1
%

「
ひ

だ
」

で
＊

印
の

号
車

は
多

客
期

の
み

連
結

。
(
注

)
の

車
両

は
⑤

号
車

か
ら

の
影

響
を

受
け

る
た

め
受

動
喫

煙
車

「
サ

ン
ラ

イ
ズ

出
雲

/
瀬

戸
」

は
東

海
と

西
日

本
の

共
同

運
行

、
①

～
⑦

号
車

と
⑧

～
⑭

号
車

は
同

じ
編

成
。

 
 
実

際
の

車
両

保
有

数
＝

運
行

本
数

の
比

率
は

２
対

３
だ

が
、

本
表

で
は

便
宜

的
に

運
行

比
率

を
１

対
１

（
７

両
ず

つ
）

と
し

て
禁

煙
化

率
を

計
算

 
 
④

⑪
号

車
は

喫
煙

個
室

と
禁

煙
個

室
の

エ
ア

コ
ン

は
独

立
し

て
お

り
、

受
動

喫
煙

な
し

と
し

て
計

算

禁
煙

化
の

動
き

2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

：
全

車
両

の
デ

ッ
キ

の
灰

皿
を

撤
去

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

：
「

あ
さ

ぎ
り

」
「

ふ
じ

か
わ

」
「

伊
那

路
」

「
ム

ー
ン

ラ
イ

ト
な

が
ら

」
を

全
車

禁
煙

化
。

「
し

な
の

」
⑥

号
車

を
禁

煙
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

東
海

」
を

廃
止

2
0
0
9
年

３
月

1
4
日

：
「

ひ
だ

」
の

基
本

編
成

と
車

両
運

用
が

全
面

的
に

変
更

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

南
紀

」
全

列
車

に
グ

リ
ー

ン
車

を
連

結
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

ム
ー

ン
ラ

イ
ト

な
が

ら
」

季
節

列
車

化
の

た
め

本
表

か
ら

削
除

訂
正

 
 
2
0
0
8
0
6
 
 
：

「
あ

さ
ぎ

り
1
,
5
,
4
,
8
号

」
は

小
田

急
電

鉄
の

車
両

で
運

行
す

る
た

め
、

運
行

本
数

を
J
R
3
7
1
系

使
用

分
の

値
（

４
本

）
に

訂
正

Ｊ
Ｒ

東
海

特
急

の
編

成
表

（
２

０
０
９

年
３

月
１

４
日

現
在

）

3
7
3
系

E
C

列
車

名
（

車
両

愛
称

）
主

な
運

転
区

間
（

左
側

が
①

号
車

方
）

車
両

形
式

運
行

車
両

総
数

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両

総
数

8
5
系

D
C

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

割
合

運
行

本
数

編
成

車
両

総
数

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両
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2
0
0
5
年

1
2
月

1
0
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
9
年

３
月

1
4
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点

作
成

：
大

和
浩

、
本

多
融

、
安

藤
肇

（
産

業
医

科
大

学
健

康
開

発
科

学
研

究
室

）
2
0
0
9
年

３
月

更
新

：
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

は
る

か
3
,
5
,
1
5
,
4
,
6
,
3
8
号

1
0
0
.
0
%

6
9

9
5
4

5
4

G
指

指
指

自
自

指
指

指
は

る
か

（
上

記
以

外
）

1
0
0
.
0
%

5
4

6
6

3
2
4

3
2
4

G
指

指
指

自
自

く
ろ

し
お

（
下

記
以

外
）

新
宮

･
白

浜
･
紀

伊
田

辺
～

新
大

阪
･
京

都
1
1
.
1
%

1
6

9
1

1
4
4

1
6

G
自

自
指

指
指

指
指

指
く

ろ
し

お
1
1
,
2
0
号

白
浜

～
天

王
寺

･
新

大
阪

1
6
.
7
%

2
6

1
1
2

2
G

自
自

指
指

指
ス

ー
パ

ー
く

ろ
し

お
新

宮
･
白

浜
･
和

歌
山

～
新

大
阪

･
京

都
3
8
1
系

E
C
改

1
1
.
1
%

1
2

9
1

1
0
8

1
2

G
自

自
指

指
指

指
指

指
オ

ー
シ

ャ
ン

ア
ロ

ー
新

宮
～

新
大

阪
･
京

都
2
8
3
系

E
C

1
6
.
7
%

6
6

1
3
6

6
G

自
自

|
ｻ
ﾛ
ﾝ

指
指

指
し

ら
さ

ぎ
1
～

1
6
号

富
山

･
和

倉
温

泉
･
金

沢
～

名
古

屋
2
5
.
0
%

1
6

8
2

1
2
8

3
2

G
･
室

指
指

自
自

自
指

指
し

ら
さ

ぎ
5
1
～

6
6
号

金
沢

～
米

原
4
0
.
0
%

1
6

5
2

8
0

3
2

G
･
室

指
指

自
自

お
は

よ
う

（
お

や
す

み
）

エ
ク

ス
プ

レ
ス

福
井

～
富

山
･
泊

、
金

沢
～

七
尾

6
8
1
/
6
8
3
E
C

1
0
0
.
0
%

4
3

3
1
2

1
2

自
自

自
雷

鳥
大

阪
～

金
沢

4
8
5
系

E
C

3
3
.
3
%

2
0

9
3

1
8
0

6
0

G
指

指
指

自
自

自
指

指
び

わ
こ

エ
ク

ス
プ

レ
ス

大
阪

～
米

原
3
3
.
3
%

2
9

3
1
8

6
G

指
指

指
自

自
自

自
自

サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド
大

阪
～

金
沢

･
和

倉
温

泉
･
富

山
･
魚

津
3
3
.
3
%

3
0

9
3

2
7
0

9
0

G
指

指
指

自
自

自
指

指
サ

ン
ダ

ー
バ

ー
ド

（
注

）
大

阪
～

富
山

･
魚

津
6
8
3
系

E
C

6
6
.
7
%

0
9

6
0

0
G

室
･
指

指
指

自
室

･
自

自
室

･
指

指
は

く
た

か
（

下
記

以
外

）
（

注
）

福
井

･
金

沢
･
和

倉
温

泉
～

越
後

湯
沢

3
3
.
3
%

1
0

9
3

9
0

3
0

G
指

指
指

自
自

自
指

指
は

く
た

か
7
,
2
1
,
2
,
1
0
号

（
注

）
金

沢
～

越
後

湯
沢

1
6
.
7
%

2
6

1
1
2

2
G

指
指

指
自

自
き

の
さ

き
/
は

し
だ

て
/
た

ん
ば

＋
ま

い
づ

る
1
0
0
.
0
%

1
4

7
7

9
8

9
8

G
指

自
自

指
指

自
き

の
さ

き
/
文

殊
1
0
0
.
0
%

3
4

4
1
2

1
2

G
指

自
自

き
の

さ
き

/
は

し
だ

て
/
た

ん
ば

/
文

殊
1
0
0
.
0
%

1
0

4
4

4
0

4
0

G
･
指

指
自

自
北

近
畿

2
,
4
,
5
,
7
,
1
4
,
1
5
,
1
6
,
1
9
号

1
0
0
.
0
%

8
7

7
5
6

5
6

G
指

自
自

指
指

自
北

近
畿

1
7
号

1
0
0
.
0
%

1
4

4
4

4
G

指
自

自
北

近
畿

 
1
,
3
,
9
,
1
1
,
1
3
,
2
1
号

北
近

畿
6
,
8
,
1
0
,
1
2
,
1
8
,
2
0
号

1
0
0
.
0
%

1
2

4
4

4
8

4
8

G
･
指

指
自

自

は
ま

か
ぜ

鳥
取

･
浜

坂
･
香

住
～

大
阪

1
8
1
系

D
C

5
0
.
0
%

6
4

2
2
4

1
2

指
G

自
自

ス
ー

パ
ー

い
な

ば
岡

山
～

鳥
取

1
8
7
系

D
C

1
0
0
.
0
%

1
2

2
2

2
4

2
4

指
自

や
く

も
1
,
1
1
,
1
5
,
2
5
,
2
9
号

や
く

も
6
,
1
0
,
1
4
,
2
4
,
2
8
号

3
8
1
系

E
C

0
.
0
%

1
0

6
0

6
0

0
指

指
指

G
自

自

や
く

も
(
上

記
以

外
、

ゆ
っ

た
り

や
く

も
)

3
8
1
系

E
C
改

8
3
.
3
%

2
0

6
5

1
2
0

1
0
0

G
指

指
指

･
室

自
自

ス
ー

パ
ー

お
き

新
山

口
～

米
子

･
鳥

取
0
.
0
%

6
2

0
1
2

0
指

煙
･
自

ス
ー

パ
ー

ま
つ

か
ぜ

益
田

･
米

子
～

鳥
取

0
.
0
%

1
3

2
0

2
6

0
指

煙
･
自

能
登

（
夜

行
急

行
）

上
野

～
金

沢
4
8
9
系

E
C

2
2
.
2
%

2
9

2
1
8

4
指

指
指

G
自

自
|
ﾗ
ｳ
ﾝ
ｼ
ﾞ

自
自

自
き

た
ぐ

に
（

夜
行

急
行

）
大

阪
～

新
潟

5
8
3
系

E
C

0
.
0
%

2
1
0

0
2
0

0
自

煙
･
自
･
煙

煙
･
自
･
煙

煙
･
自
･
煙

煙
･
B
･
煙

煙
･
G

室
･
A

煙
･
B
･
煙

煙
･
B
･
煙

Ｂ
ト

ワ
イ

ラ
イ

ト
エ

ク
ス

プ
レ

ス
（

寝
台

）
大

阪
～

札
幌

2
4
系

P
C

2
2
.
2
%

1
9

2
9

2
S
A
2
･
S
A
1
S
A
2
･
S
A
1

食
サ

ロ
ン

B
2
･
B
1

B
2
･
B
1

B
2

Ｂ
Ｂ

サ
ン

ラ
イ

ズ
出

雲
/
瀬

戸
(
寝

台
)
(
注

)
出

雲
市

／
高

松
～

東
京

2
8
5
系

E
C

7
8
.
6
%

2
7

5
.
5

1
4

1
1

B
1
/
B
1

B
1
/
B
1

B
1
･
サ

ロ
ン

A
1
A
1
/
B
2
B
2

指
･
B
1

煙
･
B
1
/
B
1

B
1
/
B
1

総
数

3
1
8

2
0
5
3

1
0
8
9

禁
煙

化
率

5
3
.
0
%

「
タ

ン
ゴ

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
」

「
タ

ン
ゴ

エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
ー

」
「

ス
ー

パ
ー

は
く

と
」

は
第

三
セ

ク
タ

ー
鉄

道
の

表
に

掲
載

注
 
 
「

は
く

た
か

」
は

Ｊ
Ｒ

西
日

本
と

北
越

急
行

の
共

同
運

行
。

実
際

の
車

両
保

有
数

＝
運

行
本

数
の

比
率

は
４

対
３

だ
が

、
本

表
で

は
便

宜
的

に
運

行
比

率
を

１
対

１
（

９
両

編
成

＝
1
0
本

ず
つ

、
６

両
編

成
＝

２
本

ず
つ

）
と

し
て

禁
煙

化
率

を
計

算
 
 
 
 
「

サ
ン

ラ
イ

ズ
出

雲
/
瀬

戸
」

は
東

海
と

西
日

本
の

共
同

運
行

、
①

～
⑦

号
車

と
⑧

～
⑭

号
車

は
同

じ
編

成
。

実
際

の
車

両
保

有
数

＝
運

行
本

数
の

比
率

は
２

対
３

だ
が

、
本

表
で

は
便

宜
的

に
運

行
比

率
を

１
対

１
（

７
両

ず
つ

）
と

し
て

禁
煙

化
率

を
計

算
 
 
 
 
 
 
④

⑪
号

車
は

喫
煙

個
室

と
禁

煙
個

室
の

エ
ア

コ
ン

は
独

立
し

て
い

る
た

め
、

禁
煙

個
室

で
は

受
動

喫
煙

な
し

と
し

て
計

算

禁
煙

化
の

動
き

2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

：
「

ス
ー

パ
ー

や
く

も
」

は
す

べ
て

「
や

く
も

」
に

改
称

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

：
全

車
禁

煙
化

「
き

の
さ

き
」

「
は

し
だ

て
」

「
た

ん
ば

」
「

ま
い

づ
る

」
「

文
殊

」
「

北
近

畿
」

「
タ

ン
ゴ

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
」

「
タ

ン
ゴ

エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
ー

」
「

お
は

よ
う

（
お

や
す

み
）

エ
ク

ス
プ

レ
ス

」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
使

用
停

止
「

は
る

か
」

「
ス

ー
パ

ー
い

な
ば

」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド
」

「
は

く
た

か
」

「
雷

鳥
」

の
⑧

号
車

、
 
「
し

ら
さ

ぎ
」

の
②

号
車

、
「

き
た

ぐ
に

」
の

③
号

車
が

そ
れ

ぞ
れ

禁
煙

化
、

「
き

た
ぐ

に
」

を
除

き
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
以

外
の

デ
ッ

キ
灰

皿
は

撤
去

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

ト
ワ

イ
ラ

イ
ト

エ
ク

ス
プ

レ
ス

」
の

④
号

車
（

サ
ロ

ン
カ

ー
）

と
⑦

号
車

（
ミ

ニ
サ

ロ
ン

）
が

禁
煙

化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

や
く

も
」

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
編

成
（

ゆ
っ

た
り

や
く

も
）

は
④

号
車

の
喫

煙
室

以
外

が
全

席
禁

煙
化

（
2
0
0
7
年

４
月

３
日

よ
り

新
型

車
両

の
運

行
開

始
、

以
降

順
次

運
転

本
数

を
拡

大
）

2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

：
「

銀
河

」
「

な
は

＋
あ

か
つ

き
」

廃
止

。
「

日
本

海
」

は
１

往
復

に
削

減
、

存
続

分
に

は
Ｊ

Ｒ
東

日
本

の
車

両
を

使
用

2
0
0
9
年

６
月

１
日

（
予

定
）

：
「

サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド
」

２
往

復
に

新
型

車
両

投
入

、
②

⑥
⑧

号
車

に
喫

煙
ル

ー
ム

を
設

置
の

う
え

全
席

禁
煙

化
（

上
表

で
「

注
」

と
し

て
記

し
た

分
。

禁
煙

化
率

の
計

算
に

は
含

め
ず

、
参

考
と

し
て

編
成

の
み

掲
載

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

は
く

た
か

」
１

往
復

増
発

。
増

発
分

に
は

「
サ

ン
ダ

ー
バ

ー
ド

」
か

ら
転

用
の

Ｊ
Ｒ

西
日

本
の

車
両

を
使

用
。

車
両

保
有

数
＝

運
行

本
数

の
比

率
は

５
対

３
と

な
る

見
込

み
。

た
だ

し
本

表
で

は
３

月
1
4
日

現
在

の
運

行
本

数
を

記
載

訂
正

 
 
「

ト
ワ

イ
ラ

イ
ト

エ
ク

ス
プ

レ
ス

」
は

週
に

４
往

復
（

７
日

で
８

本
）

運
行

し
て

い
る

が
、

便
宜

的
に

１
日

あ
た

り
の

運
行

本
数

を
１

本
（

0
.
5
往

復
）

と
し

て
計

算
 
 
 
 
 
 
2
0
0
8
0
3
1
5
：

「
き

た
ぐ

に
」

で
は

②
③

④
⑤

⑧
⑨

号
車

の
デ

ッ
キ

・
洗

面
所

と
②

③
④

号
車

の
座

席
ま

わ
り

に
灰

皿
が

使
用

可
能

な
状

態
で

存
置

さ
れ

て
い

る
た

め
、

隣
接

車
両

も
含

め
て

禁
煙

車
両

で
あ

っ
て

も
受

動
喫

煙
あ

り
と

し
た

 
 
 
 
 
 
2
0
0
9
0
3
1
4
：

「
は

る
か

」
6
両

編
成

の
運

行
本

数
を

5
5
本

と
誤

記
し

て
い

た
の

を
5
4
本

に
修

正
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

能
登

」
⑥

号
車

の
ラ

ウ
ン

ジ
が

漏
れ

て
い

た
の

を
追

加

米
原

･
草

津
･
京

都
～

関
西

空
港

2
8
1
系

E
C

Ｊ
Ｒ

西
日
本
特
急
の
編
成
表
（
２
０
０

９
年

３
月

１
４

日
現

在
）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

割
合

列
車

名
（

車
両

愛
称

）
主

な
運

転
区

間
（

左
側

が
①

号
車

方
）

車
両

形
式

3
8
1
系

E
C

6
8
1
/
6
8
3
E
C

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両

総
数

運
行

本
数

編
成

車
両

総
数

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両

運
行

車
両

総
数

1
8
7
系

D
C

1
8
3
系

E
C

城
崎

温
泉

～
京

都
(
き

の
さ

き
)

天
橋

立
～

京
都

(
は

し
だ

て
)

福
知

山
～

京
都

(
た

ん
ば

)
東

舞
鶴

～
京

都
(
ま

い
づ

る
)

天
橋

立
～

新
大

阪
(
文

殊
)

城
崎

温
泉

･
豊

岡
･
福

知
山

～
新

大
阪

(
北

近
畿

)

6
8
3
系

E
C

出
雲

市
～

岡
山

6
8
1
系

E
C

18



2
0
0
5
年

1
2
月

1
0
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
9
年

３
月

1
4
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点

作
成

：
大

和
浩

、
本

多
融

、
安

藤
肇

（
産

業
医

科
大

学
健

康
開

発
科

学
研

究
室

）
2
0
0
9
年

３
月

更
新

：
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

し
お

か
ぜ

＋
い

し
づ

ち
8
7
.
5
%

2
4

8
7

1
9
2

1
6
8

指
室

･
自

自
自

自
指

指
指

･
G

し
お

か
ぜ

2
9
号

、
い

し
づ

ち
3
,
3
2
,
3
6
号

1
0
0
.
0
%

4
5

5
2
0

2
0

自
自

指
指

指
･
G

し
お

か
ぜ

2
号

、
い

し
づ

ち
3
3
号

、
ミ

ッ
ド

ナ
イ

ト
E
X
P
松

山
6
6
.
7
%

3
3

2
9

6
指

室
･
自

自
し

お
か

ぜ
9
,
2
1
,
1
0
,
2
2
号

ア
＋

い
し

づ
ち

1
3
,
2
5
,
1
0
,
2
2
号

ア
5
7
.
1
%

4
7

4
2
8

1
6

G
･
指

指
自

室
･
自

室
･
指

＊
指

･
自

室
･
自

宇
和

海
7
,
1
7
,
2
3
,
4
,
1
8
,
2
4
号

ア
7
5
.
0
%

6
4

3
2
4

1
8

G
･
指

自
自

室
･
自

宇
和

海
2
5
号

ア
3
3
.
3
%

1
3

1
3

1
指

･
自

室
･
自

室
･
自

い
し

づ
ち

4
号

、
ミ

ッ
ド

ナ
イ

ト
E
X
P
高

松
伊

予
西

条
～

高
松

2
0
0
0
+
N
2
0
0
0

8
0
.
0
%

2
5

4
1
0

8
自

自
指

･
室

自
自

い
し

づ
ち

1
,
3
4
号

宇
和

島
･
松

山
～

高
松

1
0
0
.
0
%

2
4

4
8

8
指

自
自

自
宇

和
海

1
,
5
,
1
1
,
1
3
,
1
5
,
1
9
,
6
,
8
,
1
2
,
1
6
,
2
0
,
2
2
,
2
6
号

1
0
0
.
0
%

1
3

4
4

5
2

5
2

指
自

自
自

宇
和

海
3
,
9
,
2
1
,
2
7
,
2
,
1
0
,
1
4
,
2
8
号

（
T
S
E
編

成
）

2
0
0
0
系

D
C

1
0
0
.
0
%

8
3

3
2
4

2
4

指
自

自
南

風
1
7
,
4
,
2
8
号

＋
し

ま
ん

と
7
,
2
,
8
号

8
0
.
0
%

3
5

4
1
5

1
2

G
･
指

指
･
自

室
･
自

＊
＊

指
･
自

自
南

風
2
6
号

＋
し

ま
ん

と
6
号

1
0
0
.
0
%

1
5

5
5

5
指

･
自

自
＊

＊
指

自
自

南
風

1
号

＋
し

ま
ん

と
3
号

8
3
.
3
%

1
6

5
6

5
G
･
指

指
･
自

室
･
自

＊
＊

指
自

自
南

風
2
5
ア

,
2
0
号

＋
し

ま
ん

と
9
,
4
号

2
0
0
0
+
N
2
0
0
0

6
6
.
7
%

2
6

4
1
2

8
G
･
指

指
･
自

室
･
自

＊
＊

指
･
室

自
自

南
風

9
,
8
号

N
2
0
0
0
系

D
C

6
6
.
7
%

2
3

2
6

4
指

･
室

自
自

あ
し

ず
り

5
1
号

須
崎

～
高

知
N
2
0
0
0
系

D
C

6
6
.
7
%

1
3

2
3

2
指

･
室

自
自

南
風

3
ア

,
5
,
1
1
,
1
3
,
1
9
,
2
1
号

南
風

2
ア

,
1
0
,
1
2
,
1
6
,
1
8
,
2
4
ア

号
し

ま
ん

と
1
,
1
0
号

2
0
0
0
系

D
C

(
高

知
車

)
6
6
.
7
%

1
4

3
2

4
2

2
8

G
･
指

指
･
自

室
･
自

南
風

1
5
,
1
4
号

1
0
0
.
0
%

2
3

3
6

6
指

自
自

南
風

2
7
号

、
し

ま
ん

と
5
号

、
あ

し
ず

り
1
号

1
0
0
.
0
%

3
2

2
6

6
指

･
自

自
南

風
7
,
2
3
,
6
,
2
2
号

ア
＋

う
ず

し
お

9
,
2
5
,
6
,
2
2
号

中
村

･
高

知
･
徳

島
～

岡
山

2
0
0
0
+
N
2
0
0
0

6
6
.
7
%

4
3

2
1
2

8
G
･
指

指
自

室
･
自

＊
指

･
室

自
自

う
ず

し
お

1
,
1
5
,
1
9
,
2
1
,
2
3
,
3
1
,
2
,
1
0
,
1
6
,
2
6
,
2
8
,
3
0
号

6
6
.
7
%

1
2

3
2

3
6

2
4

指
･
自

･
室

自
自

う
ず

し
お

2
3
,
3
0
号

6
6
.
7
%

2
3

2
6

4
指

･
自

･
室

自
自

う
ず

し
お

3
,
4
号

N
2
0
0
0
+
2
0
0
0

8
0
.
0
%

2
5

4
1
0

8
指

･
自

･
室

自
自

自
自

う
ず

し
お

7
,
1
3
,
1
4
,
2
0
号

N
2
0
0
0
系

D
C

5
0
.
0
%

4
2

1
8

4
指

･
自

･
室

自
う

ず
し

お
1
1
,
1
7
,
2
9
,
1
2
,
1
8
,
2
4
号

2
0
0
0
系

D
C

1
0
0
.
0
%

6
2

2
1
2

1
2

指
･
自

自
う

ず
し

お
5
号

1
0
0
.
0
%

1
3

3
3

3
指

･
自

※
自

自
う

ず
し

お
3
2
号

、
剣

山
5
,
7
,
6
,
8
号

1
0
0
.
0
%

5
2

2
1
0

1
0

指
･
自

※
自

う
ず

し
お

8
号

徳
島

～
高

松
1
0
0
.
0
%

1
3

3
3

3
指

自
自

剣
山

1
1
,
1
3
,
2
,
1
0
号

徳
島

～
穴

吹
･
阿

波
池

田
1
0
0
.
0
%

4
3

3
1
2

1
2

自
自

自

う
ず

し
お

2
7
号

む
ろ

と
ホ

ー
ム

エ
ク

ス
プ

レ
ス

阿
南

剣
山

1
,
3
,
9
,
4
,
1
2
号

徳
島

～
高

松
海

部
･
牟

岐
～

徳
島

阿
南

～
徳

島
海

部
･
牟

岐
･
徳

島
～

阿
波

池
田

1
8
5
系

D
C

1
0
0
.
0
%

1
3

2
2

2
6

2
6

指
･
自

自

総
数

1
5
0

6
0
9

5
1
1

禁
煙
化
率

8
3
.
9
%

＊
の

号
車

は
多

客
期

の
み

連
結

（
※

は
「

ゆ
う

ゆ
う

ア
ン

パ
ン

マ
ン

カ
ー

」
（

指
定

席
＆

プ
レ

イ
ル

ー
ム

・
禁

煙
）

、
主

に
学

校
休

み
期

間
に

連
結

）
「

南
風

7
,
2
3
,
6
,
2
2
号

」
の

①
～

④
号

車
は

土
佐

く
ろ

し
お

鉄
道

（
第

三
セ

ク
タ

ー
）

の
受

け
持

ち
の

た
め

、
禁

煙
化

率
の

計
算

に
は

「
う

ず
し

お
」

の
３

両
（

⑥
～

⑧
号

車
）

の
み

算
入

禁
煙

化
の

動
き

2
0
0
6
年

３
月

以
前

：
「

い
し

づ
ち

7
,
9
,
1
9
,
2
1
,
3
1
,
3
3
,
2
,
6
,
1
6
,
1
8
,
2
8
,
3
0
号

」
の

②
号

車
に

は
喫

煙
ル

ー
ム

あ
り

（
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
改

造
に

伴
い

順
次

設
置

中
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喫

煙
室

の
あ

る
車

両
は

受
動

喫
煙

車
両

、
か

つ
③

号
車

の
喫

煙
車

両
の

隣
な

の
で

②
号

車
は

全
て

受
動

喫
煙

車
両

と
し

て
計

算
2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

：
「

し
お

か
ぜ

1
,
2
号

」
「

い
し

づ
ち

9
,
1
1
,
1
5
,
1
7
,
2
1
,
2
3
,
2
7
,
2
9
,
3
3
,
6
,
8
,
1
2
,
1
4
,
1
8
,
2
0
,
2
4
,
2
6
,
3
0
号

」
の

②
号

車
に

喫
煙

室
あ

り
。

③
号

車
は

禁
煙

で
あ

り
、

②
号

車
は

い
ず

れ
に

し
ろ

受
動

喫
煙

車
両

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

い
し

づ
ち

3
,
3
2
号

」
は

③
号

車
が

禁
煙

化
さ

れ
た

が
④

号
車

（
喫

煙
）

の
隣

で
あ

る
た

め
喫

煙
車

→
受

動
喫

煙
車

。
②

号
車

禁
煙

車
両

に
喫

煙
室

が
で

き
、

受
動

喫
煙

車
で

あ
る

こ
と

は
変

わ
ら

ず
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

ミ
ッ

ド
ナ

イ
ト

E
X
P
松

山
」

の
③

号
車

：
喫

煙
→

禁
煙

。
②

号
車

：
禁

煙
車

に
喫

煙
室

を
作

っ
た

た
め

受
動

喫
煙

車
2
0
0
6
年

６
月

ご
ろ

：
8
0
0
0
系

E
C
使

用
の

「
い

し
づ

ち
」

の
③

号
車

は
禁

煙
化

さ
れ

た
が

、
こ

の
表

で
は

0
6
0
3
1
8
時

点
の

計
算

を
お

こ
な

う
2
0
0
6
年

６
月

3
0
日

：
「

南
風

7
,
2
3
,
6
,
2
2
号

」
（

ア
ン

パ
ン

マ
ン

列
車

４
両

編
成

、
土

佐
く

ろ
し

お
鉄

道
保

有
車

両
）

の
④

号
車

に
喫

煙
室

を
設

置
、

全
席

禁
煙

化
2
0
0
6
年

８
月

１
日

：
「

南
風

3
,
2
5
,
2
,
2
4
号

」
（

ア
ン

パ
ン

マ
ン

列
車

３
両

編
成

）
の

③
号

車
に

喫
煙

室
を

設
置

、
全

席
禁

煙
化

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

：
8
0
0
0
系

E
C
使

用
の

「
い

し
づ

ち
」

「
し

お
か

ぜ
」

「
ミ

ッ
ド

ナ
イ

ト
E
X
P
松

山
」

の
全

て
の

②
号

車
に

喫
煙

室
を

設
置

。
③

号
車

は
禁

煙
車

両
と

な
っ

た
が

喫
煙

で
き

る
④

号
車

の
隣

で
あ

り
受

動
喫

煙
車

両
2
0
0
7
年

1
0
月

１
日

：
土

佐
く

ろ
し

お
鉄

道
の

宿
毛

に
発

着
し

て
い

た
「

南
風

」
「

し
ま

ん
と

」
「

あ
し

ず
り

」
の

大
部

分
が

中
村

発
着

と
な

る
2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

：
「

サ
ン

ラ
イ

ズ
瀬

戸
」

を
除

く
全

列
車

で
全

席
禁

煙
化

、
合

わ
せ

て
デ

ッ
キ

の
灰

皿
を

全
て

撤
去

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
0
0
0
系

D
C
（

グ
リ

ー
ン

席
付

き
３

両
編

成
）

を
使

用
す

る
「

南
風

」
「

し
ま

ん
と

」
の

③
号

車
に

喫
煙

室
を

設
置

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

ホ
ー

ム
エ

ク
ス

プ
レ

ス
阿

南
」

運
転

開
始

（
毎

日
運

転
の

臨
時

列
車

扱
い

）
2
0
0
8
年

６
月

ご
ろ

以
降

：
ア

ン
パ

ン
マ

ン
列

車
で

運
転

す
る

「
し

お
か

ぜ
」

「
い

し
づ

ち
」

「
宇

和
海

」
の

④
⑤

⑧
号

車
（

岡
山

･
高

松
向

き
先

頭
車

）
に

順
次

喫
煙

室
設

置
。

「
宇

和
海

2
5
号

」
で

は
②

③
号

車
が

喫
煙

室
設

置
車

両
に

該
当

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『

Ｊ
Ｒ

時
刻

表
』

で
は

喫
煙

室
設

置
号

車
は

④
⑧

号
車

（
宇

和
海

2
5
号

で
は

②
号

車
）

の
み

と
案

内
さ

れ
て

い
る

が
、

実
際

に
は

⑤
号

車
（

宇
和

海
2
5
号

で
は

③
号

車
）

に
充

当
さ

れ
る

車
両

に
も

設
置

さ
れ

て
い

る
（

2
0
0
9
年

１
月

に
半

沢
が

実
車

確
認

）
2
0
0
9
年

３
月

1
4
日

：
「

い
し

づ
ち

3
,
3
2
号

」
を

5
両

編
成

に
変

更
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

あ
し

ず
り

5
1
号

」
新

設
（

毎
日

運
転

の
臨

時
列

車
扱

い
）

、
「

ホ
ー

ム
エ

ク
ス

プ
レ

ス
阿

南
」

定
期

化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
2
0
0
0
系

D
C
を

使
用

す
る

「
う

ず
し

お
」

「
南

風
9
,
8
号

」
「

し
ま

ん
と

9
,
4
号

」
「

あ
し

ず
り

5
1
号

」
「

い
し

づ
ち

4
号

」
「

ミ
ッ

ド
ナ

イ
ト

E
X
P
高

松
」

の
徳

島
・

高
知

向
き

先
頭

車
に

喫
煙

室
設

置

N
2
0
0
0
系

D
C

徳
島

～
高

松

1
8
5
系

D
C

徳
島

～
高

松
(
う

ず
し

お
)

徳
島

～
阿

波
池

田
(
剣

山
)

1
8
5
系

D
C

高
知

～
岡

山
(
南

風
)

高
知

～
高

松
(
し

ま
ん

と
)

中
村

～
高

知
(
あ

し
ず

り
)

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両

運
行

車
両

総
数

2
0
0
0
系

D
C

(
高

知
車

＋
高

松
車

)

編
成

車
両

総
数

2
0
0
0
系

D
C

(
高

松
車

)

8
0
0
0
系

E
C

中
村

･
高

知
ほ

か
～

岡
山

(
南

風
)

中
村

･
高

知
～

高
松

(
し

ま
ん

と
)

松
山

～
岡

山
(
し

お
か

ぜ
)

松
山

～
高

松
(
い

し
づ

ち
)

松
山

～
伊

予
西

条
(
ﾐ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾅ
ｲ
ﾄ
)

宇
和

島
～

松
山

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両

総
数

運
行

本
数

Ｊ
Ｒ
四
国
特
急
の
編
成
表
（
２
０
０
９
年
３
月
１
４
日
現
在
）

2
0
0
0
系

D
C

(
松

山
車

)

列
車

名
（

車
両

愛
称

、
ア

＝
ア

ン
パ

ン
マ

ン
列

車
）

主
な

運
転

区
間

（
左

側
が

①
号

車
方

）
車

両
形

式

2
0
0
0
系

D
C

(
松

山
車

)

宇
和

島
～

岡
山

(
し

お
か

ぜ
)

松
山

～
高

松
(
い

し
づ

ち
)

宇
和

島
～

松
山

（
宇

和
海

）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

割
合
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2
0
0
5
年
1
2
月
1
0
日
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に

お
け

る
変

更
点

2
0
0
7
年
３
月
1
8
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
9
年
３
月
1
4
日
の

ダ
イ

ヤ
改

正
に

お
け

る
変

更
点

2
0
0
6
年
３
月
1
8
日
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に

お
け

る
変

更
点

2
0
0
8
年
３
月
1
5
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

作
成

：
大

和
浩

、
本

多
融

、
安

藤
肇

（
産

業
医

科
大

学
健

康
開

発
科

学
研

究
室

）
2
0
0
9
年

３
月

更
新

：
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬
⑭

リ
レ
ー
つ
ば
め
3
,
5
,
2
1
,
3
0
,
3
2
,
3
6
号

1
0
0
.
0
%

6
1
1

1
1

6
6

6
6

G
･
G
個

指
指

指
自

自
自

G
･
自

自
自

自
リ
レ
ー
つ
ば

め
1
0
0
.
0
%

5
8

7
7

4
0
6

4
0
6

G
･
G
個

指
指

指
自

自
自

リ
レ
ー
つ
ば
め
6
7
号

1
0
0
.
0
%

1
8

8
8

8
G
･
指

指
指

自
G
･
自

自
自

自
有
明
4
,
6
号

1
0
0
.
0
%

2
1
1

1
1

2
2

2
2

G
･
G
個

指
指

指
自

自
自

G
･
自

自
自

自
有
明
1
9
号

1
0
0
.
0
%

1
8

8
8

8
G
･
指

指
自

自
G
･
自

自
自

自
有
明
1
7
,
2
3
,
2
5
,
2
9
,
2
号

1
0
0
.
0
%

5
7

7
3
5

3
5

G
･
G
個

指
指

指
自

自
自

有
明
1
,
5
,
1
3
,
2
7
,
8
,
1
6
,
2
0
,
2
8
号

1
0
0
.
0
%

8
6

6
4
8

4
8

G
･
G
個

指
自

自
自

自
有
明
3
,
7
,
9
,
1
1
,
1
5
,
2
1
号

有
明
1
0
,
1
2
,
1
4
,
1
8
,
2
2
,
2
4
,
2
6
,
3
0
号

1
0
0
.
0
%

1
4

4
4

5
6

5
6

G
･
指

自
自

自

か
い
お
う
3
,
4
号

1
0
0
.
0
%

2
6

6
1
2

1
2

G
自

自
自

自
自

か
い
お
う
1
,
2
号

1
0
0
.
0
%

2
4

4
8

8
G
･
自

自
自

自
き
ら
め
き
1
号

1
0
0
.
0
%

1
1
2

1
2

1
2

1
2

⑦
G
|
自

⑧
自
|
自

⑨
自

|
自

⑩
自

|
自

⑪
G
|
自

⑫
自

|
自

⑬
自

|
自

⑭
自

|
自

⑮
G
|
自

⑯
自

|
自

⑰
自

|
自

⑱
自

|
自

き
ら
め
き
8
号

1
0
0
.
0
%

1
8

8
8

8
⑦
G
|
自

⑧
自
|
自

⑨
自
|
自

⑩
自

|
自

⑪
G
|
自

⑫
自

|
自

⑬
自

|
自

⑭
自

|
自

き
ら
め
き
3
,
1
4
号

1
0
0
.
0
%

2
4

4
8

8
G
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
自

き
ら
め
き
1
2
号

8
8
3
系
E
C

1
0
0
.
0
%

1
7

7
7

7
G
･
自

自
自

自
自

自
自

き
ら
め
き
4
,
1
0
号

1
0
0
.
0
%

2
7

7
1
4

1
4

G
･
G
個

自
自

自
自

自
自

き
ら
め
き
5
,
7
,
2
号

1
0
0
.
0
%

3
6

6
1
8

1
8

G
･
G
個

自
自

自
自

自
き
ら
め
き
6
号

1
0
0
.
0
%

1
4

4
4

4
G
･
自

自
自

自
ソ
ニ
ッ
ク

8
8
3
系
E
C

1
0
0
.
0
%

4
0

7
7

2
8
0

2
8
0

G
･
指

指
指

自
自

自
自

ソ
ニ
ッ
ク
（
白
い
ソ
ニ

ッ
ク

）
8
8
5
系
E
C

1
0
0
.
0
%

2
4

6
6

1
4
4

1
4
4

G
･
指

指
指

自
自

自
に
ち
り
ん
シ
ー
ガ

イ
ア

1
0
0
.
0
%

2
5

5
1
0

1
0

G
|
指

指
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
指

ド
リ
ー
ム
に
ち
り

ん
1
0
0
.
0
%

2
5

5
1
0

1
0

G
|
指

指
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
指

に
ち
り
ん
1
3
,
1
9
,
8
,
1
4
号

宮
崎

空
港

･
南

宮
崎

～
別

府
1
0
0
.
0
%

4
5

5
2
0

2
0

G
|
指

指
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
指

ひ
ゅ
う
が
5
,
2
,
4
号

宮
崎

空
港

･
宮

崎
～

延
岡

1
0
0
.
0
%

3
5

5
1
5

1
5

G
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
指

に
ち
り
ん
 
3
,
9
,
1
5
,
1
7
,
1
0
1
号

に
ち
り
ん
4
,
1
0
,
1
2
,
2
6
,
1
0
2
号

宮
崎

空
港

･
南

宮
崎

～
大

分
･
別

府
大

分
～

中
津

1
0
0
.
0
%

1
0

5
5

5
0

5
0

G
･
指

指
自

自
自

き
り
し
ま
 
1
,
7
,
9
,
1
1
,
1
5
号

き
り
し
ま
2
,
4
,
1
2
,
1
4
,
1
6
号

鹿
児

島
中

央
～

宮
崎

1
0
0
.
0
%

1
0

5
5

5
0

5
0

G
･
指

指
自

自
自

に
ち
り
ん
1
,
5
,
1
1
,
2
1
,
2
3
,
2
5
号

に
ち
り
ん
2
,
6
,
1
6
,
1
8
,
2
2
,
2
4
号

宮
崎

空
港

･
南

宮
崎

･
宮

崎
～

大
分

･
別

府
1
0
0
.
0
%

1
2

3
3

3
6

3
6

指
･
自

自
自

ひ
ゅ
う
が
1
,
3
,
6
号

宮
崎

空
港

･
宮

崎
～

延
岡

1
0
0
.
0
%

3
3

3
9

9
自

自
自

き
り
し
ま
3
,
5
,
1
3
,
8
1
,
8
3
,
8
5
,
8
7
,
8
9
,
9
1
号

き
り
し
ま
6
,
8
,
1
0
,
8
2
,
8
4
,
8
6
,
8
8
,
9
0
,
9
2
号

鹿
児

島
中

央
～

国
分

･
霧

島
神

宮
･
宮

崎
1
0
0
.
0
%

1
8

3
3

5
4

5
4

指
･
自

自
自

は
や
と
の
風

鹿
児

島
中

央
～

吉
松

1
4
7
系
D
C

1
0
0
.
0
%

4
2

2
8

8
指

自
九
州
横
断
特

急
別

府
･
大

分
～

熊
本

･
人

吉
1
0
0
.
0
%

8
2

2
1
6

1
6

指
自

く
ま
が
わ

人
吉

～
熊

本
1
0
0
.
0
%

5
2

2
1
0

1
0

指
自

ゆ
ふ
い
ん
の
森
3
･
4
号

別
府

～
博

多
7
1
系
D
C

1
0
0
.
0
%

2
4

4
8

8
指

指
･
B
u
f

指
指

ゆ
ふ
い
ん
の
森
1
･
2
･
5
･
6
号

由
布

院
～

博
多

7
2
系
D
C

1
0
0
.
0
%

4
4

4
1
6

1
6

指
指

B
u
f
･
指

指
ゆ
ふ
D
X

1
8
3
系
D
C

1
0
0
.
0
%

3
4

4
1
2

1
2

指
自

自
指

ゆ
ふ

1
8
5
系
D
C

1
0
0
.
0
%

3
3

3
9

9
指

指
･
自

自
か
も
め
（
白
い
か

も
め

）
長

崎
･
佐

賀
ほ

か
～

博
多

8
8
5
系
E
C

1
0
0
.
0
%

3
7

6
6

2
2
2

2
2
2

G
|
指

指
指

自
自

自
か
も
め
1
,
1
0
3
,
1
0
8
,
2
0
2
号

1
0
0
.
0
%

4
4

4
1
6

1
6

G
|
指

自
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
自

か
も
め
＋
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス

＋
み

ど
り

1
0
0
.
0
%

4
1
3

1
3

5
2

5
2

G
|
指

自
|
自

自
|
自

自
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

指
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

か
も
め
＋
み

ど
り

1
0
0
.
0
%

6
1
3

1
3

7
8

7
8

G
|
指

指
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

指
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

か
も
め
＋
み

ど
り

1
0
0
.
0
%

9
9

9
8
1

8
1

G
|
指

指
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

＋
み

ど
り

1
0
0
.
0
%

4
8

8
3
2

3
2

G
|
指

指
|
指

指
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

み
ど
り
2
5
,
3
1
,
6
,
1
8
,
2
4
号

1
0
0
.
0
%

5
8

8
4
0

4
0

G
|
指

指
|
指

指
|
自

自
|
自

G
|
指

指
|
指

自
|
自

自
|
自

み
ど
り
2
7
,
3
2
号

1
0
0
.
0
%

2
4

4
8

8
⑪
G
|
指

⑫
指
|
指

⑬
自
|
自

⑭
自

|
自

⑮
G
|
自

⑯
自

|
自

⑰
自

|
自

⑱
自

|
自

み
ど
り
2
9
,
4
号

1
0
0
.
0
%

2
5

5
1
0

1
0

⑪
G
|
指

⑫
指
|
指

⑬
自
|
自

⑭
自

|
自

⑮
自

|
自

総
数

3
4
0

2
0
3
6

2
0
3
6

禁
煙

化
率

1
0
0
.
0
%

「
ゆ
ふ
い
ん
の
森
」
の
B
u
f
=
ビ

ュ
ッ

フ
ェ

7
8
3
系
E
C
で
は
全
車
両
で
乗
降

口
が

車
両

の
中

央
に

あ
り

、
客

室
が

２
室

に
分

か
れ

て
い

る
た
め
、
喫
煙
車
の
隣
の
車
両
で
は
半
室
の
み
受
動
喫
煙
あ
り
と
し
た

（
空
調
系
統
も
１
室
単
位
）

禁
煙
化
の
動
き

訂
正
 
 
「

ゆ
ふ

」
は

1
8
3
系

D
C
「

ゆ
ふ

D
X
」

編
成

と
1
8
5
系

D
C
編

成
の

２
編

成
で

毎
日

３
往

復
を

運
行

し
て

い
る

た
め

、
2
0
0
7
年
３
月
1
8
日
：
全
車
禁
煙

化
「

リ
レ

ー
つ

ば
め

」
「

有
明

」
「

か
い

お
う

」
「

き
ら

め
き
」
「
ソ
ニ
ッ
ク
」
「
か
も
め
」
「
み
ど
り
」
「
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
」

 
 
 
 
 
 
そ

れ
ぞ

れ
の

編
成

の
運

行
回

数
を

３
本

（
1
.
5
往

復
）

ず
つ

と
し

て
計

算
し

た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喫
煙
室

以
外

全
席

禁
煙

化
「

九
州

横
断

特
急

」
「

く
ま

が
わ

」
「

ゆ
ふ
い
ん
の
森
」
「
ゆ
ふ
D
X
」
「
ゆ
ふ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
8
3
系
E
C
（

ハ
イ

パ
ー

サ
ル

ー
ン

）
使

用
の

「
か

も
め

」
と

一
部

の
「

み
ど
り
」
を
５
両
編
成
に
増
結

2
0
0
8
年
７
月
1
9
日
：
8
8
3
系

「
ソ

ニ
ッ

ク
」

は
増

結
の

う
え

す
べ

て
７

両
編

成
に

統
一

、
8
8
5
系
「
白
い
ソ
ニ
ッ
ク
」
と
共
に
運
行
本
数
変
更

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
き
ら

め
き

6
号

」
は

「
白

い
ソ

ニ
ッ

ク
」

に
車

両
変

更
2
0
0
9
年
３
月
1
4
日
：
九
州
内
の

す
べ

て
の

特
急

列
車

で
全

席
禁

煙
化

＆
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
廃

止
、
「
は
や
ぶ
さ
＋
富
士
」
（
最
後
の
東
京
～
九
州
直
通
寝
台
列
車

）
廃
止
と
相
ま
っ
て
禁
煙
化
率
1
0
0
％
を
達
成

肥
後

大
津

･
熊

本
ほ

か
～

博
多

･
小

倉
･
門

司
港

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
割
合

運
行
車
両

総
数

7
8
7
系
E
C

運
行
本
数

編
成
車
両

総
数

7
8
3
系
E
C

博
多

～
直

方

別
府

･
大

分
～

博
多

7
8
3
系
E
C

4
8
5
系
E
C

4
8
5
系
E
C

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

7
8
7
系
E
C

長
崎

･
佐

賀
ほ

か
～

博
多

(
か

も
め

)
佐

世
保

～
博

多
(
み

ど
り

)
ハ

ウ
ス

テ
ン

ボ
ス

～
博

多
(
ﾊ
ｳ
ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
ｽ
)

7
8
3
系
E
C

佐
伯

･
大

分
･
中

津
～

博
多

7
8
7
系
E
C

宮
崎

空
港

･
南

宮
崎

～
博

多

1
8
5
系
D
C

博
多

～
小

倉
･
門

司
港

Ｊ
Ｒ

九
州

特
急
の
編
成
表
（
２
０
０
９
年
３

月
１

４
日

現
在

）
列
車
名
（
車
両
愛

称
）

主
な

運
転

区
間

（
左

側
が

①
号

車
方

）

新
八

代
～

熊
本

･
博

多
･
門

司
港

7
8
7
系
E
C

車
両
形
式

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両
総
数
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2
0
0
5
年

1
2
月

1
0
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点
2
0
0
9
年
３
月
1
4
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
6
年

３
月

1
8
日

の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
変
更
点

2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

の
ダ

イ
ヤ

改
正

に
お

け
る

変
更

点

作
成
：
大
和
浩
、
本
多
融
、
安
藤
肇
（
産
業
医
科
大
学
健
康
開
発
科
学
研
究
室
）

2
0
0
9
年
３
月
更
新
：
半
沢
一
宣
（
交
通
権
学
会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
3
3
.
3
%

1
0

9
3

9
0

3
0

G
指

指
指

自
自

自
指

指
1
6
.
7
%

2
6

1
1
2

2
G

指
指

指
自

自
タ

ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
1
～
4
号

豊
岡
･
東
舞
鶴
ほ

か
～

京
都

K
T
R
8
0
0
0
形

D
C

1
0
0
.
0
%

4
4

4
1
6

1
6

自
指

＊
＊

指
自

タ
ン

ゴ
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
1
～
4
号

豊
岡
･
宮
津

～
新

大
阪

K
T
R
0
0
1
形

D
C

1
0
0
.
0
%

4
3

3
1
2

1
2

指
自

指
智

頭
急

行
ス
ー
パ
ー
は
く
と

倉
吉
･
鳥
取

～
京

都
H
O
T
7
0
0
0
系

D
C

6
0
.
0
%

1
4

5
3

7
0

4
2

自
･
室

自
指

指
･
G

室
･
指

土
佐

く
ろ

し
お

鉄
道

南
風

7
,
2
3
,
6
,
2
2
号
(
ｱ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
ﾏ
ﾝ
列
車
)

中
村
･
高
知

～
岡

山
2
0
0
0
系

D
C

7
5
.
0
%

4
4

3
1
6

1
2

G
･
指

指
自

室
･
自

「
は

く
た

か
」

は
Ｊ

Ｒ
西

日
本
と
北
越
急
行
の
共
同
運
行
。
実
際
の
車
両
保
有
数
＝

運
行

本
数

の
比

率
は

４
対

３
だ

が
、

本
表

で
は

便
宜

的
に

運
行

比
率

を
１

対
１

（
９

両
編

成
＝

1
0
本

ず
つ
、
６
両
編
成
＝
２
本
ず
つ
）
と
し
て
禁
煙
化
率
を
計
算

「
タ

ン
ゴ

デ
ィ

ス
カ

バ
リ

ー
1
～
4
号
」
の
③
④
号
車
は
多
客
期
の
み
連
結

禁
煙

化
の

動
き

2
0
0
6
年

６
月

3
0
日

：
「

南
風
7
,
2
3
,
6
,
2
2
号
」
の
④
号
車
に
喫
煙
室
を
設
置
、
全
席
禁

煙
化

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

：
全

車
禁
煙
化
「
タ
ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
「
タ
ン
ゴ
エ
ク

ス
プ

ロ
ー

ラ
ー

」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喫

煙
コ

ー
ナ
ー
使
用
停
止
「
タ
ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

は
く

た
か
」
の
⑧
号
車
を
禁
煙
化

2
0
0
8
年

６
月

１
日

：
「

ス
ー

パ
ー
は
く
と
」
①
⑤
号
車
に
喫
煙
室
を
設
置
の
う
え
全

席
禁

煙
化

修
正

記
録

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

：
「

タ
ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
6
4
号
」
と
「
タ
ン
ゴ
エ
ク
ス
プ
ロ

ー
ラ

ー
」

は
使

用
車

両
を

入
れ

替
え

た
2
0
0
8
年

３
月

1
5
日

：
「

タ
ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
１
～
４
号
」
の
①
～
④
号
車
の

車
両

の
向

き
が

逆
に

な
る

2
0
0
9
年

６
月

１
日

（
予

定
）

：
北
越
急
行
「
は
く
た
か
」
１
往
復
増
発
。
増
発
分
に

は
「

サ
ン

ダ
ー

バ
ー

ド
」

か
ら

転
用

の
Ｊ

Ｒ
西

日
本

の
車

両
を

使
用

。
実

際
の

車
両

保
有

数
＝

運
行

本
数
の
比
率
は
５
対
３
と
な
る
見
込
み
。
た
だ
し
本
表
で
は
３
月
1
4
日
現
在
の
運
行
本
数
を
記
載

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訂
正

 
 
2
0
0
8
0
9
0
5
：

「
タ

ン
ゴ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
6
4
号
」
を
削
除
（
『
Ｊ
Ｒ
時
刻

表
』

巻
末

の
「

編
成

表
」

に
記

載
さ

れ
て

い
な

い
た

め
←

Ｊ
Ｒ

線
に
乗

り
入

れ
な

い
関

係
か

）

北
近

畿
タ

ン
ゴ

鉄
道

運
行

車
両

総
数

受
動
喫
煙

ゼ
ロ
車
両
総
数

車
両

形
式

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

割
合

運
行

本
数

編
成

車
両

総
数

は
く
た
か

福
井
･
金
沢
･
和
倉
温

泉
～

越
後

湯
沢

6
8
1
/
6
8
3
系

E
C

第
三
セ
ク
タ
ー

特
急

の
編

成
表

（
２

０
０
９
年
３
月
１
４
日
現
在
）

編
成
（
丸
数
字
は
号
車
番
号
）

北
越

急
行

会
社

名
列
車
名
（
車
両
愛
称
）

主
な
運

転
区

間
（
左
側
が
①

号
車

方
）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両
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大手私鉄有料特急列車の禁煙化率の変遷
（各年４月１日現在の在籍車両数ベースで算出）

資料『鉄道ファン』各年９月号（2006年のみ10月号）付録「大手私鉄車両配置表」ほか
作成  2009年３月・半沢一宣（交通権学会）

近畿日本鉄道以外では、在籍車両数ベースの禁煙化率と運行車両数ベースの禁煙化
率とは、完全に一致する。

資料４－１

このグラフは、各社で有料特急列車として運用される車両について、受動喫煙のな
い清浄な空気の車両として運転される車両数が、在籍車両総数に対してどのくらい
の割合で存在するかを示したものである。
2009年分は、近畿日本鉄道が2009年４月１日から22600系「ACE」の運転を開始する
時点での状況を、2008年のデータを基に推定したもの。

近畿日本鉄道では、一般特急車を使用する６両編成以上の列車において、受動喫煙
ゼロ割合が変わるケースがある。（４両固定編成の④号車は、４両単独で運転され
るときには受動喫煙のない清浄な空気の車両だが、６両以上に増結して運転される
ときには喫煙車である⑤号車からの影響を受け受動喫煙が発生するなどのため）

20%

40%

60%

80%

100%

2005年 2006年 2007年 2008年 2009年

名古屋鉄道

東武鉄道

西武鉄道

小田急電鉄

南海電気鉄道

京成電鉄

近畿日本鉄道
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私
鉄

有
料

特
急

列
車

の
編

成
表

（
Ｊ

Ｒ
に

乗
り

入
れ

な
い

第
三

セ
ク

タ
ー

鉄
道
の
有
料
列
車
を
含
む
）

２
０

０
９

年
４

月
１

日
現

在
作
成
・
半
沢
一
宣
（
交
通
権
学
会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
け

ご
ん

、
き

ぬ
ス

ペ
ー

シ
ア

日
光

、
ス

ペ
ー

シ
ア

き
ぬ

が
わ

1
0
0
系

（
ス

ペ
ー

シ
ア

）
東

武
日

光
･
鬼

怒
川

温
泉

～
浅

草
東

武
日

光
･
鬼

怒
川

温
泉

～
Ｊ

Ｒ
新

宿
指

指
指

指
指

個

（
参

考
）

日
光

、
き

ぬ
が

わ
Ｊ

Ｒ
東

日
本

4
8
5
系

東
武

日
光

･
鬼

怒
川

温
泉

～
Ｊ

Ｒ
新

宿
指

指
指

指
指

指
し

も
つ

け
、

き
り

ふ
り

3
5
0
系

東
武

宇
都

宮
･
東

武
日

光
～

浅
草

指
指

指
指

き
り

ふ
り

（
土

曜
・

休
日

運
休

）
ゆ

の
さ

と
、

尾
瀬

夜
行

、
ス

ノ
ー

パ
ル

3
0
0
系

南
栗

橋
～

浅
草

会
津

高
原

尾
瀬

口
ほ

か
～

浅
草

指
指

指
指

指
指

注
１

り
ょ

う
も

う
2
0
0
･
2
5
0
系

赤
城

･
太

田
･
伊

勢
崎

･
葛

生
～

浅
草

指
指

指
指

指
指

Ｔ
Ｊ

ラ
イ

ナ
ー

5
0
0
9
0
系

池
袋

～
森

林
公

園
･
小

川
町

定
定

定
定

定
定

定
定

定
定

注
２

西
武

鉄
道

ち
ち

ぶ
、

む
さ

し
、

ド
ー

ム
小

江
戸

1
0
0
0
0
系

(
ニ

ュ
ー

レ
ッ

ド
ア

ロ
ー

)
西

武
秩

父
･
飯

能
･
西

武
球

場
前

～
池

袋
西

武
新

宿
～

本
川

越
指

指
指

指
指

指
指

秩
父

鉄
道

秩
父

路
（

急
行

）
6
0
0
0
系

羽
生

･
熊

谷
～

影
森

･
三

峰
口

自
自

自
ス

カ
イ

ラ
イ

ナ
ー

成
田

空
港

～
京

成
上

野
指

指
指

指
指

指
指

指
注

３
モ

ー
ニ

ン
グ

ラ
イ

ナ
ー

定
定

定
定

定
定

定
定

注
４

イ
ブ

ニ
ン

グ
ラ

イ
ナ

ー
定

定
定

指
定

定
定

定
注

５
メ

ト
ロ

さ
が

み
、

メ
ト

ロ
ホ

ー
ム

ウ
ェ

イ
メ

ト
ロ

は
こ

ね
、

ベ
イ

リ
ゾ

ー
ト

6
0
0
0
0
形

(
M
S
E
)

本
厚

木
･
唐

木
田

～
大

手
町

･
北

千
住

箱
根

湯
本

～
北

千
住

、
本

厚
木

～
新

木
場

指
指

指
指

指
指

指
指

指
指

注
６

は
こ

ね
5
0
0
0
0
形

(
V
S
E
)

箱
根

湯
本

～
新

宿
指

指
個

指
指

指
指

指
指

指
は

こ
ね

＋
え

の
し

ま
、

さ
が

み
、

ホ
ー

ム
ウ

ェ
イ

3
0
0
0
0
形

(
E
X
E
)

指
指

指
指

指
指

指
指

指
指

注
７

は
こ

ね
、

さ
が

み
、

え
の

し
ま

、
ホ

ー
ム

ウ
ェ

イ
1
0
0
0
0
形

(
H
i
S
E
)

指
指

指
指

指
指

指
指

指
指

指
は

こ
ね

、
さ

が
み

、
え

の
し

ま
、

ホ
ー

ム
ウ

ェ
イ

7
0
0
0
形

(
L
S
E
)

指
指

指
指

指
指

指
指

指
指

指
あ

さ
ぎ

り
、

は
こ

ね
、

ホ
ー

ム
ウ

ェ
イ

2
0
0
0
0
形

(
R
S
E
)

Ｊ
Ｒ

沼
津

･
箱

根
湯

本
～

新
宿

指
指

Ｇ
/
指

Ｇ
/
個

指
指

指
注

８
（

参
考

）
あ

さ
ぎ

り
Ｊ

Ｒ
東

海
3
7
1
系

Ｊ
Ｒ

沼
津

～
新

宿
指

指
Ｇ

/
指

Ｇ
/
指

指
指

指
注

９
京

浜
急

行
電

鉄
ウ

イ
ン

グ
2
1
0
0
形

三
崎

口
･
京

急
久

里
浜

～
品

川
定

定
定

定
定

定
定

定
注

1
0

富
士

急
行

フ
ジ

サ
ン

特
急

2
2
0
0
系

大
月

～
河

口
湖

ラ
･
定

自
･
個

自
注

1
1

ゆ
け

む
り

（
Ａ

特
急

）
1
0
0
0
系

湯
田

中
～

須
坂

～
長

野
自

自
自

自
そ

の
他

の
特

急
（

Ｂ
特

急
）

2
0
0
0
系

湯
田

中
･
信

州
中

野
･
須

坂
～

長
野

自
自

自
伊

豆
急

行
リ

ゾ
ー

ト
踊

り
子

（
土

曜
・

休
日

運
転

）
2
1
0
0
系

伊
豆

急
下

田
･
伊

豆
高

原
～

東
京

指
指

指
指

Ｇ
指

指
指

注
1
2

秋
田

内
陸

縦
貫

鉄
道

も
り

よ
し

（
急

行
）

Ａ
Ｎ

8
9
0
0
形

角
館

～
阿

仁
合

･
鷹

巣
自

自
注

1
3

し
な

の
鉄

道
し

な
の

サ
ン

ラ
イ

ズ
1
6
9
系

小
諸

～
長

野
自

自
自

自
自

自
自

自
自

注
1
4

灰
色

の
網

か
け

＝
増

結
車

（
連

結
し

な
い

列
車

あ
り

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄
色

の
網

か
け

＝
2
0
0
5
年

度
以

降
に

「
受

動
喫

煙
の

な
い

清
浄

な
空

気
の

車
両

」
と

な
っ

た
車

両

資
料

４
－

２

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ

＝
ラ

ウ
ン

ジ
 
 
 
 
煙

＝
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
 
 
 
 
室

＝
喫

煙
室

注
７

 
 
編

成
分

割
時

に
は

①
～

⑥
号

車
が

「
は

こ
ね

」
、

⑦
～

⑩
号

車
が

「
え

の
し

ま
」

。
1
0
両

全
車

を
「

は
こ

ね
」

と
し

て
運

転
す

る
列

車
で

は
、

⑦
～

⑩
号

車
は

小
田

原
～

新
宿

間
の

み
連

結

注
1
3
 
 
秋

田
内

陸
縦

貫
鉄

道
は

2
0
0
3
年

1
2
月

1
5
日

に
全

列
車

完
全

禁
煙

化

注
1
1
 
 
逆

向
き

の
編

成
も

あ
り

2
0
0
7
年

３
月

1
8
日

 
 
東

武
鉄

道
、

小
田

急
電

鉄
、

伊
豆

急
行

が
全

特
急

列
車

を
完

全
禁

煙
化

（
相

互
乗

り
入

れ
相

手
の

Ｊ
Ｒ

で
の

禁
煙

拡
大

に
連

動
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小

田
急

「
Ｖ

Ｓ
Ｅ

」
③

⑧
号

車
の

喫
煙

ブ
ー

ス
は

観
光

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

置
き

場
に

転
用

。
伊

豆
急

行
「

リ
ゾ

ー
ト

踊
り

子
」

（
ア

ル
フ

ァ
・

リ
ゾ

ー
ト

２
１

編
成

）
②

③
④

⑥
⑦

号
車

の
喫

煙
室

は
施

錠
・

閉
鎖

注
３

 
 
船

橋
駅

で
は

乗
降

口
が

、
下

り
列

車
は

⑧
号

車
、

上
り

列
車

は
②

号
車

（
①

号
車

寄
り

）
の

各
１

ヶ
所

の
み

に
限

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
乗

降
時

に
受

動
喫

煙
が

発
生

し
て

い
る

注
５

 
 
夕

方
以

降
の

下
り

の
み

運
転

。
日

暮
里

駅
（

⑥
～

⑧
号

車
の

号
車

指
定

ラ
イ

ナ
ー

券
所

持
者

の
み

）
と

青
砥

駅
で

は
、

乗
降

口
が

⑧
号

車
の

１
ヶ

所
の

み
に

限
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、

乗
降

時
に

受
動

喫
煙

が
発

生
し

て
い

る
注

６
 
 
「

メ
ト

ロ
は

こ
ね

」
は

土
曜

・
休

日
運

転
、

代
々

木
上

原
～

大
手

町
・

北
千

住
間

は
東

京
メ

ト
ロ

千
代

田
線

に
乗

り
入

れ
。

 
 
 
 
 
 
「

ベ
イ

リ
ゾ

ー
ト

」
は

指
定

日
（

年
間

3
0
日

程
度

）
運

転
の

臨
時

列
車

、
代

々
木

上
原

～
新

木
場

間
は

東
京

メ
ト

ロ
千

代
田

～
有

楽
町

線
に

乗
り

入
れ

注
８

 
 
③

④
号

車
は

２
階

建
て

。
③

④
号

車
の

２
階

は
ス

ー
パ

ー
シ

ー
ト

（
Ｊ

Ｒ
線

内
で

は
グ

リ
ー

ン
車

扱
い

）
、

③
号

車
の

１
階

は
横

３
列

の
普

通
席

、
④

号
車

の
１

階
は

サ
ル

ー
ン

シ
ー

ト
（

セ
ミ

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

）

禁
煙

化
の

進
行

状
況

注
1
4
 
 
し

な
の

鉄
道

は
1
9
9
7
年

1
0
月

１
日

の
開

業
時

か
ら

全
列

車
完

全
禁

煙

東
武

鉄
道

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤

字
＝

座
席

で
喫

煙
で

き
る

車
両

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
黄

色
の

下
線

付
き

斜
字

＝
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
ま

た
は

喫
煙

室
が

あ
る

禁
煙

車

京
成

電
鉄

記
号

の
説

明
 
 
 
 
青

字
＝

受
動

喫
煙

の
な

い
清

浄
な

空
気

の
車

両
 
 
 
 
ピ

ン
ク

の
斜

字
＝

受
動

喫
煙

が
発

生
し

て
い

る
禁

煙
車

箱
根

湯
本

･
小

田
原

･
片

瀬
江

ノ
島

～
新

宿

成
田

空
港

･
京

成
成

田
～

京
成

上
野

Ａ
Ｅ

1
0
0
系

小
田

急
電

鉄

＊
箱

根
湯

本
～

小
田

原
間

は
箱

根
登

山
鉄

道
に

乗
り

入
れ

2
0
0
6
年

1
0
月

１
日

 
 
西

武
鉄

道
が

「
ニ

ュ
ー

レ
ッ

ド
ア

ロ
ー

」
を

完
全

禁
煙

化

注
９

 
 
③

④
号

車
は

２
階

建
て

。
２

階
は

ス
ー

パ
ー

シ
ー

ト
（

Ｊ
Ｒ

線
内

で
は

グ
リ

ー
ン

車
扱

い
）

、
１

階
は

横
３

列
の

普
通

席

注
1
2
 
 
⑤

号
車

は
ロ

イ
ヤ

ル
ボ

ッ
ク

ス
（

Ｊ
Ｒ

線
内

で
は

グ
リ

ー
ン

車
扱

い
）

注
１

 
 
「

尾
瀬

夜
行

」
と

「
ス

ノ
ー

パ
ル

」
は

会
津

高
原

尾
瀬

口
～

新
藤

原
間

は
野

岩
（

や
が

ん
）

鉄
道

に
乗

り
入

れ
、

⑥
号

車
は

女
性

専
用

車
注

２
 
 
夕

方
～

夜
間

の
下

り
の

み
運

転
。

ふ
じ

み
野

～
森

林
公

園
・

小
川

町
間

は
特

別
料

金
不

要
の

自
由

席

注
４

 
 
朝

の
上

り
の

み
運

転
。

八
千

代
台

駅
で

は
、

平
日

の
一

部
列

車
と

土
休

日
の

全
列

車
で

、
乗

降
口

が
②

号
車

（
①

号
車

寄
り

）
の

１
ヶ

所
の

み
に

限
定

さ
れ

て
い

る
た

め
、

乗
降

時
に

受
動

喫
煙

が
発

生
し

て
い

る

注
1
0
 
 
平

日
の

夕
方

～
夜

間
の

下
り

の
み

運
転

。
上

大
岡

～
三

崎
口

間
は

全
車

特
別

料
金

不
要

の
自

由
席

そ
の

１
 
 
関

東
・

甲
信

の
私

鉄
と

第
三

セ
ク

タ
ー

鉄
道

列
車

名
（

斜
字

は
季

節
・

臨
時

列
車

）
主

な
運

転
区

間
（

左
側

が
①

号
車

方
）

会
社

名
車

両
形

式
（

車
両

愛
称

）
記

事

長
野

電
鉄

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指

＝
指

定
席

 
 
 
 
自

＝
自

由
席

 
 
 
 
Ｇ

＝
グ

リ
ー

ン
車

相
当

車
両

 
 
 
 
定

＝
定

員
制

 
 
 
 
個

＝
個

室
（

セ
ミ

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

等
を

含
む

）
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私
鉄

有
料

特
急

列
車

の
編

成
表

（
Ｊ

Ｒ
に

乗
り

入
れ

な
い

第
三

セ
ク

タ
ー

鉄
道
の
有
料
列
車
を
含
む
）

２
０

０
９

年
４

月
１

日
現

在
作
成
・
半
沢
一
宣
（
交
通
権
学
会
）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
1
6
0
1
0
系

自
指

自
1
4
7
6
0
系

・
1
0
0
3
0
系

ほ
か

自
指

自
指

ミ
ュ

ー
ス

カ
イ

（
全

車
特

別
車

）
2
0
0
0
系

中
部

国
際

空
港

～
名

鉄
岐

阜
･
新

鵜
沼

指
指

指
指

指
指

指
指

2
2
0
0
系

指
指

自
自

自
自

自
自

1
7
0
0
+
2
3
0
0
系

指
指

自
自

自
自

自
自

パ
ノ

ラ
マ

S
u
p
e
r
（

一
部

特
別

車
）

1
0
0
0
系

指
指

自
自

自
自

自
自

ア
ー

バ
ン

ラ
イ

ナ
ー

n
e
x
t

2
1
0
2
0
系

Ｇ
指

指
･煙

指
指

煙
･指

ア
ー

バ
ン

ラ
イ

ナ
ー

p
l
u
s

2
1
0
0
0
系

Ｇ
指

指
･煙

指
指

･煙
指

指
煙

･指
伊

勢
志

摩
ラ

イ
ナ

ー
2
3
0
0
0
系

指
指

指
指

個
Ｇ

注
1
7

ビ
ス

タ
Ｅ

Ｘ
3
0
0
0
0
系

指
指

|
指

指
|
指

指
注

1
8

Ａ
Ｃ

Ｅ
（

４
両

編
成

）
指

指
指

指
Ａ

Ｃ
Ｅ

（
２

両
編

成
・

主
に

増
結

用
）

指
指

Ａ
Ｃ

Ｅ
（

４
両

編
成

）
室

･指
指

指
指

Ａ
Ｃ

Ｅ
（

２
両

編
成

・
主

に
増

結
用

）
室

･指
指

（
一

般
車

（
A
C
E
､
ビ

ス
タ

E
X
を

含
む

）
1
0
両

編
成

）
指

指
指

指
指

指
指

指
指

指
（

一
般

車
（

A
C
E
､
ビ

ス
タ

E
X
を

含
む

）
８

両
編

成
）

指
指

指
指

指
指

指
指

（
一

般
車

（
A
C
E
､
ビ

ス
タ

E
X
を

含
む

）
６

両
編

成
）

指
指

指
指

指
指

（
一

般
車

４
両

編
成

）
指

指
指

指
（

一
般

車
２

両
編

成
・

主
に

増
結

用
）

指
指

さ
く

ら
ラ

イ
ナ

ー
2
6
0
0
0
系

指
指

指
指

指
指

指
指

注
2
0

（
一

般
車

（
Ａ

Ｃ
Ｅ

を
含

む
）

８
両

編
成

）
指

指
指

指
指

指
指

指
（

一
般

車
（

Ａ
Ｃ

Ｅ
を

含
む

）
６

両
編

成
）

指
指

指
指

指
指

（
一

般
車

（
Ａ

Ｃ
Ｅ

を
含

む
）

４
両

編
成

）
指

指
指

指
（

一
般

車
（

Ａ
Ｃ

Ｅ
を

含
む

）
２

両
編

成
）

指
指

サ
ザ

ン
（

全
車

指
定

席
、

平
日

の
朝

晩
の

み
運

転
）

1
0
0
0
0
系

指
指

指
指

指
指

指
指

注
2
1

サ
ザ

ン
（

一
部

指
定

席
）

1
0
0
0
0
系

＋
7
0
0
0
系

指
指

指
指

自
自

自
自

注
2
2

ラ
ピ

ー
ト

5
0
0
0
0
系

関
西

空
港

～
難

波
指

指
指

指
Ｇ

Ｇ
注

2
3

こ
う

や
、

り
ん

か
ん

3
1
0
0
0
系

、
3
0
0
0
0
系

極
楽

橋
･
橋

本
～

難
波

指
指

指
指

り
ん

か
ん

1
1
0
0
0
系

橋
本

～
難

波
指

指
指

指

2
0
0
5
年

７
月

1
6
日

 
 
近

畿
日

本
鉄

道
が

「
伊

勢
志

摩
ラ

イ
ナ

ー
」

の
⑤

号
車

（
サ

ロ
ン

カ
ー

、
４

人
用

お
よ

び
２

人
用

ボ
ッ

ク
ス

席
）

を
禁

煙
化

2
0
0
8
年

６
月

2
9
日

（
2
8
日

限
り

）
 
 
名

古
屋

鉄
道

が
1
6
0
0
系

の
全

車
特

別
車

編
成

と
し

て
の

使
用

を
廃

止
（

同
年

1
2
月

2
7
日

か
ら

1
7
0
0
系

に
形

式
変

更
の

う
え

一
部

特
別

車
編

成
と

し
て

運
転

再
開

）

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

（
愛

称
な

し
・

一
部

特
別

車
）

そ
の

２
 
 
北

陸
・

東
海

・
関

西
の

私
鉄

車
両

形
式

（
車

両
愛

称
）

会
社

名
列

車
名

（
名

古
屋

鉄
道

と
近

畿
日

本
鉄

道
は

車
両

愛
称

を
記

載
）

主
な

運
転

区
間

（
左

側
が

①
号

車
方

）

1
6
4
0
0
系

(
A
C
E
)

1
6
0
0
0
系

2
2
0
0
0
系

2
2
6
0
0
系

 
 
 
 
 
 
た

だ
し

、
各

車
両

間
の

連
結

部
に

自
動

ド
ア

が
設

置
さ

れ
て

い
る

た
め

、
６

両
編

成
の

④
⑤

号
車

お
よ

び
８

両
編

成
の

④
⑥

⑦
号

車
で

受
動

喫
煙

が
発

生
し

て
い

る
か

ど
う

か
は

微
妙

阿
倍

野
橋

～
吉

野

名
古

屋
～

難
波

名
古

屋
～

鳥
羽

･
賢

島
賢

島
･
鳥

羽
～

難
波

賢
島

･
鳥

羽
～

京
都

奈
良

～
難

波
奈

良
～

京
都

橿
原

神
宮

前
～

京
都

電
鉄

富
山

･
立

山
～

宇
奈

月
温

泉

近
畿

日
本

鉄
道

（
標

準
軌

区
間

）

注
1
6

1
2
2
0
0
系

ほ
か

名
古

屋
･
奈

良
～

難
波

名
古

屋
～

鳥
羽

･
賢

島

豊
橋

～
名

鉄
岐

阜
･
新

鵜
沼

中
部

国
際

空
港

･
河

和
～

名
鉄

岐
阜

･
新

鵜
沼

西
尾

～
名

鉄
名

古
屋

、
河

和
～

佐
屋

う
な

づ
き

、
ア

ル
ペ

ン

名
古

屋
鉄

道

近
畿

日
本

鉄
道

 
 
１

．
標

準
軌

区
間

の
各

列
車

と
「

さ
く

ら
ラ

イ
ナ

ー
」

で
は

、
喫

煙
車

に
隣

接
す

る
禁

煙
車

で
は

（
連

結
部

に
自

動
ド

ア
が

設
置

さ
れ

て
い

る
関

係
で

）
受

動
喫

煙
な

し
と

し
て

い
た

が
、

実
車

調
査

の
結

果
、

受
動

喫
煙

あ
り

に
変

更
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２

．
標

準
軌

区
間

の
一

般
車

特
急

で
は

、
増

結
パ

タ
ー

ン
に

よ
っ

て
③

⑦
⑨

号
車

が
喫

煙
車

と
な

る
場

合
が

あ
る

と
し

て
い

た
が

、
2
0
0
7
年

３
月

ご
ろ

か
ら

禁
煙

車
と

し
て

運
用

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

近
畿

日
本

鉄
道

株
式

会
社

営
業

企
画

部
・

発
行

『
近

鉄
時

刻
表

』
2
0
0
6
年

号
p
.
1
6
と

2
0
0
7
年

号
p
.
1
8
の

比
較

、
お

よ
び

同
社

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
）

2
0
0
8
年

1
2
月

2
7
日

（
2
6
日

限
り

）
 
 
名

古
屋

鉄
道

が
1
0
0
0
系

の
全

車
特

別
車

編
成

を
廃

止

2
0
0
8
年

版
以

降
の

変
化

南
海

電
気

鉄
道

 
 
「

サ
ザ

ン
」

の
②

④
⑥

⑧
号

車
と

「
こ

う
や

」
「

り
ん

か
ん

」
の

②
号

車
で

は
受

動
喫

煙
が

発
生

し
な

い
と

し
て

い
た

が
、

近
畿

日
本

鉄
道

と
同

様
、

実
車

調
査

の
結

果
、

受
動

喫
煙

あ
り

に
変

更

2
0
0
7
年

版
か

ら
訂

正
し

た
事

項
富

山
地

方
鉄

道
 
 
富

山
～

立
山

間
の

「
立

山
」

を
、

2
0
0
7
年

に
運

転
実

績
が

な
か

っ
た

た
め

削
除

注
2
0
 
 
④

⑤
号

車
間

の
通

り
抜

け
は

不
可

注
2
2
 
 
自

由
席

は
特

急
料

金
不

要
、

④
⑤

号
車

間
の

通
り

抜
け

は
不

可
（

中
間

運
転

台
部

分
を

車
掌

室
と

し
て

使
用

す
る

た
め

、
貫

通
路

は
締

切
扱

い
）

2
0
0
9
年

４
月

１
日

 
 
近

畿
日

本
鉄

道
が

2
2
6
0
0
系

「
Ａ

Ｃ
Ｅ

」
運

転
開

始
（

全
席

禁
煙

・
喫

煙
室

設
置

）
。

今
後

、
2
2
6
0
0
系

を
増

備
し

た
分

と
同

数
の

一
般

車
（

1
2
2
0
0
系

な
ど

）
を

代
替

廃
車

の
予

定

注
1
9
 
 
2
0
0
9
年

４
月

１
日

運
転

開
始

。
喫

煙
室

は
乗

務
員

室
最

寄
り

デ
ッ

キ
に

設
置

さ
れ

て
お

り
、

運
転

士
な

ど
の

受
動

喫
煙

が
懸

念
さ

れ
る

2
0
0
7
年

９
月

４
日

 
 
近

畿
日

本
鉄

道
「

ア
ー

バ
ン

ラ
イ

ナ
ー

n
e
x
t
/
p
l
u
s
」

①
号

車
の

喫
煙

コ
ー

ナ
ー

を
廃

止
（

車
内

販
売

準
備

室
に

転
用

）

注
2
1
 
 
各

車
両

間
の

連
結

部
に

は
自

動
ド

ア
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

扉
枚

数
の

基
準

か
ら

は
②

④
⑥

⑧
号

車
は

受
動

喫
煙

な
し

と
な

る
が

、
2
0
0
7
年

に
大

和
が

実
際

に
乗

車
し

た
際

、
喫

煙
車

の
隣

の
車

両
で

も
タ

バ
コ

臭
い

こ
と

が
認

め
ら

れ
た

た
め

、
 
 
 
 
 
 
本

表
で

は
受

動
喫

煙
あ

り
と

し
た

注
1
5
 
 
一

般
車

（
自

由
席

）
は

料
金

不
要

、
⑥

⑦
号

車
間

の
通

り
抜

け
は

不
可

富
山

地
方

鉄
道

南
海

電
気

鉄
道

近
畿

日
本

鉄
道

（
狭

軌
区

間
）

記
事

注
1
5

注
1
9

和
歌

山
港

･
和

歌
山

市
～

難
波

注
2
4

禁
煙

化
の

進
行

状
況

注
1
6
 
 
①

号
車

は
デ

ラ
ッ

ク
ス

シ
ー

ト
。

喫
煙

コ
ー

ナ
ー

と
通

路
と

の
間

に
は

エ
ア

カ
ー

テ
ン

が
設

置
さ

れ
て

い
る

が
、

た
ば

こ
煙

は
エ

ア
カ

ー
テ

ン
を

通
り

抜
け

て
禁

煙
の

客
室

内
ま

で
拡

散
し

て
い

る
（

半
沢

が
実

際
に

乗
車

し
た

際
に

確
認

）

注
1
7
 
 
⑤

号
車

は
サ

ロ
ン

席
（

ボ
ッ

ク
ス

シ
ー

ト
）

、
⑥

号
車

は
デ

ラ
ッ

ク
ス

シ
ー

ト

注
2
3
 
 
⑤

⑥
号

車
は

ス
ー

パ
ー

シ
ー

ト
。

デ
ッ

キ
の

灰
皿

が
撤

去
さ

れ
完

全
禁

煙
と

な
っ

た
時

期
は

未
確

認
注

2
4
 
 
3
1
0
0
0
系

・
3
0
0
0
0
系

・
1
1
0
0
0
系

の
う

ち
２

本
を

併
結

し
た

８
両

編
成

で
運

転
す

る
列

車
あ

り
。

こ
の

う
ち

1
1
0
0
0
系

＋
3
1
0
0
0
系

の
組

み
合

わ
せ

の
場

合
の

み
、

④
⑤

号
車

間
の

通
り

抜
け

が
で

き
る

た
め

、
④

号
車

で
受

動
喫

煙
が

発
生

す
る

 
 
 
 
 
 
（

④
⑤

号
車

間
の

貫
通

路
内

が
強

烈
に

タ
バ

コ
臭

い
こ

と
を

、
半

沢
が

実
際

に
乗

車
し

た
際

に
確

認
）

注
1
8
 
 
②

③
号

車
（

２
階

建
て

車
両

）
の

乗
降

口
は

車
両

中
央

に
あ

り
。

こ
こ

を
境

に
空

調
系

統
も

独
立

し
て

い
る

た
め

、
②

号
車

で
は

①
号

車
側

の
半

室
で

の
み

受
動

喫
煙

が
発

生
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
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『
鉄

道
フ

ァ
ン

』
2
0
0
8
年

９
月

号
付

録
「

大
手

私
鉄

車
両

フ
ァ

イ
ル

」
（

2
0
0
8
年

４
月

１
日

現
在

の
在

籍
車

両
・

編
成

の
デ

ー
タ

）
を

基
に

、
2
0
0
9
年

４
月

１
日

（
近

鉄
2
2
6
0
0
系

運
転

開
始

）
時

点
の

状
況

を
推

定
し

た
。

私
鉄

有
料

特
急

車
両

の
禁

煙
化

率
算

出
表

 
2
0
0
9
年

３
月

作
成

・
半

沢
一

宣
（

交
通

権
学

会
）

京
成

電
鉄

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

ス
カ

イ
ラ

イ
ナ

ー
モ

ー
ニ

ン
グ

ラ
イ

ナ
ー

イ
ブ

ニ
ン

グ
ラ

イ
ナ

ー
A
E
1
0
0
系

8
7

5
6

4
2
8

5
0
.
0
%

指
指

指
指

指
指

指
指

注
１

近
畿

日
本

鉄
道

「
狭

軌
区

間
」

は
南

大
阪

線
～

吉
野

線
（

あ
べ

の
橋

～
吉

野
）

を
、

「
標

準
軌

区
間

」
は

そ
れ

以
外

の
線

区
を

指
す

。

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

ア
ー

バ
ン

ラ
イ

ナ
ー

n
e
x
t

2
1
0
2
0
系

6
2

1
2

2
4

3
3
.
3
%

Ｇ
指

指
･
煙

指
指

煙
･
指

ア
ー

バ
ン

ラ
イ

ナ
ー

p
l
u
s

6
1
1

6
6

2
2
2

3
3
.
3
%

Ｇ
指

指
･
煙

指
指

煙
･
指

増
結

ユ
ニ

ッ
ト

2
3

6
0

0
0
.
0
%

指
･
煙

指
注

３
伊

勢
志

摩
ラ

イ
ナ

ー
2
3
0
0
0
系

6
6

3
6

1
6

1
6
.
7
%

指
指

指
指

個
Ｇ

ビ
ス

タ
Ｅ

Ｘ
3
0
0
0
0
系

4
1
5

6
0

2
.
5

3
7
.
5

6
2
.
5
%

指
指

|
指

指
|
指

指
4

1
5

6
0

2
3
0

5
0
.
0
%

指
指

指
指

2
1
3

2
6

0
0

0
.
0
%

指
指

4
2

8
3

6
7
5
.
0
%

室
･
指

指
指

指
2

1
2

1
1

5
0
.
0
%

室
･
指

指
4

2
9

1
1
6

2
5
8

5
0
.
0
%

指
指

指
指

2
1
8

3
6

0
0

0
.
0
%

指
指

標
準

軌
区

間
合

計
4
2
8

1
6
4
.
5

3
8
.
4
%

さ
く

ら
ラ

イ
ナ

ー
2
6
0
0
0
系

4
2

8
1

2
2
5
.
0
%

指
指

指
指

Ａ
Ｃ

Ｅ
1
6
4
0
0
系

2
2

4
0

0
0
.
0
%

指
指

4
1

4
0

0
0
.
0
%

指
指

指
指

2
5

1
0

0
0

0
.
0
%

指
指

狭
軌

区
間

合
計

2
6

2
7
.
7
%

近
鉄

全
体

で
の

値
4
5
4

1
6
6
.
5

3
6
.
7
%

注
３

：
「

ア
ー

バ
ン

ラ
イ

ナ
ー

p
l
u
s
」

の
増

結
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
基

本
６

両
編

成
の

②
③

号
車

間
に

③
④

号
車

と
し

て
連

結
。

こ
の

場
合

、
基

本
編

成
の

③
～

⑥
号

車
は

号
車

番
号

が
⑤

～
⑧

号
車

に
変

更
と

な
る

。
注

４
：

こ
れ

ら
の

車
両

は
、

相
互

に
連

結
し

て
最

大
1
0
両

編
成

で
運

転
さ

れ
る

。
こ

の
場

合
、

喫
煙

可
能

な
車

両
は

編
成

両
数

に
か

か
わ

ら
ず

、
①

号
車

と
⑤

号
車

の
２

両
で

あ
る

。
 
 
 
 
 
 
こ

の
関

係
で

、
６

両
編

成
以

上
の

列
車

で
は

④
号

車
が

⑤
号

車
か

ら
の

影
響

で
受

動
喫

煙
車

と
な

っ
た

り
、

⑦
～

⑩
号

車
と

し
て

連
結

さ
れ

る
場

合
は

す
べ

て
受

動
喫

煙
の

な
い

清
浄

な
空

気
の

車
両

と
な

っ
た

り
す

る
。

 
 
 
 
 
 
こ

の
た

め
、

近
鉄

で
は

、
在

籍
車

両
数

ベ
ー

ス
で

算
出

し
た

禁
煙

化
率

（
本

表
）

と
運

行
車

両
数

ベ
ー

ス
で

算
出

し
た

禁
煙

化
率

（
Ｊ

Ｒ
で

の
算

出
基

準
に

よ
る

値
）

と
が

一
致

し
な

い
点

に
注

意
。

南
海

電
気

鉄
道

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

ラ
ピ

ー
ト

5
0
0
0
0
系

6
6

3
6

6
3
6

1
0
0
.
0
%

指
指

指
指

Ｇ
Ｇ

サ
ザ

ン
1
0
0
0
0
系

4
7

2
8

1
7

2
5
.
0
%

指
指

指
指

注
５

3
0
0
0
0
系

4
2

8
2

4
5
0
.
0
%

指
指

指
指

3
1
0
0
0
系

4
1

4
2

2
5
0
.
0
%

指
指

指
指

り
ん

か
ん

1
1
0
0
0
系

4
1

4
2

2
5
0
.
0
%

指
指

指
指

合
計

8
0

5
1

6
3
.
8
%

資
料

４
－

３

形
式

中
の

受
動

喫
煙

こ
う

や
・

り
ん

か
ん

列
車

名
車

両
形

式
編

成
両

数

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

割
合

（
禁

煙
化

率
）

編
成

（
丸

数
字

は
号

車
番

号
）

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

割
合

在
籍

車
両

総
数

１
編

成
中

の
受

動
喫

煙

注
１

 
 
ほ

と
ん

ど
の

列
車

で
は

、
途

中
駅

で
の

乗
降

口
を

②
号

車
の

①
号

車
寄

り
ま

た
は

⑧
号

車
の

１
か

所
に

限
定

し
て

い
る

た
め

、
乗

降
時

に
受

動
喫

煙
が

発
生

し
て

い
る

列
車

名
車

両
形

式
編

成
両

数

在
籍

編
成

数

一
般

車
1
2
2
0
0
系

ほ
か

1
6
0
0
0
系

（
一

般
車

）

車
両

愛
称

在
籍

編
成

数
在

籍
車

両
総

数

１
編

成
中

の
受

動
喫

煙
ゼ

ロ
車

両
数

１
編

成
中

の
受

動
喫

煙
ゼ

ロ
車

両
数

在
籍

車
両

総
数

在
籍

編
成

数

形
式

中
の

受
動

喫
煙

ゼ
ロ

車
両

総
数

注
２

：
喫

煙
コ

ー
ナ

ー
と

通
路

と
の

間
に

は
エ

ア
カ

ー
テ

ン
が

設
置

さ
れ

て
い

る
が

、
た

ば
こ

煙
は

エ
ア

カ
ー
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医・歯学部、附属病院における敷地内禁煙の導入増加状況: 2006年度から2008年度の変化

○大和　浩
1)
、江口泰正

1)
、尾前知代

1)
、太田雅規

1)
、江口将史

1)
、安藤　肇

2)
、飯田真美

3)

　 1) 産業医科大学　産業生態科学研究所　健康開発科学研究室、2) 医学部４年、3) 中濃厚生病院

背景：医・歯学部における敷地内禁煙は、喫煙しない医療従事者を育成、附属病院においては患者の禁煙導入という観点から重要。
目的：全国の医・歯学部の敷地内禁煙の導入状況を明らかにすることで、未実施の施設に早期導入を促す。
方法：質問票を郵送し、回答が得られるまで督促を繰り返した。
結果：医・歯学部における敷地内禁煙は2006年以降、急速に拡大していた。医学部附属病院では精神科病棟を持つ77施設中52施設が精神科病棟も禁煙であった。
結語：敷地内禁煙は多くの施設ですでに導入されている。しかし、その一方で「検討後分煙」という決定をした大学も増え始めている。
　　　　喫煙場所を残しているに対して、本結果をフィードバックすることで、敷地内禁煙の拡大を目指していきたい。
　　　　なお、調査結果はhttp://www.tobacco-control.jp/に公表してあり、施設名をクリックすると禁煙化に関するお知らせが閲覧できるようになっている。

医学部(80校) 医学部附属病院(80施設) 歯学部(29校)
2006年度 2007年度 2008年度 2006年度 2007年度 2008年度 2006年度 2007年度 2008年度

敷地内禁煙 16 → 27 → 34 敷地内禁煙 26 → 51 → 60 敷地内禁煙 2 → 6 → 9
導入決定 7 → 3 → 5 導入決定 10 → 3 → 1 導入決定 2 → 2 → 1
検討中 25 → 24 → 15 検討中 37 → 19 → 7 検討中 20 → 14 → 12
未検討 30 → 24 → 9 未検討 7 → 7 → 2 未検討 4 → 5 → 1
検討後分煙 2 → 2 → 17 検討後分煙 0 → 0 → 10 検討後分煙 1 → 2 → 6

合計 80 80 80 合計 80 80 80 合計 29 29 29

医学部 医学部附属病院 歯学部
敷地内禁煙の状況 敷地内禁煙の状況 敷地内禁煙の状況

2006年度 2007年度 2008年度 禁煙実施日 2006年度 2007年度 2008年度 禁煙実施日 精神科病棟 2006年度 2007年度 2008年度 禁煙実施日
北大・医 未検討 → 未検討 → 未検討 北大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年7月 禁煙 北海道大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
札幌医大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年10月 札幌医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年4月 禁煙 北海道医療・歯 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年4月
旭川医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年3月 旭川医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年3月 禁煙 岩手医・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
弘前・医 未検討 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月 弘前・医 未検討 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月 禁煙 東北・歯 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年4月
岩手医大 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 岩手医大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年6月 禁煙 奥羽・歯 未検討 → 未検討 → 検討後分煙
秋田・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年7月 秋田・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年7月 禁煙 明海・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
東北・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 東北・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年10月 禁煙 東京医歯・歯 検討後分煙 → 検討後分煙 → 検討後分煙
山形・医 検討中 → 未検討 → 未検討 山形・医 検討中 → 未検討 → 敷地内禁煙 2007年12月 禁煙 昭和大・歯:旗の台 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
福島県医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年4月 福島県医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年5月 禁煙 日本大学・歯 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年1月
自治医大 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 自治医大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年9月 禁煙 日本大学・松戸歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
獨協医大 検討中 → 検討後分煙 → 検討後分煙 獨協医大 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年6月 病棟外で可能 東京歯科大 検討中 → 未検討 → 未検討
筑波・医 未検討 → 未検討 → 検討中 未定 筑波・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年2月 禁煙 日本歯科大 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
群馬・医 未検討 → 未検討 → 未検討 群馬・医 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 コーナー 日本歯科大・新潟 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月
埼玉医大 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 埼玉医大 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 コーナー 神奈川歯大 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月
防衛医大 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 防衛医大 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 喫煙室 鶴見大・歯 未検討 → 決定 → 敷地内禁煙 2008/9/1
千葉・医 未検討 → 検討中 → 検討中 未定 千葉・医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 禁煙 新潟大・歯 未検討 → 検討中 → 検討後分煙
東京・医 未検討 → 検討中 → 検討後分煙 東大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年1月 禁煙 松本歯科大 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
東京医歯大 検討後分煙 → 検討後分煙 → 検討後分煙 東京医歯大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年9月 喫煙室 朝日大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
杏林・医 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年10月 杏林・医 未検討 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年5月 禁煙 愛知学院・歯 未検討 → 検討後分煙 → 検討後分煙
慶応・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年12月 慶応・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年12月 禁煙 大阪大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
順天堂・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年8月 順天堂・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年8月 禁煙 大阪歯科大 検討中 → 未検討 → 検討後分煙 屋外喫煙コーナー９箇所

昭和・医 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 昭和・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年4月 病棟なし 岡山大・歯 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年10月
帝京・医 未検討 → 未検討 → 未検討 帝京・医 検討中 → 未検討 → 検討中 未定 コーナー・病棟外 広島大・歯 検討中 → 未検討 → 検討中 未定
東京医科大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年4月 東京医科大 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2008年1月 禁煙 徳島大・歯 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年5月
慈恵医大 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 慈恵医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年12月 喫煙室 九州大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
東京女子医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年6月 東京女子医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年6月 禁煙 九州歯科大 検討中 → 決定 → 決定 2009/4/1
東邦・医 未検討 → 検討中 → 検討中 未定 東邦大・医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 喫煙室・病棟外 福岡歯科大 決定 → 敷地内禁煙 → 検討中 未定
日本大・医 未検討 → 検討中 → 検討中 未定 日本大:板橋 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年5月 喫煙室 長崎大・歯 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年6月
日本医科大 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年6月 日本医科大 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙 鹿児島大・歯 検討中 → 未検討 → 検討後分煙
横浜市・医 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 横浜市・医 未検討 → 検討中 → 検討中 未定 禁煙
北里・医 未検討 → 未検討 → 検討中 未定 北里・医 未検討 → 未検討 → 検討中 未定 病棟なし
東海・医 検討中 → 未検討 → 検討中 未定 東海大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年1月 病棟なし
聖マリ医大 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 聖マリ医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年10月 禁煙
新潟・医 未検討 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月 新潟・医歯総合 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年12月 禁煙
山梨・医 検討後分煙 → 未検討 → 検討後分煙 山梨・医 検討中 → 未検討 → 検討後分煙 屋外分煙 病棟外で可能 歯学部附属病院(29施設)
信州・医 未検討 → 未検討 → 未検討 信州・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙 2006年 2007年 2008年
富山・医 検討中 → 未検討 → 検討後分煙 富山・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年9月 禁煙 敷地内禁煙 7 → 12 → 17
金沢大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年1月 金沢大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年9月 禁煙 導入決定 5 → 1 → 1
金沢医科大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年6月 金沢医科大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年6月 禁煙 検討中 13 → 14 → 5
福井・医 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 福井・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年2月 禁煙 未検討 4 → 1 → 2
岐阜・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年4月 岐阜・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年6月 喫煙室 検討後分煙 0 → 1 → 4
浜松医大 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 浜松医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 病棟外で可能 合計 29 29 29
名古屋大・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年3月 名古屋大・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙
名市大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年6月 名市大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年6月 禁煙
愛知医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年1月 愛知医大 検討中 → 未検討 → 検討中 未定 禁煙
藤田保・医 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 藤田・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年9月 禁煙
三重・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年5月 三重・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年5月 コーナー
滋賀医大 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 滋賀医大 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年12月 禁煙 敷地内禁煙の状況
京都・医 未検討 → 未検討 → 敷地内禁煙 2009年3月 京都大・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年4月 禁煙 2006年10月 2007年10月 2008年度 禁煙実施日
京都府医大 検討中 → 敷地内禁煙 → 検討後分煙 京都府医 検討中 → 検討中 → 未検討 屋外喫煙室 病棟外で可能 北大・歯科診療 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年7月
大阪大・医 未検討 → 未検討 → 未検討 大阪大・医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 病棟外で可能 北海道医療 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年4月
大阪市・医 未検討 → 未検討 → 未検討 大阪市立・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年1月 禁煙 岩手医大・歯 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年6月
大阪医科大 検討中 → 検討中 → 決定 2009年7月 大阪医科大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年10月 禁煙 東北・歯 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年12月
関西医大 検討中 → 未検討 → 決定 2009年4月 関西医大 未検討 → 未検討 → 決定 2009年4月 喫煙室 奥羽・歯 未検討 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年7月
近畿大・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月 近畿大・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年10月 禁煙 明海大学・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
神戸・医 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年3月 神戸・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年2月 禁煙 東京医歯大・歯 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年9月
兵庫医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年8月 兵庫医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年8月 禁煙 昭和大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
奈良医大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年4月 奈良医大 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年12月 喫煙室 日本大学・歯 検討中 → 検討中 → 未検討
和歌山県立医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年5月 和歌山県立医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2005年4月 禁煙 日本大学・松戸 未検討 → 検討中 → 検討後分煙
鳥取・医 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 鳥取・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙 東京歯科大･千葉 未検討 → 未検討 → 未検討
島根・医 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 島根・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙 日本歯科大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2003年5月
岡山・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年4月 岡山・医 決定 → 決定 → 敷地内禁煙 2007年12月 禁煙 日本歯科大・新潟 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月
川崎医大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 未検討 川崎医大 検討中 → 検討中 → 未検討 喫煙室 神奈川歯大 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年4月
広島・医 未検討 → 未検討 → 検討中 未定 広島・医 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 病棟外で可能 鶴見大・歯 検討中 → 決定 → 敷地内禁煙 2008年9月
山口・医 検討中 → 検討中 → 決定 2010年4月 山口・医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 喫煙室 新潟大・医歯総合 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年12月
徳島・医 未検討 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年10月 徳島・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年1月 禁煙 松本歯科大 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年4月
香川・医 未検討 → 決定 → 決定 2009年4月 香川・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙 朝日大・歯 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2002年7月
愛媛・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年6月 愛媛・医 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2006年6月 禁煙 愛知学院大・歯 検討中 → 検討中 → 検討後分煙
高知・医 決定 → 決定 → 検討中 未定 高知・医 決定 → 決定 → 検討中 未定 喫煙室 大阪大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
九州・医 未検討 → 検討中 → 検討中 未定 九州・医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 禁煙 大阪歯科大 検討中 → 検討中 → 検討後分煙
福岡・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年1月 福岡・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年1月 禁煙 岡山大・医歯総合 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2004年4月
久留米・医 未検討 → 未検討 → 検討後分煙 久留米・医 検討中 → 検討中 → 検討後分煙 コーナー 広島大・歯 検討中 → 検討中 → 検討中 未定
産業医大 未検討 → 決定 → 敷地内禁煙 2008年4月 産業医大 検討中 → 決定 → 敷地内禁煙 2008年1月 禁煙 徳島大・歯 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年1月
佐賀・医 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 佐賀・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年4月 禁煙 九州大・歯 検討中 → 検討中 → 検討後分煙
長崎・医 未検討 → 未検討 → 敷地内禁煙 2008年4月 長崎・医 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年6月 禁煙 九州歯科大 検討中 → 検討中 → 決定 2009年4月
熊本・医 未検討 → 検討中 → 検討後分煙 熊本・医 未検討 → 検討中 → 敷地内禁煙 2007年12月 喫煙室 福岡歯科大・医歯総合 決定 → 検討後分煙 → 検討中 未定
大分・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年1月 大分・医 決定 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年1月 禁煙 長崎大・医歯 未検討 → 検討中 → 敷地内禁煙 2007年6月
宮崎・医 検討中 → 検討中 → 決定 2009年4月 宮崎・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月 喫煙室 鹿児島大・歯科 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年4月
鹿児島・医 検討中 → 検討中 → 検討中 未定 鹿児島・医 検討中 → 検討中 → 敷地内禁煙 2008年4月 喫煙室
琉球・医 検討中 → 検討中 → 未検討 琉球・医 検討中 → 敷地内禁煙 → 敷地内禁煙 2007年10月 禁煙

資料５－１

敷地内禁煙について未検討
検討の上、喫煙場所での喫煙を容認

歯学部附属病院

色の見方
敷地内禁煙を導入済み

敷地内禁煙が決定
検討中、導入の日時未定
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学部も附属病院も共に敷地内禁煙の大学

長崎大学医・歯学部＆附属病院
（2008 年 6月より敷地内禁煙）

大分大学医学部＆病院
（2007 年 1月より敷地内禁煙）

産業医科大学＆病院
（2008 年 4月より敷地内禁煙）

愛媛大学医学部＆病院
（2006 年 6月より敷地内禁煙）

神戸大学医学部＆附属病院
（2008 年、2004 年に敷地内禁煙）

兵庫医科大学医学部＆病院
（2003年に宣言、2007年より実施）

医・歯学部、附属病院の敷地内禁煙写真集
資料５－２
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病院は禁煙だが学部は喫煙可能な大学

北海道大学附属病院
（2006 年より敷地内禁煙）

北海道大学医学部・屋外喫煙室
（2008 年 6月確認）

北海道大学歯科診療センター
（2006 年より敷地内禁煙）

北海道大学歯学部・屋内喫煙室
（2008 年 6月確認）

東京慈恵会医科大学附属病院
（2006 年より敷地内禁煙）

東京慈恵会医科大学医学部
道路一本隔てた医学部の喫煙コーナーに患者
さんがやってきて喫煙してしまいます。
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病院も学部も対策が不十分な医・歯学部

久留米大学医学部　学食前・喫煙コーナー
多数の灰皿あり（2008 年 3月確認）

久留米大学病院・屋外喫煙室
病棟屋上にも喫煙室・喫煙コーナー

（2008 年 3月確認）

日本大学歯学部附属病院（左：喫煙室　右：屋上喫煙コーナー）
（2008 年 6月確認）

鹿児島大学医学部（ベランダと屋外に喫煙コーナー）
（2008 年 12 月確認）
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都道府県 方針 状況 方針 状況 県庁所在市 方針 状況 方針 状況 東京23区 方針 状況 方針 状況

実施済み 建物内禁煙 実施済み 建物内禁煙 実施済み 建物内禁煙 実施済み 建物内禁煙 実施済み 建物内禁煙 実施済み 建物内禁煙
決定 来庁者専用喫煙室のみ 決定 控え室のみ喫煙可 決定 来庁者専用喫煙室のみ 決定 控え室のみ喫煙可 決定 来庁者専用喫煙室のみ 決定 控え室のみ喫煙可

検討中 喫煙室 検討中 喫煙室 検討中 喫煙室 検討中 喫煙室 検討中 喫煙室 検討中 喫煙室
未検討 喫煙コーナー 未検討 喫煙コーナー 未検討 喫煙コーナー 未検討 喫煙コーナー 未検討 喫煙コーナー 未検討 喫煙コーナー
検討後分煙 検討後分煙 検討後分煙 検討後分煙 検討後分煙 検討後分煙

*：建物内禁煙導入の方針に関する設問であり、公共空間が禁煙であっても喫煙室がある場合や控え室での喫煙が許可されている場合には未検討の色分け（赤色）となります。
喫煙室・喫煙コーナーの（）内は喫煙室のうち来庁者専用喫煙室の数
清浄機設置の（）内は清浄機設置数のうち本庁舎及び議会に設置されている数

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

北海道 検討後分煙 控え室のみ 0 札幌市役所 未検討 喫煙室30(1） 未検討 喫煙室 (45) 千代田区 検討後分煙 喫煙室4(0） 検討後分煙
喫煙室
議員・会派控室

4(4）

青森県 検討中 喫煙室10（0） 検討後分煙
議員・会派控室
事務局喫煙室1

38（21） 青森市役所 検討後分煙 喫煙室5(1） 検討後分煙 喫煙室 0 中央区 未検討 喫煙室5(0） 未検討 喫煙室 0

岩手県 未検討 喫煙室3(1） 未検討
喫煙室
議員・会派控室

2（2） 盛岡市役所 検討後分煙 喫煙室4 検討後分煙 喫煙室 0 港区 検討後分煙 喫煙室2(0） 検討後分煙 喫煙室 0

宮城県 未検討 喫煙室2(1） 未検討 控え室のみ 0 仙台市役所 未検討 喫煙室10(2） 未検討
喫煙コーナー
議員・会派控室

0 新宿区 検討後分煙 喫煙室1(1) 検討後分煙 喫煙室 0

秋田県 検討後分煙 喫煙室4(4） 検討後分煙
喫煙室
議員・会派控室

6（2） 秋田市役所 検討後分煙 喫煙室1(1） 未検討 控え室のみ 0 文京区 未検討 喫煙室8(0) 未検討 喫煙室 8(8）

山形県 0 山形市役所 検討後分煙 喫煙コーナー 2(2） 台東区 未検討 喫煙室6(5） 未検討 喫煙室 6(6）

福島県 未検討 喫煙室3(3） 未検討 喫煙室 0 福島市役所 検討後分煙
喫煙コーナー
33(0）

検討後分煙 喫煙コーナー 40(15） 墨田区 検討後分煙 喫煙室設置中＊ 未検討 控え室のみ 0

茨城県 検討後分煙 控え室のみ 2（2） 水戸市役所 検討後分煙 喫煙室4(0） 検討後分煙 喫煙室 0 江東区 検討後分煙 喫煙室4(1） 検討後分煙 喫煙室 0

栃木県 検討中 喫煙室4(2） 未検討 喫煙室 15(15) 宇都宮市役所 未検討 喫煙室9 未検討 喫煙室 9(9） 品川区 未検討
喫煙室16
4月から13箇所

未検討 喫煙室 0

群馬県 検討中
喫煙室1（0）
喫煙コーナー5

検討中
喫煙コーナー
議員・会派控室

4（4） 前橋市役所 未検討 喫煙室4(1） 未検討
喫煙室
議員・会派控室

5 目黒区 未検討 喫煙室15 未検討 喫煙室 0

埼玉県 検討後分煙 喫煙室 0 さいたま市役所 未検討 喫煙コーナー3(0） 未検討 喫煙室 0 大田区 検討中 喫煙室10(0） 検討後分煙 控え室のみ 11(11）

千葉県 未検討 喫煙室9（0） 未検討
喫煙室
議員・会派控室

10(10) 千葉市役所 検討後分煙 喫煙室5 検討後分煙 喫煙室 0 世田谷区 検討後分煙 喫煙室2 検討後分煙 控え室のみ 7(4）

東京都 検討後分煙
喫煙室6（2）
喫煙コーナー
65（2）

未検討
喫煙室
会議室・委員会室
議員・会派控室

121
（121）

渋谷区 未検討
喫煙室4(0）

未検討
喫煙コーナー
休憩室
議員・会派控室

0

神奈川県 検討後分煙 控え室のみ 0 横浜市役所 検討中 喫煙室3(1） 検討中 喫煙室 (1) 中野区 未検討
喫煙室4(0）
喫煙コーナー1(0)

未検討
喫煙室
喫煙コーナー

1(1）

新潟県 検討後分煙 喫煙室17 検討後分煙 喫煙室 0 新潟市役所 検討後分煙 喫煙室7(3） 検討後分煙 喫煙室 0 杉並区 検討後分煙 喫煙室5(0） 検討後分煙 喫煙室 6(6）

富山県 未検討
喫煙室
喫煙コーナー

2（2） 富山市役所 未検討
喫煙室2
喫煙コーナー1（1)

未検討
喫煙室
喫煙コーナー

1(1） 豊島区 未検討 喫煙室2(0） 未検討 喫煙室 2(2）

石川県 未検討 喫煙室11（0） 未検討
喫煙室
喫煙コーナー

4（4） 金沢市役所 未検討 喫煙コーナー9
未検討(事務
局のみ禁煙)

喫煙コーナー
議員・会派控室

11（11) 北区 検討後分煙 控え室のみ 0

福井県 検討後分煙
喫煙室
議員・会派控室

9（9） 福井市役所 検討中 喫煙室4(0） 検討後分煙 控え室のみ 6（4) 荒川区 検討後分煙 喫煙室3(0） 検討後分煙 喫煙室 0

山梨県 0 甲府市役所 0 板橋区 検討後分煙 喫煙室4 検討後分煙 控え室のみ 0

長野県 検討後分煙 控え室のみ 1（1） 長野市役所 未検討 喫煙室12（2) 未検討 喫煙室 0 練馬区 未検討 喫煙室7 未検討 喫煙室 7

岐阜県 検討後分煙
喫煙室4（0）

検討後分煙
喫煙室
喫煙コーナー

7（7） 岐阜市役所 検討後分煙 喫煙室5（0) 検討後分煙 喫煙室 0 足立区 検討後分煙 喫煙室3(0） 検討中 控え室のみ 3

静岡県 未検討 喫煙室20（0） 検討後分煙 控え室のみ 0 静岡市役所 検討後分煙
喫煙室5(0）
喫煙コーナー1（0)

検討後分煙
喫煙室
喫煙コーナ-
議員・会派控室

14(14） 葛飾区 検討後分煙
喫煙室2(1）
喫煙コーナー2

検討後分煙 控え室のみ 7(7）

愛知県 検討中 喫煙室9(3） 未検討
喫煙室
議員・会派控室

0 名古屋市役所 検討後分煙 喫煙室17（0) 未検討 控え室のみ 2(2） 江戸川区 未検討 喫煙室10(2） 未検討 喫煙室 0

三重県 未検討 喫煙室9(1） 未検討 喫煙室 0 津市役所 検討後分煙 喫煙室2(1) 検討後分煙 喫煙室 4(4) ＊墨田区が設置中の喫煙室は主として来庁者用のもの

滋賀県 検討後分煙 控え室のみ 4(4) 大津市役所 検討後分煙 喫煙室5 検討後分煙
喫煙室
議員・会派控室

4

京都府 検討後分煙
喫煙コーナー
議員・会派控室

1（1） 京都市役所 未検討 喫煙室7(0） 未検討
喫煙室
議員用喫煙室

0

大阪府 検討後分煙 喫茶室 0 大阪市役所 検討中 喫煙室1(1） 未検討 控え室のみ 23(23）

兵庫県 0 神戸市役所 未検討 喫煙室38（3) 未検討 喫煙室 0

奈良県 検討後分煙 喫煙コーナー1 検討後分煙 控え室のみ 0 奈良市役所 0

和歌山県 検討中 喫煙室7(1） 未検討
喫煙室
議員・会派控室

0 和歌山市役所 未検討
喫煙室17
喫煙コーナー2 未検討

喫煙室
喫煙コーナ-
議員・会派控室

11（11)
建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

建物内禁煙
化の方針＊

建物内禁煙化
の状況

鳥取県 検討後分煙
喫煙室16
喫煙コーナー1

検討後分煙 喫煙室 3(3) 鳥取市役所 検討後分煙 喫煙コーナー3(0） 未検討 喫煙コーナー 0 川崎市役所 0

島根県 未検討 喫煙室3 未検討
喫煙室
議員・会派控室

1（1） 松江市役所 検討中 喫煙室7(1） 検討中 喫煙室 0 浜松市役所 未検討 喫煙室5(0) 未検討
喫煙室
議員・会派控室

0

岡山県 未検討 喫煙室7 未検討
喫煙室
喫煙コーナー

10（10) 岡山市役所 検討後分煙 喫煙室9(9） 検討後分煙
喫煙室
議員・会派控室

7(7） 堺市役所 検討後分煙 喫煙室1 2(2）

広島県 検討中 喫煙室14(1) 検討中 喫煙室1 13(4) 広島市役所 検討後分煙
喫煙コーナー
議員・会派控室

53(5） 北九州市役所 未検討 喫煙室5(0) 未検討 喫煙室 4（4)

山口県 検討後分煙 喫煙コーナー 0 山口市役所* 検討後分煙 喫煙室1(1） 検討後分煙 控え室のみ 1（1)

徳島県 検討後分煙 喫煙室11(0) 未検討 喫煙室 0 徳島市役所 未検討
喫煙室12(0）
喫煙コーナー
13(13）

未検討
喫煙室
喫煙コーナ- 17(17）

香川県 未検討
喫煙室5
喫煙コーナー3

未検討
喫煙室
喫煙コーナー
議員･会派控室

14(14） 高松市役所 未検討 喫煙室4(1） 未検討
喫煙室
その他

5(5）

愛媛県 検討後分煙
喫煙コーナー
4(0)

検討後分煙 控え室のみ 0 松山市役所 検討後分煙
喫煙室4(1）
喫煙コーナー3 検討後分煙

喫煙室
議員・会派控室

76(10）

高知県 検討後分煙 喫煙室 0 高知市役所 検討後分煙
喫煙室3(1）
喫煙コーナー1(0）

未検討
議員・会派控室
正・副議長室
応接室

(1)

福岡県 検討後分煙 喫煙室1(1） 検討後分煙 喫煙室 1 福岡市役所 未検討 喫煙コーナー6(0） 未検討 喫煙コーナー 0

佐賀県 検討後分煙 控え室のみ 0 佐賀市役所 検討後分煙 喫煙室1(1） 0

長崎県 未検討 喫煙室6（0） 未検討
喫煙室
議員・会派控室

0 長崎市役所 未検討 喫煙室5(1) 未検討 控え室のみ 0

熊本県 未検討 喫煙室11(0) 未検討
喫煙室
喫煙コーナー
議員・会派控室

9 熊本市役所 未検討
喫煙室11(1）
喫煙コーナー2(0）

未検討
喫煙室
喫煙コーナ-

11（11)

大分県 検討後分煙
喫煙室4(0)
喫煙コーナー
20(0)

検討後分煙
喫煙室
喫煙コーナー

0 大分市役所 未検討 喫煙室 0

宮崎県 未検討 喫煙室6 未検討
喫煙コーナー
議員・会派控室

2 宮崎市役所 未検討 喫煙室17(0) 未検討
喫煙室
議員・会派控室

8(8）

鹿児島県 検討後分煙 喫煙室1(1） 検討後分煙 喫煙コーナー 0 鹿児島市役所 未検討 喫煙室17(0) 未検討 喫煙室 (7）

沖縄県 0 那覇市役所 0

*：山口市は本庁舎内に来客専用の喫煙室と議会会派控え室で喫煙可能

清浄機
設置

清浄機
設置

清浄機
設置

議会棟・フロア本庁舎本庁舎 議会棟・フロア 本庁舎 議会棟・フロア
清浄機
設置

議会棟・フロア

建物内禁煙2004.10- 建物内禁煙2004.10-

建物内禁煙2004.6- 建物内禁煙2004.6- 本庁舎

東京都特別区は右表を参照

地方自治体の庁舎・議会における建物内禁煙導入状況一覧

資料６－１

建物内禁煙2008.4-

建物内禁煙2004.10- 建物内禁煙2004.10-

建物内禁煙2007.4-

建物内禁煙2005.4-

建物内禁煙2005.4-

建物内禁煙2005.4-

建物内禁煙2008.11-

建物内禁煙2008.10-

建物内禁煙2005.5-

建物内禁煙2003.9-

建物内禁煙2007.5-

建物内禁煙2009.4-

建物内禁煙2008.6-

敷地内禁煙2008.5-

建物内禁煙2007.4- 建物内禁煙2007.4-

建物内禁煙2003.7-

建物内禁煙2005.11-

建物内禁煙2003.5-

建物内禁煙2008.4- 建物内禁煙2008.4-

建物内禁煙　2008.9-

建物内禁煙2003.6-建物内禁煙2003.6-

建物内禁煙2004.4-

建物内禁煙　2003.5-

建物内禁煙2008.4-

建物内禁煙2004.4-

建物内禁煙2008.4-

建物内禁煙2004.6-
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建物内禁煙を導入した地方自治体

北海道庁（右：閉鎖されたロビーの喫煙室）
2008 年 4月より建物内禁煙

沖縄県（右：議会棟屋外の喫煙コーナー）
2008 年 4月より建物内禁煙

那覇市役所（屋外喫煙コーナー）
2003 年より建物内禁煙（2009 年 2月確認）

地方自治体の庁舎の建物内禁煙写真集
資料６－２

31



対策の不十分な地方自治体（屋内喫煙室）

札幌市役所
（2008 年 6月確認）

秋田県庁
（2008 年 5月確認）

和歌山県庁
（2009 年 2月確認）

福岡県庁
（2009 年 3月確認）

熊本県庁
（2008 年 10 月確認）

熊本市役所
（2008 年 3月確認）
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色の見方 建物内の喫煙状況 飲食店の喫煙状況
屋外

歩きタバコ

建物内禁煙 禁止

原則禁煙

建物内禁煙を検討中 喫煙室

建物内禁煙を未検討 喫煙コーナー 規定なし

喫煙場所残す

建物内禁煙 禁煙実施日 昼 夜

1 札幌コンベンションセンター 未検討 喫煙室3 全席禁煙 全席禁煙 規定なし

2 仙台国際センター 建物内禁煙 2006年10月 禁煙 全席禁煙 全席禁煙 規定なし

3 つくば国際会議場 建物内禁煙 2004年10月 禁煙 全席禁煙 全席禁煙 規定なし

4 幕張メッセ（日本コンベンションセンター喫煙場所残す 喫煙室3 全席禁煙 全席禁煙 禁止

5 東京ビッグサイト（東京国際展示場） 未検討 喫煙室、喫煙コーナー計10（一部漏れあり） 全席禁煙 全席喫煙 禁止

6 東京国際フォーラム 検討中 未定
原則禁煙
（要望により喫煙室1コーナー2）

全席禁煙8店
（10店中）

全席禁煙7店
(10店中)

禁止

7 パシフィコ横浜 喫煙場所残す
喫煙室6
喫煙コーナー8

全席禁煙 全席禁煙 規定なし

8 富山国際会議場 喫煙場所残す 喫煙コーナー4 全席禁煙 全席禁煙 規定なし

9 名古屋国際会議場 建物内禁煙 2006年4月 禁煙 全席禁煙 全席禁煙 規定なし

10 長良川国際会議場 未検討 喫煙コーナー2 飲食店なし 飲食店なし 規定なし

11 国立京都国際会館 喫煙場所残す 喫煙コーナー1 全席禁煙 全席禁煙 規定なし

12 グランキューブ大阪（大阪国際会議場）建物内禁煙 2008年9月 禁煙 規定なし

13 神戸国際会議場 検討中 未定 喫煙コーナー4 喫煙席と禁煙席の設定のみ 禁止

14 米子コンベンションセンター 建物内禁煙 2008年8月 禁煙 全席喫煙 全席喫煙 規定なし

15 広島国際会議場 建物内禁煙 2006年4月 禁煙 全席禁煙 全席禁煙 禁止

16 北九州国際会議場＊ 建物内禁煙 2004年3月 禁煙 喫煙席と禁煙席の設定のみ 規定なし

17 福岡国際会議場 未検討 喫煙室1 全席禁煙 全席禁煙 禁止

18 ビーコンプラザ 建物内禁煙 2008年1月 禁煙 飲食店なし 飲食店なし 規定なし

19 サンホテルフェニックス国際会議場 未検討 喫煙コーナー2
全席禁煙2店
全席喫煙4店

全席禁煙2店
全席喫煙4店

規定なし

＊：北九州国際会議場は建物内禁煙であるが、レストラン（テナント）は外部の一般客も利用可能であるため喫煙席がある。

国際会議場の建物内禁煙導入状況

資料７－１

建物内禁煙

全席禁煙1店
喫煙席と禁煙席の設定のみ2店

受動喫煙対策の方針

受動喫煙対策の方針 屋外
歩きタバコ

建物内の喫煙状況
飲食店の喫煙状況

全席禁煙／全席禁煙の店舗が過半数

全席禁煙の店舗はあるが数が少ない

禁煙席の設定のみで受動喫煙あり

全席喫煙
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建物内禁煙を導入している国際会議場

グランキューブ大阪（2008 年 9月より喫茶店以外建物内禁煙）

広島国際会議場
喫煙制限・美化推進区域にあり
敷地内禁煙（2006 年より）

神戸国際会議場（普段は喫煙コーナー・喫煙室あり）
日本呼吸器学会開催のため一時的な建物内禁煙（2008 年 5月確認）

対策の不十分な国際会議場

別府ビーコンプラザ
（本調査がきっかけとなり2008年

1月より建物内禁煙）

国際会議場の建物内禁煙写真集

資料７－２
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業） 
平成20年（2008年）度研究 分担報告書 

 
受動喫煙防止法・条例が急性冠症候群の予防に及ぼす効果に関する論文分析 
 

分担研究者 岐阜大学大学院医学系研究科再生医科学循環病態学  

                    非常勤講師 飯田真美  

 産業医科大学 産業生態科学研究所   教授   大和 浩 

 
 

研究要旨：受動喫煙防止法・条例が施行された国・地域における急性冠症候群の減少に関する論文に

ついてシステマティックレビューをおこなった。職場や公共交通機関だけでなく、飲食店や居酒屋な

どのサービス産業も含めて建物内を全て禁煙としている国や地域では、急性冠症候群が明らかに減少

していることが認められた。わが国でも健康増進法は施行されているが、いまだに多くの人口が受動

喫煙に曝露されている。わが国でも受動喫煙を防止する立法措置が必要であると思われた。 

 

Ａ．研究目的 

 1980年代以降の受動喫煙に関する研究により、

非喫煙者が家庭や職場で受動喫煙に曝露される

ことによって肺がんや心筋梗塞のリスクが上昇

することが証明されてきた。その結果、海外では

受動喫煙による健康への悪影響が社会問題とし

て扱われ、一般の職場や公共交通機関がまず禁煙

となった。その後、受動喫煙対策が遅れていたサ

ービス産業においても、そこで働く人たちにとっ

ては「職場」であるという観点から、飲食店や居

酒屋も含めた全ての屋内を禁煙とする立法上の

措置をとる国・地域が増えつつある。それらの

国・地域では閉鎖空間での高い濃度の受動喫煙が

解消されたことにより、急性冠症候群（不安定狭

心症、急性心筋梗塞、心臓突然死）の患者数が直

ちに減少したという論文が発表され始めた。 

 その最も早い報告は2002年6月から12月までの

６ヶ月間だけ全ての職場と公共施設を禁煙とす

る条例が施行された米国モンタナ州ヘレナ市の

事例であった。ヘレナ市では6月～12月の心筋梗

塞の平均患者数は40例であったが、受動喫煙防止

条例が施行された半年間だけ24例と大幅に減少

し、その周辺の地域ではそのような変化は認めら

れなかったことから、受動喫煙防止条例の効果が

初めて示された。 

 その後、2004年にアイルランド、ノルウェー、

ニュージーランドでサービス産業も含む国内の

全ての建物内を禁煙とする法律が施行され、2005

年に発効した「たばこの規制に関する世界保健機

関枠組み条約」の第８条では「たばこ煙にさらさ

れることからの保護」が義務づけられたことによ

り、さらに多くの国・地域で建物内を全面禁煙と

する立法措置がとられ始めた。このことに伴い、

急性冠症候群の減少に関する論文も増え、現在ま

でに10余りの論文が報告されている。 

 本研究は、受動喫煙防止法・条例が急性冠症候

群の患者数を減少させることについて、システマ

ティックレビューをおこない、まず、医・歯学会

に周知して医師・歯科医師が受動喫煙のない社会

を整備するためのオピニオンリーダーとして行

動することを促すことである。さらには、政策決

定者にもこの事実を示すことで、わが国において

も受動喫煙防止法・条例の成立の促進を図ること

である。 

 

Ｂ．研究方法 

 文献検索の方法については、論文検索において

効率的なデータベースとして広く活用されてい

るPubMedにより、以下の検索語、検索式を用いた。 

１）受動喫煙防止法に関する検索語 

   #1 smoking ban 

   #2 smoke-free 

   #3 clean indoor air law 

   #4 smoking legislation 

 

１） 急性冠症候群に関する検索語 
   #5 myocardial infarction 

   #6 acute coronary syndrome 

   #7 coronary artery disease 

   #8 coronary heart disease 

   #9 heart attack 
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（倫理面での配慮） 

 本研究は出版されている論文のレビューであ

るため倫理的な問題は発生しない。 

 

Ｃ．研究結果 

 システマティックレビューの結果、 

 受動喫煙防止法・条例に関する論文は4926件が

検索され、そのうち、2003年以降の論文は2117件で

あった。 

 急性冠症候群に関する論文は120158件が検索

され、そのうち、2003年以降の論文は65906件であ

った。 

 両者を掛け合わせ、かつ、英語で書かれた論文は

42件であった。42論文のタイトル、抄録から判断し

て、今回の目的に沿った論文として以下の12論文に

ついて検討をおこなった。 

 

1)Sargent RP, Shepard RM, Glantz SA. Reduced 

incidence of admissions for myocardial 

infarction associated with public smoking 

ban: before and after study. BMJ. 328

（7446）:977-980, 2004. 

2）Bartecchi C, et al. Reduction in the incidence 

of acute myocardial infarction associated with 

a citywide smoking ordinance. Circulation. 

2006; 114: 1490-1496, 2006. 

3）Barone-Adesi F, et al. Short-term effects of 

Italian smoking regulation on rates of hospital 

admission for acute myocardial infarction. Eur 

Heart J. 27: 2468-2472, 2006. 

4）Khuder SA, et al. The impact of a smoking ban 

on hospital admissions for coronary heart 

disease. Prev Med.  45(1): 3-8, 2007. 

5 ） Juster HR, et al. Declines in hospital 

admissions for acute myocardial infarction in 

New York State after implementation of a 

comprehensive smoking ban. Am J Pub Health. 

97(11): 2035-9, 2007. 

6）Seo, DC, Torabi MR. Reduced admissions for 

acute myocardial infarction associated with 

public smoking ban: Matched controlled study. 

J Drug Edu. 37: 217-226, 2007. 

7）Cesaroni G, Forastiere F, Agabiti N, et al. 

Effect of the Italian smoking ban on population 

rates of acute coronary events. 

Circulation.117(9) :1183-1188, 2008 

8) Lemstra M, Neudorf C, Opondo J. Implications 

of a public smoking ban. 

Canadian J Pub Health. 99(1): 62-65, 2008. 

9）Vasselli S, Papini P, Gaelone D, et al. 

Reduction incidence of myocardial infarction 

associated with a national legislative ban on 

smoking. Minerva Cardioangiol. 56 (2):197-203, 

2008.  

10) Pell JP, Haw S, Cobbe S, et al. Smoke-free 

legislation and hospitalizations for acute 

coronary syndrome. N Engl J Med. 359 (5): 

482-491, 2008. 

11）Glantz SA. Meta-analysis of the effects of 

smokefree laws on acute myocardial infarction: 

An update. Prev Med. 47 (4): 452-453, 2008. 

12) Alsever RN, Thomas WM, Nevin-Woods C, et al. 

Reduced hospitalizations for acute myocardial 

infarction after implementation of a 

smoke-free ordinance - City of Pueblo, Colorado, 

2002-2006. JAMA.301 (5):480-483, 2009. 

 

 今回検討した12論文のうち、受動喫煙防止法・条

例と急性冠症候群の減少について検討をおこなっ

た原著論文は11論文であり、そのいずれもが受動喫

煙防止法・条例により急性冠症候群が短期間に減少

することを証明していた。特に、イングランドで300

万人を対象に受動喫煙防止法の施行前後で比較し

たPellらの論文では、急性冠症候群が17％減少して

いたことが示された。 

 さらに、上記の11原著論文のうち7論文と1学会発

表の8つの結果についてメタアナリシスをおこなっ

たGlantzの報告では、受動喫煙防止法・条例により

急性冠症候群が19％減少することが示された。 

 今回検討した中で、特に有用性が高いと思われる

論文の解説を資料８として掲載する。 

 

Ｄ．考察 

 受動喫煙防止法・条例の施行後に急性冠症候群

が減少することについて検討した個別の論文で

も、メタアナリシスをおこった論文でも、急性冠

症候群は明らかに減少することを示していた。閉

鎖空間における高い濃度の受動喫煙を防止する

ことの有用性は明白であると考えられた。 
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Ｅ．結論 

 わが国においても受動喫煙防止法を施行する

ことが必要であると考えられた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 受動喫煙防止法・条例が施行された国・地域で

は、急性冠症候群が明らかに減少していた。現在

のわが国のように受動喫煙防止の対策が不十分

な状態では、多くの人口が急性冠症候群の危険に

曝されていることが示唆された。 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

1) Iida H, Iida M, Dohi S, Fukuoka N, Iida 

M. Preoperative smoking cessation and 

smoke-free policy in a university hospital 

in Japan. Can J Anesth. 55(5): 316-318, 

2008. 

２．学会発表 

1) 大和 浩，安藤 肇，江口泰正，飯田真美，他．

医・歯学部および附属病院（精神科病棟も含む）に

おける敷地内禁煙の実施状況: 2006 年から2008 年

の変化．第18 回日本禁煙推進医師歯科医師連盟学

術総会．和歌山市，2009年2月． 

 

2) 飯田真美．世界で広まる法的喫煙規制とその効果.

第73回日本循環器学会総会，第８回禁煙推進セミ

ナー.大阪市，2009年3月 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 この研究において、知的財産権に該当するもの

はなかった。 
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論文解説 

受動喫煙防止法・条例により急性心筋梗塞が 19％減少（8論文のメタ分析） 
 
Letter to the Editor 
Meta-analysis of the effects of smokefree laws on acute myocardial infartion: An update   
Glantz SA. Preventive Medicine. 47 (2008) 452-453 

 

 受動喫煙防止法・条例を施行した国・地域では、その直後から心筋梗塞の入院患者数が

減少している。米国モンタナ州ヘレナ市からの最初の報告(Sargent et al. 2004)を含め、

すでに８論文が発表されており(Sargent et al. 2004,; Barone-Adesi et al. 2006; 

Bartecchi et al. 2006; Cronin et al. 2007; Juster et al. 2007; Khuder et al. 2007; 

Cesaroni et al. 2008; Lemstra et al. 2008)、本論文の筆者（Glantz）等が2007年に行

った初期の４論文のメタ分析（Dinno and Glantz, 2007）後に発表された４論文を含めて

再分析を行った。 

 ８論文の結果を統合したところ、受動喫煙防止法・条例が施行されたことで、心筋梗塞

の患者数は 19％減少することが推測された（95％信頼区間、14% to 24%）。 

 イタリア（Barone-Adesi et al. 2006; Cesaroni et al. 2008）およびアイルランドか

らの報告では、心筋梗塞減少の割合がアメリカからの報告に比較して小さかったが、その

原因は法律・条例の遵守状況の差によるものと推測された。つまり、心筋梗塞の減少度合

いが小さかったイタリアでの法律遵守状況は 64％（Valente et al. 2007）、アイルラン

ドも 69％（Mulcahy et al. 2005）と低かったのに対し、心筋梗塞の減少度合いが大きか

ったアメリカの遵守状況は 84％と高かった（Travers et al. 2004）。 

 今回、メタ分析の対象とした８論文以外の２研究（心筋梗塞が有意に減少したことを報

告した米国インディアナ州モンロー郡の小規模研究（Seo and Torabi. 2007）、スコット

ランドで心筋梗塞が 17％減少したことに関する学会発表（Moss. 2007：本報告の直後に論

文発表、次頁参照）は、信頼区間が利用できなかったために分析の対象とはしなかった。 

受動喫煙防止法施行によって急性心筋梗塞が大幅に減少することが世界中の多地域から多

数の研究で一致して報告されたことは、受動喫煙禁止法が急性心筋梗塞を減少させ速やか

で大きな利益が得られるという確信が高まるものである。 

 受動喫煙防止法・条例は、心筋梗塞を減少させる上で明らかに有効であると結論された。 

 

資料８－１ 
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図．受動喫煙防止法・条例の施行後の心筋梗塞の減少に関する８論文のメタ分析結果 

 

文責：大和浩（産業医科大学 産業生態科学研究所 教授） 
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論文解説 

受動喫煙防止法により急性冠症候群（心筋梗塞）が 17％減少 
 
Smoke-free legislation and hospitalizations for acute coronary syndrome   
J.P. Pell et al. N Engl J Med 2008; 359 : 482 - 91 : Special Article 
 

 スコットランドでは 2006 年 3 月 31 日より受動喫煙防止法が施行された。同地区 510 万

人の人口のうち、300 万人の医療を担当する 9 病院で、季節を 6 月〜3 月に統一した 10 ヶ

月間で、ICD-10 コード：I21 による入院患者を対象として漏れのない調査を、プロスペク

ティブに、喫煙歴を確認しながら、受動喫煙の状態を問診と血中・尿中コチニンの生体試

料で確認し、受動喫煙防止法の前後の急性冠症候群（Acute Coronary Syndrome.: ACS）の

入院患者数の比較分析が行われた。受動喫煙防止法を施行する前の 10 ヶ月間（2005 年 6

月〜翌年 3月）の ACS による入院患者数 3235 人は、施行後の 10 ヶ月間（2006 年 6 月〜翌

年 3月）には 2684 人で 17％の減少が観察された。入院後の詳細な調査に同意した割合は、

3235 人中 2806 人（87％）、2684 人中 2322 人（87％）で同じであった。 

 ACS 入院数の減少：喫煙の有無による入院減少率は，喫煙者で 14％減（1176→1016＝160

人）、元喫煙者で 19％減（953→769＝184 人）、非喫煙者で 21％減（677→537＝140 人）

であった。結果として、元＋非喫煙者による ACS の入院減少は減少総計の（184＋140 人）

÷（160＋184＋140 人）＝66.9％を占めていた。 

 その他、現喫煙者における ACS 減少率の比較では、女性喫煙者は 19％減で男性喫煙者の

11％減よりも大きく、元＋非喫煙者でも同様に女性の 23％減は、男性の元＋非喫煙者の

18％減よりも大きかった。年齢層による検討では、中年（男性 55 歳以下、女性 65 歳以下）

の現喫煙者の 9％減に対し、高齢者は 18％減少。中年の元＋非喫煙者の８％減少に対して、

高齢者は 22％減少していた。 

  

 

図．受動喫煙防止法の施行前後における、心筋梗塞の入院患者数の減少 

    

 

 

資料８－２ 
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受動喫煙の減少：非喫煙者が受動喫煙を全く受けない場所は受動喫煙防止法の施行の前後で、自

宅 83→86％、職場 91→92％、パブ 77→96％、公共交通機関 95→97％、その他の公共空間 86→96％、

全ての状況 57→78％と受動喫煙の曝露が減少していた。血中コチニン濃度の幾何平均値も 0.68→

0.56ng/ml へと有意な減少（P＜0.001）が確認された。元喫煙者も同様の結果であり、血中コチニ

ンは 0.71→0.57ng/ml に減少した。受動喫煙防止法の施行前、元＋非喫煙では男女ともほぼ同じレ

ベルの血中コチニン（0.66ng/ml）であったが、施行後は男性が 38％減（0.41ng/ml）、女性は 47％

減（0.35ng/ml）であった（ともに P<0.001）。ACS で入院した中年患者の血中コチニンは 34％減（0.90

→0.59ng/ml）、高年齢層では 42％減（0.62→0.36ng/ml）であった。 

 ACS 入院患者全体の血中コチニンは、0.68→0.56ng/ml への減少に対し、45 歳以上の全人口の唾

液中コチニン濃度は同時期に 42％減（0.43→0.25ng/ml）であり、一般人口における減少率の方が

大きかった。 

ACS 入院患者のうち，血中コチニン濃度 0.7ng/mL 以上を呈した人の割合は，42％から 9％まで減少

し，一般人口における減少の幅（法律施行前 35％から施行後 26％，P＝0.02）を大きく上回った。 

 施行前後に ACS で入院した現喫煙者の喫煙本数には有意差はなく、血中コチニンも 152→

147ng/ml で変化はなかった。しかし、この間に一般人口における喫煙者のコチニン濃度は 167→

103ng/ml に減少していた。 

 

結論：受動喫煙防止法で受動喫煙への曝露がなくなったことによる ACS の入院減少のうち

67％は非＋元喫煙者の発症の減少によるものであった。現喫煙者の ACS 発症の減少も同様

に寄与していた。 

 

考察：本研究は、過去の同様の調査の不備な点（対象人口＝患者数が少ない、入院時の診

断名を用いた振り返り研究、喫煙歴と受動喫煙に関する情報の欠落などが原因で受動喫煙

防止法によって減少した ACS が受動喫煙への曝露が解消されたことの効果なのかどうかが

判定できなかった、という不足点を全て補完する完全な研究である。 

 本論文は、FCTC 第 8 条：受動喫煙からの保護の履行を推進する根拠となるであろう。 

 

参考：同時期におけるイングランドの ACS は 4％しか減少していなかった（イングランドにおける

受動喫煙防止法は 2007 年 7 月に施行）、スコットランドの過去 10 年間の ACS 減少は毎年 3％、最

大の減少が観察された 2000 年でも 9％であった。ACS を発症し、入院に至らずに死亡した症例数は

2005 年の 2202 人から 2006 年の 2080 人に 6％減少しており、上記の研究の ACS による入院数が減

少したことは、院外死亡が増えたことが原因ではないことが述べられている。 

 

本論文の特徴： 

・ ACS の発症は、胸痛発症による緊急入院時のルーチン採血の項目、心臓由来のトロポニンで確認。 

・ コチニン濃度は入院時の試料の残りからガスクロで測定。検出限界 0.1ng/ml。自己申告の喫煙

状況を血中コチニンでも確認し、誤分類を防止。12ng/ml 以上は能動喫煙、以下は受動喫煙（非

喫煙、元喫煙）と判定。 

受動喫煙防止法の施行 2 週間後にはバーの受動喫煙の濃度は 86％減少していた。一方、児童の尿中

コチニンの分析からは、家庭における受動喫煙の増加は認められず、喫煙が家庭外から家庭内に移

動したのではなく、受動喫煙への曝露全体が減少したことが示唆された。このことは、スコットラ

ンドにおける非喫煙者の尿中コチニン量が42％減少（同様の措置が取られたニューヨークでは47％

減少）したことからも伺われた。 

文責：大和浩（産業医科大学 産業生態科学研究所 教授） 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業） 
平成20年（2008年）度研究 分担報告書 

 
建物内禁煙となった事業場の喫煙率と禁煙企図に関する研究 

 

分担研究者 産業医科大学 産業生態科学研究所 助教   江口 泰正 

 産業医科大学 産業生態科学研究所 教授   大和 浩 

 
 

研究要旨：受動喫煙対策として建物内禁煙が実施され、産業医による禁煙治療が行われた某事業場で

は１年間に喫煙率が4.2％減少していた。対策開始１年後の時点で、毎日喫煙している者のうち禁煙を

企図している者の割合は 49.6％であり、そのうち 7.7％は「工場の建物内が禁煙となったことが大き

な理由である」と回答した。建物内禁煙と禁煙治療を同時に行うことで喫煙率は低下し、また、喫煙

を継続している場合であっても禁煙を企図する者の割合を増やす効果があることが認められた。今後

、さらに検討を継続する予定である。 

 

Ａ．研究目的 

 事業場において建物内禁煙が導入された場合、

喫煙しにくい環境となることで喫煙率が低下す

ること、また、勤務時間中の喫煙本数が減ること、

禁煙を希望する者が増えることが報告されてい

る。 

 中央労働災害防止協会が2007年に実施した調

査によれば、建物内禁煙を導入している事業場は

17.5％であった。しかし、この調査は50人未満の

小規模事業場やホワイトカラーが働く事務職場

などの事業場が多く含まれており、大規模製造業

の事業場における建物内禁煙の効果について検

討した調査は少ない。 

 今回、自動車製造をおこなうＤ工場で建物内禁

煙と産業医による禁煙サポートが行われた事業

場で、建物内禁煙がどの程度の喫煙率の低下、禁

煙希望の度合いに寄与するかについて検討をお

こなった。 

 

Ｂ．研究方法 

 Ｄ工場は従業員2304名（喫煙率65.6％）の自動

車製造工場で、従来、製造ラインに隣接する休憩

場所が衝立で喫煙席と禁煙席に分けられただけ

の不十分な受動喫煙対策がとられていた。 

 第２工場を新設する（2007年11月）にあたり、

十数カ所の喫煙室を設置することが検討された

が、費用とその効果、また、火災のリスクがある

ことから第２工場は新設時より建物内禁煙とし、

喫煙場所は屋外とすることとなった。その後、実

際に第２工場が建物内禁煙で稼働されても、工場

の運営に特に支障はなかったことから、半年後に

は第１工場も屋内の喫煙コーナーが廃止されて

建物内禁煙となった。 

 ベースライン時点、および、１年後（両工場と

も建物内禁煙を実施）に喫煙率および喫煙ステー

ジ（禁煙することへの関心度）を自記式の調査票

により評価した。 

  

（倫理面での配慮） 

 本調査は個人名を用いず研究班独自のID番号

を用いて集計することでＤ社の安全衛生委員会

での承認を得ておこなわれた。 

 

Ｃ．研究結果 

１）喫煙率 

 ベースライン時点で、毎日もしくは時々喫煙す

ると回答した者の割合は65.6％であったが、１年

後には61.4％に減少していた。 

２）禁煙を希望する理由としての建物内禁煙  

 １年後にも毎日喫煙をしている者の中で「これ

までに１日以上、禁煙しようと思ってタバコを吸

わなかった経験がある」と回答した割合は49.6％

であった。そのうち「禁煙しようと思ったのは、

工場の建物内が禁煙となったことが大きな理由

である」と回答したのは7.7％であった。 

 

Ｄ．考察 

 当初、第２工場は稼働時より建物内禁煙となり、

第１工場は従来通り建物内の喫煙コーナーが存

続する、という見通しのもとで、両者の喫煙率を

比較して、建物内禁煙が喫煙率の低下にどの程度

の影響力を持つかについて検討する予定であっ

た。ところが、観察の途中から第１工場まで禁煙

となったこと、また、健保組合から２ヶ月分のニ

コチン代替療法の費用が全て支給され、本人負担
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なしで禁煙治療がうけられるようになったこと

から、産業医の禁煙外来を120名の禁煙希望者が

受診し、76名が禁煙の導入に成功した。その結果、

喫煙率は１年間で4.2％減少したが、工場が建物

内禁煙となったことの効果と無料で禁煙治療が

受けられる状況がほぼ同時に発生したことから、

工場の建物内禁煙が喫煙率の減少に及ぼす効果

のみを評価することは困難な状況になった。 

 １年後の調査時に毎日喫煙している者のうち

禁煙を企図している者の割合は49.6％であり、そ

のうち7.7％は「工場の建物内が禁煙となったこ

とが大きな理由である」と回答したことから、職

場の建物内を禁煙にすることは、禁煙を企図する

喫煙者を増やす意味で効果があると考えられた。 

 今後、長期間にわたって建物内禁煙となった場

合の喫煙者の禁煙企図に及ぼす効果を継続して

観察する予定である。 

 

Ｅ．結論 

 職域の建物内禁煙を禁煙にすることは、禁煙を

企図する喫煙者を増やす効果があり、同時に禁煙

治療を提供することで、急速に喫煙率を低下させ

ることが出来ることが考えられた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 この研究において、健康危険情報に該当するも

のはなかった。 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

 なし 

 

２．学会発表 

1) Yamato H, Eguchi M, Eguchi Y, Ohta M.  Health 

Promotion in Workplaces. The 19th China- 

Korea-Japan Joint Conference on Occupational 

Health, Suzhou, China, 2008. 

2) 大和 浩，安藤 肇，江口泰正，飯田真美，他．

医・歯学部および附属病院（精神科病棟も含む）に

おける敷地内禁煙の実施状況: 2006 年から2008 年

の変化．第18 回日本禁煙推進医師歯科医師連盟学

術総会．和歌山市，2009年2月． 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 この研究において、知的財産権に該当するもの

はなかった。
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業） 
平成20年（2008年）度研究 分担報告書 

 
受動喫煙対策の実態調査にかかわる調査票の作成 

 
分担研究者 産業医科大学 産業生態科学研究所 准教授  寶珠山 務 

       産業医科大学 産業生態科学研究所 教授   大和 浩 

研究協力者 産業医科大学 医学部   安藤 肇 

 
 

研究要旨：わが国における受動喫煙対策の実態と変化を把握するために、先行研究の継続調査として

１）医・歯学部とその附属病院の敷地内禁煙の導入状況、２）地方自治体（都道府県、県庁所在市、

政令指定都市、東京23特別区）の建物内禁煙の導入状況、３）国際会議場の建物内禁煙の導入状況を

把握するための調査票の作成をおこなった。調査票の内容は、医・歯学部と附属病院については敷地

内禁煙の導入状況が確実に把握できること、地方自治体については一般庁舎と議会棟・フロアの対策

が個別に把握出来ること、国際会議場については建物内の受動喫煙対策として３つの選択肢（建物内

禁煙、屋内に喫煙室、屋内に喫煙コーナー）を設けることで屋内における受動喫煙曝露の程度が把握

できるように配慮した。

 

Ａ．研究目的 

 先行研究である「受動喫煙対策にかかわる社会

環境整備についての研究」で2006、2007年度の調

査対象であった医・歯学部とその附属病院、およ

び、2007年度に調査を開始した地方自治体の庁舎

内・議会部分における受動喫煙対策、国際会議場

における受動喫煙対策の変化を把握するための調

査票の作成を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

 今年度の研究として医・歯学部とその附属病院、

および、地方自治体、国際会議場における敷地内・

建物内禁煙の導入状況の変化が把握できる４種類

の調査票を作成した。なお、本研究班がこれまで

におこなった調査において、回答者が設問の内容

を正しく把握できなかった点に配慮して調査票を

改善した。 

 依頼文には全施設からの回答が得られるまで、

電話とファクシミリ、電子メールによる督促を行

い、また、結果は調査報告書としてまとめ、厚生

労働省への報告書とすること、および、インター

ネットなどを通じて公開することを予告しておい

た。 

 

（倫理面での配慮） 

 本研究は施設管理者からの受動喫煙対策の実態

調査であり、倫理に関わる問題は発生しない。な

お、調査結果を一覧表として公開することについ

ては、依頼状に明記してある。 

 

 

Ｃ．研究結果 

 各調査対象用に作成した調査票は、 

資料９：医・歯学部および附属病院の 

    敷地内禁煙導入に関する調査票 

資料10：地方自治体の庁舎の受動喫煙対策に 

    関する調査票 

資料11：国際会議場の受動喫煙対策に関する 

    調査票 

として添付した。 

 

Ｄ．考察 

 今回作成した調査票を用いておこなった実際の

調査により、各調査の対象となった施設の受動喫

煙対策の実態および変化が把握できたことから、

妥当な内容の調査票であったと思われる。 

 また、依頼状に「回答が得られるまで調査をお

願いすること」をあらかじめ記載してあったこと、

過去の調査結果が各施設に１回もしくは２回フィ

ードバックされていることから、調査票の回収率、

回答の正確さは向上していた。本年度の調査でも

一部の施設には再送、督促が必要であったが、最

終的には全ての対象施設から回答が得られた。 

 なお、すでに公表されている先行研究の調査結

果の内容や調査方法そのものに関する苦情なども

なかった。 

  

Ｅ．結論 

 郵送法で各施設の受動喫煙対策の把握が可能な

調査票を作成することが出来た。 
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Ｆ．健康危険情報 

 この研究において、健康危険情報に該当するも

のはなかった。 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

1) Nishikawa K, Nishikawa K, Takahashi K,  

Hoshuyama T, et al. Recent mortality from 

pleural mesothelioma, historical patterns of  

asbestos use, and adoption of bans. Environ 

Health Persp. 116(12): 1675-80, 2008. 

2) Hoshuyama T, Moriguchi H, Muratani T, 

Matsumoto T. Vancomycin-resistant enterococci 

(VRE) outbreak in a university  hospital in 

Kitakyushu, Japan: A case-control study. J 

Infect Chemother 14:354-360,2008 

3) 寶珠山務，堀江正知．過重労働による健康障害

防止の手引き．第6回業務の過重感とVE（Vital 

Exhaustion ） ． 労 働 安 全 衛 生  広

報.41(958):46-49,2009 

4) 長尾典尚，西川晋史，清本芳史，轟美和子，寶

珠山務，高橋謙．石綿外来・石綿健診の全国実態

～実施医療機関を対象とした質問票調査結果報告

～．産衛誌 50:145-151:2008 

5) Wilson D, Hoshuyama T, Takahashi K, et al. 

Respiratory Symptoms Among Residents of a 

Heavy-Industry Province in China : Prevalence 

and Risk Factors. Respiratory Medicine 

102:1536-1544,2008 

6) 寶珠山務．職場健診でスクリーニングされた耐

糖能異常者の管理のあり方．新時代の糖尿病学

（４）－病因・診断・治療研究の進歩－．日本臨

牀66巻増刊号9:581－585,2008 

 

２．学会発表 

1) 寶珠山務, 産業保健におけるCochrane 

Databaseの活用. 第81回日本産業衛生学会総会，

札幌市，2008年6月． 

2) 寶珠山務，斉藤和之，馬場園明, 他. 職域にお

ける新たな健康支援システムであるBOOCS法（ヘ

ルスセミナー）第3報：生活習慣病に対する効果

（その2）．第81回日本産業衛生学会，2008年6

月, 札幌 

3)若菜智香子，斉藤和之，寶珠山務, 他．職域に

おける新たな健康支援システムであるBOOCS法

（ヘルスセミナー）－第1報 コンセプトと具体

的プログラム－. 

4)斉藤和之，寶珠山務，馬場園明, 他．職域にお

ける新たな健康支援システムであるBOOCS法（ヘ

ルスセミナー）第2報：生活習慣病に対する効果

（その1）．第81回日本産業衛生学会，2008年6

月, 札幌 

5)寶珠山務，森口弘之，村谷哲郎，松本哲朗．１

大学病院におけるVRE（バンコマイシン耐性腸球

菌）のアウトブレイク：症例対照研究．第19回

日本疫学会，金沢，2009年1月 

 

6)Hoshuyama T，Takahashi K, Todoroki M, Ohtaki 

M．Worldwide mortality of asbestos- related 

diseases: An estimation using the regression 

model with historical asbestos consumption. 

The 29th ICOH，Cape Town, South Africa．March, 

2009 
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平成20年度厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業)「わが国の今後の喫煙対

策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」 医・歯学部・附属病院の敷地内禁煙に関する調査   
大学名：                                      2008年8月5日 

 

回答者の氏名： 

 

回答者の所属： 

 

回答者の連絡先（電子メールアドレス）： 

  回答内容についてお尋ねすることがあります。回答された方の名刺を同封していただいても結構です。 

貴学部の喫煙状況について当てはまる選択肢を丸で囲んで下さい。 

  （昨年の調査結果は http://www.tobacco-control.jp/ をご覧ください） 

１−１）貴医・歯学部（病院部分を除く）の喫煙対策の現在の方針についてお尋ねします。 

     選択肢１の方は裏面の質問５〜８に回答願います。 
     選択肢２〜５の方は全ての質問にお答えください。 

 １. すでに敷地内禁煙を実施している→（     ）年（   ）月より→設問５〜８に 

  （敷地内禁煙とは、敷地内に喫煙できる場所が全くない状態をいいます） 

２. 敷地内禁煙を導入する期日が決定している→（     ）年（   ）月より 

３. 日時は未定だが敷地内禁煙について具体的に検討中である 

４. 敷地内の全面禁煙化について検討はおこなわれていない 

５．敷地内の全面禁煙化について検討をした結果、当面、喫煙場所を残すことにした 

 

１−２） 選択肢２〜５を選択した医・歯学部の屋内（屋上やテラスを含みます）の喫煙場所につ

いてお尋ねします。 

１. 屋内は全て禁煙である                     （複数回答可能） 

２．屋上やテラスに喫煙場所がある  →（    ）箇所                 

３．建物内に喫煙室がある   →（    ）箇所 

４．建物内に喫煙コーナーがある  →（    ）箇所 

５．共用部分は禁煙であるが、個室での喫煙についての規定はない／喫煙可能である 

６. その他（         ） 

２）貴医・歯学部の屋外（敷地内）の喫煙場所についてお尋ねします。 

１．屋外は全て禁煙である                     （複数回答可能） 

２．屋外に独立した喫煙室がある  →（    ）箇所        

３．屋外に喫煙コーナー(灰皿)がある →（    ）箇所   

４. 屋外で喫煙は可能だが、灰皿は設置していない 
 

３）貴医・歯学部の屋外（敷地内）での歩きタバコは禁止されていますか。 

１. 歩きタバコは禁止されている 

２. 歩きタバコについて規定はない               裏に続きます 

資料９－１ 
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平成20年度厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業)「わが国の今後の喫煙対

策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」 医・歯学部・附属病院の敷地内禁煙に関する調査   
 

４）貴医・歯学部の敷地内でタバコ販売（自販機を含む）はおこなわれていますか。 

１．販売していない 

２．販売している → 販売中止の予定が（1.ある   2.ない ） 

 

設問５〜８は全ての方に回答をおねがいします。 
５）岐阜大学全学部、秋田大学医学部、旭川医科大学、東京女子医科大学など2008年6月の時点

で33医学部、11歯学部で敷地内禁煙が実施されていることをご存じですか。 

１．知っている 

２．部分的に知っている 

３. 知らない 

 

６）全国の医・歯学部の敷地内禁煙化についてどのようにお考えですか。 

１. 速やかに敷地内禁煙とするべきである 

２. 将来は敷地内禁煙とするべきであるが、現在は時期尚早である 

３. 建物内を禁煙化する程度でよい 

 

７）2007年における医・歯学部の敷地内禁煙の状況に関する調査報告書を2008年5月に郵送いた 

  しましたが、その結果は貴大学の喫煙対策を検討するにあたり参考になりましたか。 

１．おおいに参考になった 

２．参考になった 

３. あまり参考にはならなかった 

 

８）貴大学では、医・歯学部の新入生に対して喫煙防止教育を行っていますか。 

１．行っている 

２．行っていない            2008年8月31日までにご返送願います 

内容に関する質問は、下記の事務局にお問い合わせください。 

事務局連絡先： 
〒807-8555 北九州市八幡西区医生ヶ丘1番1号  
    産業医科大学 産業生態科学研究所 健康開発科学研究室 教授 大和 浩 
電子メール：yamato@med.uoeh-u.ac.jp   
電話：093-691-7473（ダイヤルイン）   ファクシミリ：093-602-6395 

 

その他、ご意見がある場合は以下の余白に記入して下さい。  
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平成 20 年度厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業)「わが国の今後の喫煙対

策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」 医・歯学部・附属病院の敷地内禁煙に関する調査 
大学病院名：                             2008年8月5日 

 

回答者の氏名： 
 

回答者の所属： 

 

回答者の連絡先（電子メールアドレス）： 

  回答内容についてお尋ねすることがあります。回答された方の名刺を同封していただいても結構です。 

 貴大学病院の喫煙状況について当てはまる選択肢を丸で囲んでください。既に敷地内禁煙とな

っている場合でも、全問回答をお願いいたします。 

 （昨年の調査結果は http://www.tobacco-control.jp/ をご覧ください） 

 

１）貴大学病院の喫煙対策の現在の方針についてお尋ねします。 

   学部と敷地が接している場合、病院がもっぱら使用する範囲についてお答えください。 
      

１. すでに病院の敷地内禁煙を実施している →（     ）年（   ）月より 

  （敷地内禁煙とは、敷地内に喫煙できる場所が全くない状態をいいます）  

２. 病院部分の敷地内禁煙を導入する期日が決定している→（    ）年（  ）月より 

３. 日時は未定だが、敷地内禁煙について具体的に検討中である 

４. 敷地内の全面禁煙化について検討はおこなわれていない 

５．敷地内の全面禁煙化について検討をした結果、当面、喫煙場所を残すことにした 

 

２）病院職員の喫煙場所についてお尋ねします(複数回答可)。 

１. 敷地内は全て禁煙である 

２．屋外・屋上・テラスに喫煙室がある  →（    ）箇所 

３．屋外・屋上・テラスに喫煙コーナーがある →（    ）箇所 

４．屋内に喫煙室がある    →（    ）箇所 

 

３）一般病棟の患者様（精神科病棟を除く）の喫煙場所についてお尋ねします(複数回答可)。 

１. 敷地内は全て禁煙である 

２．屋外・屋上・テラスに喫煙室がある  →（    ）箇所 

３．屋外・屋上・テラスに喫煙コーナーがある →（    ）箇所 

４．屋内に喫煙室がある    →（    ）箇所 

 

４）精神科病棟に入院している患者様の喫煙場所についてお尋ねします(複数回答可)。 

１. 病棟内は禁煙である 

２. 病棟内に喫煙室がある 

３．病棟内に喫煙コーナーがある 

４．病棟外の喫煙場所で喫煙が可能である 

５．精神科病棟はない 

                                

５）貴大学病院には禁煙外来がありますか。 

１．禁煙外来がある → （      ）科が担当している 

２．禁煙外来はない 

 

裏に続きます 

資料９－２ 
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平成 20 年度厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業)「わが国の今後の喫煙対

策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」 医・歯学部・附属病院の敷地内禁煙に関する調査 
 

 

６）岐阜大学全学、秋田大学医学部、東京女子医科大学、東京医科歯科大学など2008年6月の時

点で56医学部附属病院、18歯学部附属病院において、すでに敷地内禁煙が実施されている

ことをご存じですか。 

１．知っている 

２．部分的に知っている 

３. 知らない 

 

７）全国の大学病院の敷地内禁煙化についてどのようにお考えですか。 

１. 速やかに敷地内禁煙とするべきである 

２. 将来は敷地内禁煙とするべきであるが、現在は時期尚早である 

３. 建物内を禁煙化する程度でよい 

 

８）2007年における医・歯学部附属病院の敷地内禁煙の状況に関する報告書を2008年5月に 

  郵送しましたが、その結果は貴大学病院の喫煙対策を検討するにあたり参考になりましたか。 

１．おおいに参考になった 

２．参考になった 

３. あまり参考にはならなかった      

 

９）貴大学病院でタバコの販売（自販機を含む）はおこなわれていますか。 

１．販売していない 

２．販売している→販売中止の予定が（1.ある   2.ない ） 

 

                2008年8月31日までにご返送願います。 

内容に関する質問は、下記の事務局にお問い合わせください。 

事務局連絡先： 
〒807-8555 北九州市八幡西区医生ヶ丘1番1号  
    産業医科大学 産業生態科学研究所 健康開発科学研究室 教授 大和 浩 
電子メール：yamato@med.uoeh-u.ac.jp   
電話：093-691-7473（ダイヤルイン）   ファクシミリ：093-602-6395 

 

 

その他、ご意見がある場合は以下の余白に記入して下さい。 
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平成20年度厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業)「わが国の今後の喫煙

対策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」 官公庁の建物内禁煙に関する調査   
2008 年 8 月 19 日（1 回目）、12 月 22 日（2 回目） 

都道府県庁および県庁所在市、東京都 23 区の 
本庁舎と議会部分における受動喫煙対策のアンケート 

 
都道府県名／都市名／東京都 23 区名： 
 
回答者の所属： 
 
回答者の氏名： 
 
回答者の連絡先（メールアドレス＝必須）： 

回答内容についてお尋ねすることが有ります。名刺を同封される場合、連絡先は省略されて構いませ

ん。その場合でも、整理の都合上、県名、都市名、区名のみは記入をお願いします。 

下記の質問の当てはまるところに でお答えください。 
 
１． 本庁舎は建物内禁煙(建物内では職員も来庁者も喫煙できる場所が全くない状態)ですか。

（議会部分は次の問でお聞きします） 
 

□建物内禁煙を実施している    →（    年   月より実施） 
□建物内禁煙を導入する期日が決定している→（    年   月より実施予定） 
□日時は未定だが建物内禁煙について具体的に検討中である 
□建物内禁煙について検討はおこなわれていない 
□建物内の全面禁煙化について検討をした結果、当面、喫煙場所を残すことにした。 

＊「本庁舎」とは本庁舎及びその周辺の庁舎群を指し、遠隔地の庁舎は対象外とします。 
 
２．議会部分（議会棟、議会フロアなど）の建物内禁煙の状況についてお尋ねします。 
 

□建物内禁煙を実施している    →（    年   月より実施） 
□建物内禁煙を導入する期日が決定している→（    年   月より実施予定） 
□日時は未定だが建物内禁煙について具体的に検討中である 
□建物内禁煙について検討はおこなわれていない 
□建物内の全面禁煙化について検討をした結果、当面、喫煙場所を残すことにした。 

 
 ２－２．【現在建物内禁煙でない場合】喫煙可能な場所についてお尋ねします。（複数選択可） 
 

□公共空間（ロビー、各フロアなど）（１．喫煙室 ２．喫煙コーナー ３．両方） 

□議場・会議室・委員会室等 

□議員・会派控え室（喫煙の可否を会派に任せている場合を含む） 

□その他（                         ） 
 
３．職員の勤務時間中の喫煙についてお尋ねします。 
 

□勤務時間内の喫煙は禁止されている 
□勤務時間内の喫煙は自粛することとしている 
□勤務時間内の喫煙は禁止されていない／規定はない   ⇒裏に続きます 

資料１０ 
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平成20年度厚生労働科学研究費補助金(循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業)「わが国の今後の喫煙

対策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」 官公庁の建物内禁煙に関する調査   
４．本庁舎（議会部分を除く）では喫煙場所を設けていますか（複数回答可）。 
 

 

喫煙場所はない □

喫煙室 箇所 （うち　来庁者専用は　　　　箇所）

喫煙コーナー 箇所 （うち　来庁者専用は　　　　箇所）

喫煙場所はない □

屋外喫煙小屋・プレハブ 箇所

建物から離れた屋外喫煙コーナー 箇所

軒先・ピロティ（１F）の喫煙コーナー 箇所

テラス・ベランダ・階段等の喫煙コーナー 箇所

屋上の喫煙コーナー 箇所

建物内

建物外

  
 
５．喫煙場所に空気清浄機が設置されていますか。＊台数については管財課等の担当部署にお尋ねください。 
 

□設置していない 
□設置している→全庁舎合計で（  ）台、うち本庁舎と議会部分に（  ）台設置 

    空気清浄機の無効性 http://tenji.med.uoeh-u.ac.jp/smoke/documents/air-cleaner-function.pdf 
 
６．現在、山形・山梨・兵庫・山口・佐賀県庁や甲府・那覇市役所などで議会部分も含めて

建物内禁煙が実施されていることをご存知でしたか。 
 

□知っていた 
□知らなかった 

 
７．全国の官公庁の庁舎を建物内禁煙とすることについてどのようにお考えですか。 
 

□速やかに建物内禁煙とすべきである 
□将来的に建物内禁煙とすべきであるが、時期尚早である 
□屋内に喫煙室を残すべきである 

 
８．世界保健機関（WHO）によるタバコ規制枠組条約の締約国会議が 2007 年 6 月～7月にタイ、

バンコクで開催されました。屋内に喫煙室を作った場合、受動喫煙を完全に防止すること

はできないことから、わが国を含む締約国では 2010 年 2 月 27 日までに「受動喫煙を防止

するために建物内禁煙の措置をとらねばならないこと」が採択されたことをご存じですか。 
 

□知っていた 
   □知らなかった     なるべく早くご投函ください 
 
その他、官公庁の受動喫煙対策について、ご意見があれば以下にご記入下さい。 
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厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業  

「わが国の今後の喫煙対策と受動喫煙対策の方向性とその推進に関する研究」平成 20〜22 年度  
 2008 年 8 月 12 日（1 回目）、12 月 22 日（2 回目） 

主要国際会議場における喫煙対策のアンケート 
 

施設名： 
 
回答者の所属： 
 
回答者の氏名： 
 
回答者の連絡先（メールアドレス）： 
名刺を同封される場合、上記は省略されて構いません。 

 

問１．貴施設の喫煙場所についてお答え下さい（複数回答可）。 
（レストラン以外の会議場周辺、廊下、ロビーなど公共空間の状況をお答えください。 
 屋内、屋外の喫煙場所を貴施設のパンフレットに、喫煙室は青で、 

   喫煙コーナーは赤で印をつけて、本調査票と同封してお送り下さい。） 
 

１．建物内は全面禁煙である（喫煙室も喫煙コーナーも無い状態） 
                   →（   ）年（   ）月から 
２．主催者の要望によって屋内に喫煙室を設ける→（   ）箇所 
３．主催者の要望によって屋内に喫煙コーナーを設ける→（   ）箇所 
４．常時、屋内に喫煙室がある→（   ）箇所 
５．常時、屋内に喫煙コーナーがある→（   ）箇所 
６．屋外に喫煙室がある→（   ）箇所 
７．屋外に喫煙コーナーがある→（   ）箇所 
８．テラスやベランダに喫煙コーナーがある→（   ）箇所 

 
建物内に喫煙室・喫煙コーナーがある施設の方にお尋ねします。  
問１－２．建物内禁煙の導入についてお答えください。 

１．建物内を常時全面禁煙（喫煙室、喫煙コーナーを廃止）とするこ

とが既に決定している→（   ）年（   ）月から 
２．建物内を常時全面禁煙とすることを検討中である（日時未定） 
３．そのような検討はしていない 
４．建物内の全面禁煙を検討した結果、建物内に喫煙場所を残す 

      こととした 

 （→裏へ続きます） 

資料１１ 
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問２．屋外の灰皿は以下の配慮がなされていますか（複数回答可）。 

１．軒先から離す 
２．出入口から離す 
３．人の動線から離す 
４．そのような配慮はしていない（出入口のすぐ近くにある） 

 
問３．屋外について歩きタバコ（敷地内）は禁止されていますか。 

１．禁止している 
２．特に規定はない 

 
問４．楽屋、演者控え室で喫煙できますか。 

１．常時、禁煙としている 
２．喫煙する場合もある 

 
建物内のレストランについてお尋ねします。 

問５—１．貴施設ではランチタイムと夕方時間帯に、全席禁煙で受動喫煙が発

生しないレストランを選択することができますか。 
 

ランチタイム  １．選択できる 
        ２．選択できない 

 
夕方以降    １．選択できる 
        ２．選択できない        
□ レストランは無い 

 
問５－２ 各レストランの詳細について下表にお答えください。 

店名 常時全席禁煙
ランチタイムの
み全席禁煙

喫煙席と禁煙
席の設定のみ

全席喫煙

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □

□ □ □ □

    ＊平日と土日で状況が異なる場合はそれぞれ分けてお答えください。 
なるべく早くご返送ください 
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2008.5.31 リビング北九州

関連資料：本研究成果の新聞・インターネット等報道記事
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09/03/09 18:53たばこで不快な飲食店、「利用しない」が約8割（医療介護ＣＢニュース） - Yahoo!ニュース

ページ 1/2file:///Users/yamato/%20データ080618/8PS班/大和報道0804以降/0812た…食店、「利用しない」が約8割（医療介護ＣＢニュース）%20-%20Yahoo!ニュース.webarchive

Yahoo! JAPAN - ヘルプ

政治 社会 人

お役立ち情報：天気・番組表・株価・占い
ニュース検索

[PR]　今、Windows Vista購入で、最大10000円のトク得キャッシュバック実施中

たばこで不快な飲食店、「利用しない」が約
8割
12月3日10時39分配信医療介護CBニュース

　飲食店を利用している人の約7割が他人のたばこを不快と感じ、
そのうち同じ店を再び利用する人が約2割にとどまっていること
が、ファイザーが発表した「飲食店での受動喫煙に関する意識調
査」で分かった。回答者の95%超が飲食店に対して受動喫煙対策を
希望していることも明らかになっており、ファイザーでは「今後、
飲食店には全面禁煙を含むさらなる受動喫煙対策が求められる」と
している。

　調査は、週に一度以上、飲食店を利用している喫煙者400人と非
喫煙者400人の計800人を対象に実施した。

　「飲食店で他の客のたばこの煙に不快な思いをしたことがある
か」との問いには、全体の67.3%(538人)が「ある」と回答した。喫
煙者でも46.5%(186人)が「ある」と答えており、飲食店では、非喫
煙者だけでなく、喫煙者も他人の喫煙を不快に感じる割合の高いこ
とが分かった。
　この他人のたばこで不快な思いをした538人に対し、「たばこの
煙で不快な思いをした店をまた利用するか」について質問。その結
果、「利用する」は22.3%(120人)にとどまった。
　同じ538人に「禁煙席を選んだのに、喫煙席からたばこの煙が流
れてくるなど、不快な思いをしたことがあるか」を尋ねたところ、
「ある」が78.3%(421人)に上った。ファイザーでは「店の不十分な
分煙対策が原因で、たばこの煙で嫌な思いをしている客が多い」と
指摘している。

　受動喫煙を防止するため、飲食店で喫煙を禁じる法規制について
の質問には、非喫煙者の76.3%(305人)が「賛成」と答えたほか、喫
煙者も4人に1人が「賛成」とした。また、「喫煙席・禁煙席につい
て、飲食店がどの程度の対策を取るべきか」については、「終日全
面禁煙」が25.3%(202人)、「分煙」が64.5%(516人)、「全席禁煙タ
イムを設ける」が5.9%(47人)で、全体の95.7%(765人)が飲食店に何
らかの受動喫煙対策を希望している。

　調査結果について、産業医大産業生態科学研究所健康開発科学研
究室の大和浩氏は「受動喫煙の約8割が『副流煙』で、くすぶるよ
うに燃えるたばこから発生する。喫煙者が吸い込む『主流煙』より
有害な化学物質が含まれ、肺がんや心筋梗塞などの危険性が高ま
る。たばこの煙で不快な思いをしたことのある人の約8割が、禁煙
席を選びながら喫煙席から流れてくるたばこの煙で嫌な思いをして
おり、分煙対策には効果がないことが明らかになった。『受動喫煙
防止法』など飲食店で喫煙を禁じている欧米先進国に比べ、日本の
受動喫煙対策は遅れており、早急な対策が求められる」とコメント
している。

【関連記事】
・全面禁煙実施、全事業所の2割に
・目指せ受動喫煙防止!世界禁煙デー

ʸ������

PR

国内トピックス

雇用対策、3年で10兆円検討
もみじマーク義務化を猶予へ
天皇陛下に不整脈の症状
ストーカー判事「すべて事実」
51歳教諭児童7人にわいせつ
小泉容疑者愛犬に特異な執着
たばこ不快な店、8割利用せず
築地外国人殺到で見学中止

バックナンバー 一覧

注目の情報

行きたい！行きた～い！
会議中、手帳に「海外」と何度も
書きました(笑)バリューWeb悟空

7000万円台。贅を尽くす…
ホテルのような暮らしを、自宅で。
6000万円台なら憧れ15畳リビング

石綿新法改正で救済範囲拡大厚労省
は今一度「不作為」の反省を

nikkeiBPnet on Yahoo!ニューストップ

国内アクセスランキング

記事
「口べた」言い訳に児童７人にわいせつ行為
　５１歳教諭を懲戒免職へ（産経新聞） - 12

月3日 1時55分

ニュース トピックス 写真 動画 地域 リサーチ 雑誌/ブログ ランキング キーワードを入力

主要 速報 国内 海外 経済 エンターテインメント スポーツ テクノロジー ニュース提供社

57



58



59



09/01/26 17:58完全禁煙の店まだ少数派、先進国では常識なのに… : よみうり生活本舗 : 九州発 : YOMIURI ONLINE（読売新聞）

ページ 1/3http://kyushu.yomiuri.co.jp/magazine/life/901/li_901_09012601.htm

教育 医療と介護 住まい 大手小町 旅行 グルメ クルマ ネット しごと 読書 エンタメ 新おとな 社説 ENGLISH

全面禁煙に取り組む「洋食屋Ａｎｇ
ｅ」。店内には禁煙を知らせるマー
クやポスターが掲げられている（北
九州市八幡西区で）＝足立浩史撮影

かつては喫煙席もあった店内で話す
大和さん（北九州市若松区の「アー
トカフェレストラン」で）

PR情報

 1 月 25 日のニュースアクセスランキング

おすすめ

ニュース特集

ホーム > 九州発 > 文化 > よみうり生活本舗
天気 地図 ショッピング 雑誌 交通 映画 写真 動画 データベース サイト案内 九州発ガイド

ご購読 イベント 会社案内
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完全禁煙の店まだ少数派、先進国では常識なのに…

　喫煙率が３割を下回り、もはや国民の７割超がたばこを吸わ
ない時代。紫煙もうもうなんて飲食店も少なくなった感じだ
が、「おいしい空気の中で料理を楽しみたい」という非喫煙者
の切実な願いが達成されたというわけではないようだ。日本禁
煙推進医師歯科医師連盟会員で、受動喫煙対策の研究者でもあ
る産業医大（北九州市）教授の大和浩さん（４８）とともに禁
煙の店を訪ねてみた。

　医大近くの「洋食屋Ａｎｇｅ（アンジュ）」は大和さん行き
つけの店。以前は店内で喫煙できた。完全禁煙に踏み切ったの
は受動喫煙の防止を盛り込んだ健康増進法の施行（２００３年
５月）後まもなくしてのことだった。

　２２席。テーブルにはもちろん灰皿はない。店内には禁煙
マークや、北九州市作成の啓発チラシが張られ、外の看板にも
禁煙マークが目立っている。「外からでも一目で分かるように
したら」。大和さんの助言がきっかけという。

　実は、オーナーシェフの宮崎展彰さん（４５）自身は１日１
箱の愛煙家だが、店内は全面禁煙で、吸いたい時には外へ出る
そうだ。「お客さんの健康に役立ち、室内も汚れない」。しか
も売り上げはほとんど変わらなかった。妻裕子さん（４５）は
「女性など客層が広がり、お客さんのマナーも向上した」と喜
んでいる。

　「でも、完全禁煙の店はまだ全国的にも少数派ですよ」。大
和さんはコーヒーを口に運びながら言った。

　次に訪ねた「アートカフェレストラン」は、Ａｎｇｅから車
で３分ほど。この店の完全禁煙の“仕掛け人”は大和さんだっ
た。

　かつては約６０席のうち８席を喫煙席としていた。大和さんは同僚や学生と一緒に訪れる
際は、あえて喫煙席に座ったりしていたそうだ。「喫煙席と禁煙席は間仕切りをしても、煙
を完全に遮断するのは難しい。中途半端ですよ」。常連のそんな指摘に、店長の白石亜紀子
さん（２８）は決断をした。

　「従業員やお客さんの健康を守ろう」。たばこを吸わない白石さん自身もせき込みそうに
なるのを無理に我慢してきたという。「喫煙のお客さんが減るのではないか」とも考えた
が、０４年４月、灰皿を置くのは店外のテラス席だけにし、店内からは紫煙を追放した。

　「フランスやイギリス、イタリアなど、受動喫煙対策を罰則付きで義務づけている国は多
いが、日本は努力義務にとどまっている。飲食店が全面禁煙なのは、日本以外の先進国では
常識なんですがね」。大和さんは力を込める。

　店では、灰の掃除などの手間が省け、接客のスピードが上がったそうだ。窓やエアコンに
ヤニがこびりつかなくなり、清潔に保てるようになったともいう。

テレビ、商品券などプレゼント

ジャイアンツ | 報知 | ケータイ | データベース

無料ご招待！読売土地活用セミナー開催　経
済激動期に立ち向かう為には何を
ながさき「UIターンの創業・就業支援」情報
サイト
西日本最大のボート免許教室　　受講生募集
中
「国内格安航空券」の比較・検索、申込みは
こちら

落下タラップ一度も強度検査せず、専門家「最
悪」
九州北部・山口に大雪、高速道各地で通行止め
に
福岡大病院に九州厚生局が立ち入り調査

人工島問題
許すな組織暴力
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受動喫煙対策

「福岡市禁煙協力店・施設」の
マーク（福岡市・天神の「博多
家庭料理　味の正福」で）

よみうり生活本舗最新記事

完全禁煙の店まだ少数派、先進国では常識なのに… 2009年01月26日

花粉症は沖縄で治そう、「避粉地」移住・旅行が増加 2009年01月19日

快汗、銭湯ランナー　着替えて走ってひとっ風呂 2009年01月12日

レッツ!! こづかいゲーム、楽しく「金銭教育」 2009年01月05日

増えてます野菜ソムリエ、高まる食の関心主婦ら取得 2008年12月22日

犬もおべんきょう、愛犬の「保育園」「幼稚園」が評判 2008年12月15日
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読売新聞西部本社からのお知らせ

ヤニがこびりつかなくなり、清潔に保てるようになったともいう。

　「たばこが吸えるからではなく、飲み物や料理がおいしいからという理由で来ていただけ
れば」と白石さん。心配していた売り上げも家族連れなどが増えたことで、伸び気味だそう
だ。

　チェーン店に動き広がる

　禁煙の流れは、チェーン店にも広がっている。

　パスタレストランなどを展開するピエトロ（福岡市）の場合は、全８１店のうち、本店の
「セントラーレ」など１５店を完全禁煙にしている。分煙などの店についても「世の中の動
向を見ながら、全面禁煙を徐々に広げたい」（レストラン事業部）という。

　スターバックスコーヒージャパン（東京）では、全店で屋内が完全禁煙。屋外のテラス席
で喫煙できるが、都内の一部では禁煙のテラス席もあるそうだ。

　自治体が「お墨付き」／ネット登録も

　禁煙の飲食店を利用者が選べるようにと、自治体が「お墨付
き」を与える独自の登録制度をつくったり、インターネット上で
利用者らが情報を書き込んでいくグルメサイトが開設されたりし
ている。

　福岡市は０５年４月、「禁煙協力店・施設」登録事業を始め
た。「敷地内」「建物内」「室内」「時間帯」の禁煙の形態ごと
にステッカーを交付している。登録店は昨年１１月末現在で７０
店。市のホームページなどで公表している。

　鹿児島市は０８年９月に「たばこの煙のないお店」登録制度を
スタート。「終日禁煙」か「終日完全分煙」にしている飲食店
に、登録証とステッカーを渡す。これまでに１５店が認定され、
やはり、市のホームページなどで紹介している。

　グルメサイト「禁煙スタイル」には、全国の禁煙・分煙約１万
２０００店が登録されている。兵庫県西宮市の岩崎拓哉さん（２
８）が０５年５月に開設し個人で管理している。分類は「完全禁煙」「完全分煙」「時間帯
禁煙」の３種類。利用者も、飲食店側も登録できる。

　◆福岡市「禁煙協力店・施設」登録事業（市保健予防課　０９２・７１１・４２６９）

　◆鹿児島市「たばこの煙のないお店」登録　制度（市健康づくり推進課　０９９・２１
６・１４９２）

　◆グルメサイト「禁煙スタイル」（http://www.kinen-style.com/）

　健康増進法２５条は、飲食店など多数が利用する施設の管理者に対し、受動喫煙
の防止措置をとるよう定めている。ただし、「必要な措置を講ずるように努めなけ
ればならない」という「努力義務」で、「店ごとの自主性に任せるだけでは限界が

ある」と指摘する専門家もいる。一方、神奈川県の松沢成文知事は０８年４月、「受動喫煙防止条
例（仮称）」を独自に制定する方針を発表。今年２月、自治体では全国初の条例案が県議会に提出
される見通し。

（2009年1月26日 読売新聞）
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